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　逢あい沢ざわ拓たく真まは、そのすみれ色の景色を憶おぼえている。

　薄うす紫むらさきの高こう価かな革かわの表紙。金色の刺し繍しゆう。

　どこの国のものとも知れない、異い国こくの文字で綴つづられた表題。

　そして、それを愛しげに撫なでる少女の細い指。

「これは〝叡えい智ちの書〟よ」

　最初、彼女は弾はずむような声でそう言った。

　日本の秘ひ境きよう。霊れい験げんあらたかな深しん山ざんの奥おくにひっそりとたたずむ逢沢家の屋や敷しき。ししおどしの音も遠い、敷地の隅すみ。隠かくされるように建てられた書庫の中に拓真と少女の姿すがたはあった。

　木の格こう子しから射さしこむ夕明かりが少女の輪りん郭かくを浮うかび上がらせる。

　日本人の、いや、人のものとは思えない鮮あざやかなすみれ色の長い髪かみ。

　血を塗ぬりこめたのだと言われても納なつ得とくできる、強きよう烈れつな光を帯びた深しん紅くの瞳ひとみ。

　どこかいたずらっぽい、小こ悪あく魔ま的てきな、幼おさない少女ならではの軽い笑みを浮かべている。

　無数の蔵ぞう書しよが放つ古い紙の香りを押おしのけて、少女の甘あまい匂においが鼻の奥をくすぐった。

「えいち、って？」

「えっとね。いーっぱいのムズカシイこと、かな」

「なにそれ」

　両手で必死に「いっぱい」を表ひよう現げんする少女の姿がおかしくて、拓真はぷっと噴ふき出した。

「あ、笑った。ひどいなぁ。もう」

「だって、きみが何を言ってるか、ぜんぜんわかんないし」

「〝わからない〟って、とてももったいないことだと思うの。きみは、わからなくて悔くやしいと思ったことはない？」

　心の中を見み透すかすような少女の問いに、心しん臓ぞうが小さく跳はねた。

　拓真はしばしの間、黙だまりこむ。

　逢沢家が何か普ふ通つうではない家いえ柄がらであることを、まだ七歳さいの拓真もうすうす感づいていた。

　いつもは優やさしい家族が、ときどき、がらりと人相を変えて〝大人おとなの集まり〟を始めるのだ。親しん戚せきや近所の神社の人が大おお勢ぜい集まると、拓真はたいてい母おも屋やから放り出されてしまう。

　まだ子どもだから。知らなくていいから。そういった決まり文もん句くを聞くたびに、拓真はいじけたような気持ちになって邸てい内ないを歩き回った。

　今日、絶ぜつ対たいに入ってはいけないと父親に言われていた書庫に初めて足を踏ふみ入れたのも、そういった反はん抗こう心しんの延えん長ちようだったように思う。

「悔くやしい、かな。みんなが知ってて、自分だけが知らないのは、やっぱり悔しいよ」

「だよねっ」

　ぱあっと、少女の顔が明るくなる。

　白くて細い脚あしをさっと組み替かえて、じゃーん、とすみれ色の本を胸むねの前に掲かかげてみせた。

「ここには世界のすべてがあるのよ。きみは何もかもを知ることができるの」

「ちょっと待って」

「もう。なぁに？　大事な話はこれからなのに」

　拓たく真まが遮さえぎると、少女の頬ほおが不満げに膨れた。

　しかし、どれだけ怒おこられてしまおうとも、問いかけずにはいられなかった。

「きみ、いったいどこの誰だれなの？」

　そう問いかけると、少女は。

　初対面の少女は、幼おさない顔に似合わない、艶つやっぽい笑みを浮うかべる。

「そんなこと、どうだっていいじゃない」

「もしかして、どろぼうとか──」

「腕うでを出して。さっきの言葉が本当なら、腕を出してよ」

　拓真の言葉なんてさらりと無む視しして、少女は言葉を続けた。あまりの強引さに面めん食くらったが、その押おしの強さに、拓真は反はん論ろんもできずに片かた腕うでを差し出していた。

　少女の体が重力を忘わすれたように、ふわりと浮き上がり、拓真に近づいた。むきだしの二の腕に顔を寄せて、甘あまく唇くちびるを這はわせてくる。

　素す肌はだを這いまわる感かん触しよくに背せ筋すじがぞくりと震ふるえて、拓真は、

「あ……あ……」

　と、意味のない声をもらした。

　鈍にぶい熱がじわじわと腕を侵おかしていく。体内を、得体の知れない何かが駆かけ巡めぐっていく。

　未知の感覚に襲おそわれながら、拓真は理り解かいしていた。

　授さずかったのだ、と。

　何かとんでもないものを受け取ってしまったのだ、と。

　やがて、長い長い接せつ吻ぷんが終わると、少女は顔を上げた。さっきまでの笑顔とは違ちがう。何かをやり遂とげたような晴れやかな表ひよう情じようへと変わっていた。

「これですべての智ち慧えはきみのものよ」

「な……これは、なに？」

　拓真は自分の腕を見て、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの入り混まじった声を出した。

　魔ま術じゆつ的てきな黒い紋もん様ようがびっしりと両腕を覆おおい尽つくしていたのだ。それは少女の髪と同じすみれ色に淡あわく光っている。神しん秘ぴ的てきな、それでいて不安を喚かん起きさせる、不思議な光だ。

「その腕うでには、世界のすべてを知り、世界のすべてを解とき明かす賢けん者じやの力を宿したの。まあ、ちょっとした呪のろいも、副作用みたいな感じで、あると言えばあるんだけど」

「えっ」

「大したことじゃないのよ。ただ、何もかもを知りたくて仕方なくなっちゃうだけ。大切な物も、好きな人も、ばらばらに分ぶん解かいして、理解せずにはいられない──それが、きみにかかった呪い」

「待ってよ！　そんな呪いの話なんて、聞いてないよっ」

　拓たく真まは声を荒あらげて少女の肩かたに強くつかみかかった。少女は痛いたがるそぶりも見せず、愛らしく唇くちびるに指を添そえたまま、とぼけたように首をかしげる。

「だって言ってないもの」

「そんな……そんなのずるいよ」

「そう。ずるいのよ。だって、そうでしょう？」

　くすり、と少女は艶あでやかに笑えんだ。

「ずるくって、いじわるで、うそつき──それが悪あく魔まだもの」

　瞬しゆん間かん。少女の輪りん郭かくがどろりと溶とけ落ちた。

　逆さか巻まく風が吹ふきつけて、和わ本ほんの綴とじ糸が解ほどかれたように無数の紙し片へんが舞まった。

　拓真は風の勢いきおいに押おされて、しりもちをついた。

　その頭上から少女の軽やかな笑い声が降ふってくる。

『きみの未来には二つの運命の分ぶん岐き点てんがあるわ。ひとつは一年後。きみにとってとてもつらい出来事がある──もうひとつは、数年後。きみには運命を変えるチャンスがくるけど……きみの呪いは、その大切な出会いを壊こわすことになるかもしれない』

　芝しば居いがかったような声。そして、ふたたび軽い鈴すずの音ねのような笑しよう声せいが混まじる。

『呪いを解きたかったら、あたしを求めて。つかまえてみて。そうしたら、きっと──』

　竜たつ巻まきが収おさまるのと同時に少女の気け配はいは消えた。声も聞こえない。ばらまかれたはずの紙片もない。すみれ色の綺き麗れいな装そう丁ていの本も、影かげも形も残っていない。

　拓真は静せい寂じやくに包まれた書庫の中でたった一人、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。




　それは、八年前の出来事。

　拓真がまだ少女の言葉の意味を、理解できていなかった頃ころの話──。
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　逢あい沢ざわ拓たく真まには、三月の教室が異い界かいのように感じられた。

　結局、中学の卒業式を迎むかえる今日までに、拓真は一校たりとも高校を受験しなかった。

　もともと英語や数学といった一いつ般ぱん教きよう養ようは得意ではなかったし、将しよう来らい的てきに必要になるとは思えない努力をする気にはなれなかった。

　努力は必要なことを必要なときに必要なだけする。不要な努力などは、するべきではない。そもそも、余よ計けいなことに時間を割さいている余よ裕ゆうなどありはしないのだ。

　人生は有ゆう限げんで、自分にはすべきことがあるのだから。

　卒そつ業ぎよう証しよう書しよの筒つつを片かた手てに涙なみだを流して級友との別れを惜おしむクラスメイト達を、どこか冷めた目で眺ながめながら拓真は黙だまって席を立った。

　まるで今までとなんら変わりない放課後であるかのように。

　そんな拓真を斜しやに構かまえた奴やつだと嘲あざ笑わらう者も、怒おこる者もいない。ただただ目立たないよう、息を潜ひそめて生活してきた地味な生徒を気に留とめる者などいるはずがなかった。

「あっ、逢沢くん！」

　ところが教室を出る直前、拓真を呼よび止める声があった。

　振ふり返ると顔だけは覚えのある男子生徒が軽く手を振っている。名前は憶おぼえていなかったが、誰だれにでもにこやかに話しかけるタイプの男子だということだけは印象に残っていた。

「帰っちゃうの？　これからクラスみんなで打ち上げをやるんだけど」

「悪いな。これから用事があるんだ」

「そっかぁ。残念だね」

　人じん畜ちく無む害がいな笑顔を見せる男子に、拓真は薄うすら寒さを感じて眉まゆをひそめる。

　建たて前まえで噓うそをつかれていると思ったからではない。噓をつかれていないと思ったからだ。

　よく知りもしない相手と遊べないことを本気で残念がる気持ちが拓真には理り解かいできなかった。それどころか、拓真は男子に対して嫌けん悪お感かんに近いものを感じていた。ただ、どうしてそんな心持ちになったのかまでは、自分でもよくわからない。

「それじゃ、俺はこれで」

「あっ……ちょっと待って」

「まだ何かあるのか？」

「忘わすれ物。机つくえの上に置きっぱなしだったよ」

　男子は一冊さつの本を拓真の胸むねに押おしつけてきた。ざらざらした感かん触しよくの表紙には「THE BIBLE」と書かれている。

　最さい大だい派は閥ばつの世せ界かい宗しゆう教きようである白しろ十じゆう字じ教きようの教典をコンパクトに凝ぎよう縮しゆくしたポケット版ばんの新しん約やく聖せい書しよだ。卒業の記念品として贈ぞう呈ていされた品のひとつである。

　拓たく真まはしぶい顔でそれをつまみあげた。

「ここは普ふ通つう校こうのはずなんだけどな」

「だからこそ、じゃないかな。一昔前ならともかく、今だと敬けい虔けんな信者はほとんど教きよう団だん直ちよつ下かの学校に入学するだろうし。こういうのが配られてもトラブルにはなりにくいし」

　人さし指を立てて朗ろう々ろうと説明すると、男子は祈いのるように両手を合わせて天てん井じようを仰あおいだ。

「でもこういうのも良いかなって最近は思うんだよね。悪あく魔ま契けい約やく者しやの犯はん罪ざいから国を守ってくれてるのは聖せい職しよく者しや協きよう会かいの方々だし。感かん謝しやしないとね」

「……ありがたがるようなモンじゃないだろ」

「え？」

「じゃあな」

　きょとんとする男子に背せ中なかを向けて、拓真は雑ざつに手を振ふりながら教室を出た。

　廊ろう下かに置かれている「燃えるごみ」と書かれたダストボックスにポケット聖書を投げ捨すてる。分別されていないごちゃごちゃしたごみの中に埋うもれていく本に拓真は目もくれなかった。

　そして、男子生徒に対する嫌けん悪お感かんの正体に、なんとなく思い当たる。

『己おのれを愛するがごとく、汝なんじの隣りん人じんを愛せよ』という、聖書の有名な一節。それにあてはまるような博はく愛あい主しゆ義ぎ的てきな態たい度どが、熱心な信者を思わせたからだ。

　逢あい沢ざわ拓真は聖職者や宗教というものが好きではなかった。

　悲喜こもごもの浮うわついた生徒達の波を掻かき分けるように、早足で廊下を歩いていき、昇しよう降こう口ぐちから出て、もう二度とくぐることはないだろう校門へ向かう。

　拓真はふと立ち止まり、顔をしかめた。

　一人の女じよ性せいが校門の門柱に背せ中なかを預あずけて立っている。

　肩かたにかかる程てい度どの長さの髪かみは燃もえ立つような赤毛だ。すらりとした細身にぶかぶかの法衣をまとっていて、首には紫むらさき色いろの大おお粒つぶの数珠じゆずをさげている。背が高くて胸むねも大きく、鼻はな筋すじもすっと通っている。顔のつくりは日本人とはすこしばかり違ちがっていた。

　彼女の姿すがたは、とんでもなく浮ういていた。

　いくらグローバルな社会になってきたとはいえ、外国人が日本の片かた田舎いなかにある中学校にまぎれていれば、ふつうは注目を集めてしまうものだ。美人ならばなおさら。

　しかし、道行く生徒達の中に、彼女を見ている者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。目の前を通り過すぎる者も、一いち瞥べつさえくれない。まるで、その存そん在ざいを認にん識しきできていないとでもいうように。

「やはー。卒業おめでとうだねぇ。拓真君」

　赤い女は拓真の姿に気づくと、端たん正せいな顔に無む邪じや気きな笑みを浮かべて、気さくに手を振った。

「何の用だ？　サヴァトリィ」

　拓たく真まは不ふ機き嫌げんな声で言った。

　赤い女の名前は、B.バンデラL.ラハマサヴァトリィという。バンデラは出身地方、ラハマは父親の名らしい。これは彼女の出身国であるインドに見られる姓せい名めいの構こう成せいだ。

「つれないなぁ。中学を卒業し、広大な世界に羽ばたいていく鳥を祝福しようっていうのに。これはボクなりの最さい大だい限げんの愛あい情じよう表ひよう現げんなんだけどねぇ」

　サヴァトリィは拓真の体にしなだれかかると、そっと耳元にささやいた。それを、うっとうしげに振ふり払はらって、拓真は軽く睨にらみ返す。

「やめろっての」

「ああんもう。ホントにつれないなぁ。望むなら別の意味での卒業式もしてあげるのにぃ」

「その発言、聖せい職しよく者しやとしても一いつ般ぱん人じんとしてもアウトだからな？」

　故ゆえあって交流を得ているとはいえ、正直なところ、拓真はサヴァトリィのことがあまり得意ではなかった。なれなれしいところも理由のひとつだが、それだけではない。

　サヴァトリィは蓮れん教きよう徒とだ。蓮教とは、インドから中国、日本にかけてのアジア諸しよ国こくで大きな勢せい力りよくを誇る世界三大宗しゆう教きようのひとつ。仏の道を説とき、解げ脱だつを目指す宗教である。

「あんたはそこまで嫌きらいなほうじゃないけど、好きでもない。からかうだけのつもりなら、俺に話しかけないでくれ」

　拓真が冷たく言い放ち、サヴァトリィのわきを通り過すぎて歩道に出る。

「やれやれ。ホントにつまんない男だなぁキミは」

　サヴァトリィは呆あきれたように息を吐はき出しながら、その背せ中なかを追って歩き出した。酔よっ払ぱらいのように肩かたに腕うでを回してどこか抜ぬけた調子でささやく。

「拓真君、進学先はまだ決まってなかったよねぇ」

「決まってないわけじゃない。するつもりがないだけだ」

「同じことじゃん。ダメ人間の言い訳わけだよそれぇ」

「目的もやることもある」

「うちの業界にも資し格かくがあるんだからさぁ。無資格なら世間的には無む職しよくと変わらないよ」

「世間の目なんかどうでもいい。お説教のつもりならやめてくれよ」

「説教？　とんでもない。どっちかと言えば悪友をバイクに誘さそうような気持ちだよ」

　もう片かた方ほうの腕も回してきて、うしろから完全に抱だきつく姿し勢せいになると、サヴァトリィは拓真の胸むねの前で法衣の袖そでをがさがさとまさぐった。

　取り出したのは、薄うすっぺらい一枚の紙。

　祓ふつ魔ま学がく園えん入学願書──と書かれたＡ４用紙だった。

　サヴァトリィはねっとりとした声で言う。

「コッチの世界への招しよう待たい状じよう。キミには、聖せい職しよく者しや協きよう会かい公認の祓ふつ魔ま師しになってほしいんだよね」




　　　　＋　＋　＋




　神しん仏ぶつ精せい霊れいや悪あく魔まという存そん在ざいが空想上のものではなくなったのは、もう半世紀も前の話だった。より正せい確かくに言うならば、一いつ般ぱんの人々が認にん識しきするよりもずっと前から実在はしていたのだが、それは教きよう団だんに所しよ属ぞくする聖せい職しよく者しやのみが知る世界の裏うら側がわの真実だった。

　それらは霊れい体たいと呼よばれている。霊体は人の身に流れる魔ま力りよくを通じて干かん渉しようできる異い空くう間かんに漂ただよう異い形ぎようの怪かい物ぶつだ。獣けものであったり人型であったり、それぞれ個こ性せい的てきな見た目をしている。

　時に信しん仰こう対たい象しようとなり、時に聖職者の従じゆう者しやとなりながら、霊体はオカルトとして人間社会にひっそりと、しかし確かく実じつに溶とけ込こんでいたのだ。

　霊体の本質はきわめて従順。己おのが主あるじと定めた契けい約やく者しやには絶ぜつ対たい服ふく従じゆうし、主のために尽つくす。善ぜん行こうと悪あく行ぎようの区別はない。そのため、霊体の使い手には高い道どう徳とく心しんが求められてきた。

　ところが何事にも例外はある。

　完全に従じゆう属ぞくさせることのできない霊体もいた。

〝悪魔〟という名で語り継つがれてきた存在である。

　悪魔は、契約者に権けん能のうを与あたえると同時に代だい償しようを請せい求きゆうする。そして、ひとたび目もく的てき意い識しきを持つと、どんな手しゆ段だんを講こうじてでも実行してしまう。

　言わば兵器の起き動どう装そう置ちだ。射しや出しゆつされたミサイルはボタンを押おした人間でも止められない。どこかに着ちやく弾だんするか迎げい撃げきされて爆ばく散さんするまで、容よう易いには止まらない。

　ゆえに。あらゆる宗しゆう教きようの始し祖そは悪魔との接せつ触しよくを禁きんじた。

　そして、神仏精霊や悪魔の存在を秘ひ匿とくし、表おもて沙ざ汰たになりかねない事件が起こるたびに、霊体が空想上の生物として定着するように根回しをしてきた。

　世界を滅めつ亡ぼうさせかねないトリガーを世界中にばらまくわけにはいくまい、と。

　しかし、そこに願望を実じつ現げんさせる力があると知れば、使おうとする人間は現あらわれる。悪魔契約の罪つみを犯おかす者が後を絶たたず、ついに霊体の存在は世界中に認にん知ちされてしまった。

　そうして、時代はそんな悪魔契約者を取り締しまり、討とう滅めつする存在を求めることとなる。

　祓ふつ魔ま師し──彼らは神仏精霊を使役して悪魔を屠ほふる、対たい悪あく魔ま戦せん闘とうのプロフェッショナルだった。




「──というわけでさぁ。ねえ。その祓魔師の国家資格ライセンスを取得するために、祓魔学園に通ってほしいんだよねぇ。ねえねえ。聞いてる？　ねえってばぁ」

　帰りのバスの中。恋人のごとく体を寄よせてサヴァトリィが言った。

　片かた田舎いなかの市し営えいバスの中には、乗客の姿すがたはほとんどない。だからといって、この密みつ着ちやくぶりはいかがなものかと拓真は思う。

「聞いてる。聞いてるからひっつくのはやめろ」

　いやな汗あせを流しつつ、サヴァトリィの体を押おし返す。腕うでに当たっていた絶ぜつ妙みような弾だん力りよくと柑かん橘きつ系けいの香こう水すいの匂においが遠ざかり、ほっと安あん堵どの息がもれた。

　そんな拓たく真まの反はん応のうを面白がるように、サヴァトリィがくっくっと笑みをこぼした。

「枯かれてはいないみたいで何よりだね。お姉さんは安心だよ」

「あのな。あんたも宗しゆう教きよう家かならちょっとは慎つつしみってもんを覚おぼえてくれ」

「ツツとシミってアレな単語の組み合わせっぽいよね」

「くだらない下ネタとか、言ってて恥はずかしくないのか？」

「あっはっは。ま、心配しなさんな。だーれも気づかないよん」

「いや、さすがに目立つことをすれば誰だれかは……」

　拓真は言いかけて言葉を止めた。読書中の高校生もスマートフォンをいじっている青年もこちらを見ていない。手持ち無ぶ沙さ汰たな老女でさえ、ぼんやりと目の前を眺ながめているだけだった。

「結界で存そん在ざい感かんを薄うすめてるからね」

「結界？　……ああ、ほんとだ」

　目を細めてサヴァトリィの全身を眺め、拓真は納なつ得とくの声をあげる。彼女が首にさげた数珠じゆずからもれた光が、薄うすい膜まくのように全身へと広がっていたのだ。

　視し認にんしようと意い識しきしなければ見えない程てい度どの、さりげない魔ま術じゆつである。

「結界と呪じゆ術じゆつのエキスパート……さすが蓮れん教きよう徒とだな」

「気になる娘この一日をこっそり見守るために習得したんだけどね」

「ただのストーカーじゃねえか」

「近ちか頃ごろの男だん性せい諸しよ君くんは女の子を追っかけることを悪だと思ってるよねぇ。一歩間ま違ちがえたら逮たい捕ほだよねってくらいの熱ねつ烈れつなアプローチも、それはそれで素す敵てきだと思うけどなぁ」

　サヴァトリィは、真しん剣けんな顔でううむと唸うなる。常つね日ひ頃ごろからふざけているくせに、どうでもいいことにやたらと本気で取り組む奴やつなのだ。

　外見こそ二十四という実じつ年ねん齢れいにぴったりの美人だが、性せい格かくは幼よう稚ちな子どもでしかなかった。

　バスは大通りを抜ぬけると細い脇わき道みちに入り、峠とうげ道みちの入口にさしかかっている。昼下がりの山道には青々としげった草木が風に揺ゆれていた。桜さくらの花もすこしずつ咲さき始めていて、緑色の斜しや面めんにまぶすようにして桃もも色いろが混まざっている。

　三月十九日。

　今日の日付を頭に浮かべて、拓真はあれと首をかしげた。

「この時期から願書を提てい出しゆつして、入試に間に合うのか？」

　ふつうの高校であればとっくに募ぼ集しゆうを締しめ切っている時期だ。二次募集などで試験が中学校の卒業後にずれこむ場合もあるらしいが、だとしても願書の提出はもっと早い。

「よゆーよゆー。願書受付は今月いっぱいまで。試験は四月一日」

「入学式は？」

「ふつーの高校と同じだよー」

「ずいぶんぎりぎりのスケジュールだな」

「祓ふつ魔ま学がく園えんの入試は実じつ技ぎのみだからねぇ。結果もその日に出るし、時間がかからないんだよね。まあ、運が悪いと死者が出かねない試験だから。戦せん闘とう訓くん練れんを施ほどこすための学園としては、記念受験みたいな変な輩やからに来られないように……っていうのが一番の理由かな」

「たしかに、一いつ般ぱん校こうを滑すべり止めにできないから、覚かく悟ごのない奴やつはあらかじめ振ふり落とせるな」

「あっはっは。滑り止めもキープできないし、ウチに落ちたらお先真っ暗だけどね」

　からからと笑うと、サヴァトリィはふたたび願書を取り出して、拓たく真まの鼻先に突つきつけた。

「拓真君は祓ふつ魔ま師しになるって言ってたよね？　だったら、公こう認にん資し格かくを取るべきじゃないかな」

　責せめるような色を含んだ声にばつの悪さを感じて、拓真はわずかに顔を逸そらす。

「行きたくない」

「んー。このままアマチュアで活動していくってのは、さすがにつらいんじゃないかなぁ」

「いままでもそうしてきた。これからだって、やっていける」

　拓真は自分に言い聞かせるようにそう言った。噓うそはついていない。国家資格こそ持っていないものの、拓真は祓魔師の仕事を請うけているし、悪あく魔ま契けい約やく者しやとの戦せん闘とう経けい験けんもそこそこ豊ほう富ふだ。

「ふぅん……で、儲もうかってんの？　いま」

「これから、儲かるようになる」

「いままでどおりなのに、これから儲かるの？」

「……うるさい」

「無理だよ。むりむり。個こ人じんでお客さんなんか取れやしないよ。悪あく魔ま祓ばらいの依い頼らいはエリアごとに各かく教きよう団だんが窓まど口ぐちになって受け付けてるんだから。ふつうはそっちに発注する。逢あい沢ざわの当主様たちが仕事を融ゆう通ずうしてくれるっていうなら、まだ望みはあるけど」

「無む免めん許きよの半はん端ぱ者ものに仕事はやらん、とか言ってたな。親父」

　厳げん格かくな父親のしかめ面つらを思い浮かべて、拓真は頬ほおをひきつらせた。

　目の前でぶらぶらと入学願書が振ふられる。

「ほーら。だんだん入試を受けたくなーる」

「ぐ……いや、だめだだめだ。俺には無理だ」

　拓真が強く首を振る。

　サヴァトリィはきょとんと目を瞬またたかせた。

「どして？　拓真君の祓魔師としての実力はボクが保ほ証しようするよ。入試はほぼまちがいなくクリアできる。キミが落とされるっていうなら現げん存ぞんするプロの八割わり以上は落ちちゃうし」

「そういう問題じゃない。あんたは知ってるだろ。俺が無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎ者しやだってこと」

　祓魔師とは基き本ほん的てきに信心深い聖せい職しよく者しやだ。祓魔師が契けい約やくできるのは、己おのれの信じる宗教に由来する神しん仏ぶつ精せい霊れいのみだといわれている。

　無む宗しゆう教きよう者しやは霊れい体たいと契けい約やくすることができない。それは絶ぜつ対たいのルールだ。

　拓たく真まの戦い方はふつうの祓ふつ魔ま師しとはまるで違ちがう。

　学園という組そ織しきが拓真のずれた特とく性せいを受じゆ容ようできるとは思えなかった。

「だいたい聖せい職しよく者しやばかりの学園とか……地じ獄ごくだ」

「だったら宗しゆう教きようとは関係ない業界に行けばいいのに。それでも祓魔師になろうっていうのは、やっぱり呪のろいを解ときたいからだよね」

　サヴァトリィは唇くちびるに指を当ててとぼけたように首をかしげる。

　拓真は小さく舌した打うちして、右の手首をぐっと握にぎりしめた。

　そこには紫むらさき色いろの数珠じゆずが巻まきつけられている。サヴァトリィが首からさげているものと似にているが、こちらのほうが小こ粒つぶで、珠たまの輝かがやきがすこし強い。

「いつまでもあんたの世話になってるわけにもいかない」

　拓真は皮肉っぽく言った。

「あっはっは。ボクは一生面めん倒どうを見てあげてもいいケドねー」

　などと本気か冗じよう談だんかわからないことをのたまって、彼女は細い指で数珠の表面を撫なでる。主の魔力の気け配はいに反はん応のうして数珠がさらに深い光を放った。珠の表面に呪いの侵しん蝕しよくを抑よく制せいする呪じゆ言ごんが浮うかび上がる。そして「うん。封ふう印いんの調子は正せい常じようだね」などと言う。

　サヴァトリィはくすりと笑った。

「〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタ」

「……？」

　聞き慣なれない響ひびきが耳に入り、拓真は怪け訝げんな顔をした。

　サヴァトリィが声を低くして続ける。

「八年前にキミを呪った悪魔の名前──だと思う」

「しっぽをつかんだのか!?」

　自然と声が大きくなった。

　脳のう裏りに浮かぶのは、すみれ色の髪かみをなびかせた少女の妖よう艶えんな笑みだ。

　呪いを解きたければつかまえて。鈴すずを鳴らすような声が頭の奥おくでよみがえる。

「ボクでも解かい呪じゆできないほどの強固な呪い。人じん語ごを操あやつり、すみれ色の髪を持つ少女の姿すがたをとる。拓真君の話に合がつ致ちする悪魔を紹しよう介かいした資し料りようはほとんどなかったんだけどね……〝叡智の書〟の噂うわさのほうから攻めていって、ようやく見つけた」

　彼女は楽しげに目元を歪ゆがめた。

「聖職者協会の図書館。聞いたことあるかい？」

　もったいぶるような態たい度どに、拓真はもどかしそうにうなずく。

「一いち応おう……この世界のどこかにある、大量の禁きん書しよを保ほ管かんした施し設せつ。だな」

「その最深部に〝叡智の書〟が保管されてるんだってさ」

　楽天家には似に合あわない真しん剣けんなまなざしが拓たく真まに注がれた。

　妙みような緊きん張ちよう感かんにさらされて、喉のどが勝手にごくりと鳴る。ここにきて、ようやくサヴァトリィの申し出の意味に思い当たった。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいとは対たい悪あく魔ま戦せん闘とう用ようの訓練と研究を促そく進しんするために、世界中のあらゆる教きよう団だんが互たがいに譲じよう歩ほと妥だ協きようを重ねてようやく作り上げた組そ織しきである。

　さまざまな宗しゆう教きようの者がいるために一いち枚まい岩いわではない。統とう率そつの怪あやしい互ご助じよ会かいといったところだ。

　そこには、人じん的てき資し源げんや祓ふつ魔ま技ぎ術じゆつの知ち識しきがすべて集約する。国こつ家か資し格かくを認にん定ていするのも、祓魔学園を運うん営えいし管理しているのも、聖職者協会だった。

「ボクも噂うわさレベルでしか知らないけどね。〝叡えい智ちの書〟が図書館にあるとすれば、その悪魔、ヴィオレッタとやらの情じよう報ほうについても聖職者協会の上のほうが握にぎっているかもしれない」

「それで入試につながるわけか」

「そのとおり」

　サヴァトリィは深くうなずいた。

　内ない緒しよ話ばなしのように鼻先に指を立て、小こ憎にくらしく首をかしげる。

「あらためて、返事を聞かせてもらおうかな？」

「ずるいな、あんた」

　拓真はうらめしげに言った。

　答えなど最初から決まっているようなものだった。




　　　　＋　＋　＋




　三月の最後の日。

　鳴なる神かみ市し駅えきの改札前には、強い潮しお風かぜが吹ふきつけている。

　高台にある登山列車の停車駅からは街の全景が見み渡わたせた。近代的なビルが建ち並ならびつつも、中ちゆう世せい欧おう州しゆうのような石いし敷じきの街道が横たわり、神社や寺院などの宗教的な建物も散見される。

　遥はるか視し線せんの先には青々とした海が広がり、振ふり返れば断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの山が腰こしを据すえていた。

　自然の要よう塞さいに囲われた、継つぎはぎのような都市である。

　この歪いびつな都市──鳴神市は、宗教都市と呼よばれていた。

　世界中のあらゆる宗教団体の教区が集まる奇き跡せきのような街。日に本ほん政せい府ふが聖職者協会と協力して実じつ現げんさせた、世界で一番頼たのもしく、世界で一番危あやうい土地である。

　人口の大半は聖職者か教団の信者だ。二割わりほどは無宗教者で、どの教区にも属ぞくさない中立区画に暮くらしている。多た国こく籍せき多た文ぶん化かの共同体ゆえに商業や娯ご楽らくを公平な立場で提てい供きようすべく招しよう聘へいされた企き業ぎようが多々あり、無宗教者にはその関係者が多い。

　逢あい沢ざわ拓真は大きなキャリーバッグを引いて改札を出ると、長旅で凝こった体を軽くほぐした。下はラフなジーンズ、上には長なが袖そでのジャケットを羽は織おっている。暑い、などと文もん句くを言いつつも彼は袖をまくろうともしなかった。

　拓たく真まはふいに顔をしかめた。

　駅前に若い男女がたむろしている。不良やチンピラの類たぐいではない。むしろ真ま面じ目めそうな者が多く、服ふく装そうにも清せい潔けつ感かんがあった。

　彼らが拓真の姿すがたに気づいた。餌えさを放られた水すい槽そうの魚のように、わらわらと集まってくる。

「この街は初めてですか」

　と、最初は男性が声をかけてきて、

「ちょっとどきなさい！　あたくしが最初に目をつけたんですよっ」

　男だん性せいを押おしのけて、若わかい女性が前に出る。男だん性せい陣じんがどんどんと後ろに追いやられ、気づいたときには周囲はハーレムのような有り様になっていた。

　その光景に、拓真は喜ぶどころか、怒いかりに震ふるえるようにこめかみをひきつらせた。

「すでに信しん仰こうをお持ちですかしら！　見たところシンボルはお持ちでないようですが、もしよかったらお話を聞いてくださいません？　ゆっくりとお茶でもしながら……ああ、近くに美お味いしいケーキのお店がありますのよ」

「…………」

「ねーねー！　あちしねっ、あちしねっ。すっごくすっごい精せい霊れい様さまのお恵めぐみをもらってるのっ。お兄ちゃん、このご本、受け取ってーっ」

「…………」

「ガキはすっこんでな。なあ、オマエ！　見かけによらず鍛きたえてるだろ？　ウチは蓮れん教きようから分ぶん離りした歴史の長い教きよう団だんさ。ささ、共に心身を鍛たん錬れんしつつ悟さとりの境きよう地ちに至いたろうではないかっ」

　ドリルヘアーのお嬢じよう様さまと小学生と熱血ガテン系けい女といった、バラエティ豊ゆたかなラインナップ。だが、拓真の表ひよう情じようは変わらなかった。聖せい職しよく者しやを嫌きらう拓真としては、祭服や法衣を着き込こんだ、宗教色満点の女性に囲まれたところで素す直なおに喜べるはずもない。

「……うざ」

　うんざりしたようにぽつりとこぼして、拓真はジャケットの袖をまくった。

　そこにさらされたのは真っ黒の紋もん様ようだ。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に呪のろわれた証あかしである。宗教家達は、しん、と黙だまると、まずは紋様を、続けて手首に巻まかれた数珠じゆずを見つめた。

　そして、一いつ斉せいに萎なえたような顔で肩かたを落とす。

「なんだ、蓮教徒か」「しらけるわー」

　熱が一気に引いて、信者達は心ない言葉を残して解かい散さんしていった。

　数珠へと目をやり、苦笑を浮うかべる。

「こういうときには便利だな」

　緩ゆるやかな坂道を下っていくと、賑にぎやかな繁はん華か街がいが迎むかえた。どの宗教の区画でもない中立区画らしく『怪あやしい新しん興こう宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうに注意！』という張はり紙が、あちらこちらに貼はられている。

　スマートフォンの地ち図ず情じよう報ほうを参照しながら歩いていき、やがて一いつ軒けんの建物にたどりついた。

「……廃はい屋おく？」

　としか表ひよう現げんしようのない、古びた洋館だった。屋根や壁かべはくすんで変色し、中庭は雑草で埋うめ尽つくされている。錆さびた門や朽くちたアーチが目につくし、蜘く蛛もの巣もびっしりだ。

　中庭に生えていた一本の桜さくらの木を見上げて、拓たく真まはそこにいる人物に声をかける。

「本当に人が暮くらせるのかよ、ここ」

「中はちゃんと掃そう除じさせたよ」

　頭上から若わかい女の声が返った。太い枝えだにゆったりと腰こしかけていたのは、暑苦しそうな法衣を身に着けた赤毛の女。B.バンデラL.ラハマサヴァトリィだった。

「させた？　自分でしたんじゃないのかよ」

「しないよ。ボクの本業は非ひ常じよう勤きん講こう師しだからねぇ。かわいいアルバイトちゃんに任まかせたよ」

「外の手入れはぜんぜんできてないみたいだけど」

「時間がなかったからねぇ」

「それならアパートでもよかったんだけどな」

「えー、ここ素す敵てきじゃん。元は貴き族ぞくのお屋や敷しきだよ？　今は不ふ良りよう債さい権けんだけど」

　サヴァトリィは悪びれない口調で言った。たしかに言うとおりではある。そもそも拓真が故こ郷きようから遠く離はなれた鳴なる神かみ市しに滞たい在ざいできるように、緊きん急きゆうで物ぶつ件けんを見み繕つくろってくれたのだ。文もん句くなど言えるはずもない。

「住めば都ともいうし。拓真君にはぜひともこの家を好きになってほしいね。入試をクリアすれば長い付き合いになるんだし」

「そういえば、ずっと気になってたんだが……祓ふつ魔ま学がく園えんには学がく生せい寮りようってないのか？」

「あるけど、拓真君みたいな危き険けん人じん物ぶつにくれてやる部屋はないってさ」

「……おい」

「うそうそ。ホント。半分ね。うちの学園では男女だけじゃなくて、宗教ごとにも学生寮が分かれてるから。残念ながら、無宗教者向けの寮は用意されてないんだよねぇ」

　サヴァトリィが申し訳わけなさそうに言う。覚かく悟ごしていたことではあった。無宗教者かつ祓ふつ魔ま師しという存そん在ざいは、それだけ異い端たんなのだ。

「まあいっそこの館を無宗教者用の学生寮って扱あつかいにして、経けい理りに予算申しん請せいしちゃおうと思ってるけどね」

「一人暮ぐらしなのに寮ってのも変な感じだな」

「あっ……あー、うん。まあ、そうだね……」

　何の気なしに拓真が言うと、何な故ぜかサヴァトリィが微び妙みような顔をした。

「どうした？」

「あー。なんでもないよ？　うん。ないない」

　サヴァトリィは意い味み深しんな顔でそう言うと、いきなり木の上から飛び降りた。宙ちゆうで一回転などしてみせて、軽やかに着地する。

「それじゃボクは仕事があるから失礼するね。はいこれ。ここの鍵かぎ」

　拓たく真まの手に洋館の鍵を握にぎらせると、法衣をひるがえらせ、颯さつ爽そうと立ち去っていく。遠ざかっていく背せ中なかを見送って、拓真は深いため息をついた。

（忙いそがしい女だ）




　洋館の中は外に比べるとかなり綺き麗れいにされていた。赤い絨じゆう毯たん。ランプシェードにシャンデリア。ふつうに生活していれば、滅めつ多たにお目にかかれない瀟しよう洒しやな家具の数々に圧あつ倒とうされる。正面にある大きな階かい段だんの手すりには艶つやがあって、よく磨みがかれているのがわかった。

　拓真は軽く館内を散さん策さくし、寝しん室しつのひとつを自室に選んだ。一階の一番端はしの一室。一番端というものに親近感というか魅み力りよくのようなものを感じている拓真としては譲ゆずれない条じよう件けんである。

「……!?」

　扉とびらを開けると、そこは唐とう突とつに異い世せ界かいだった。

　黒いカーテンがしっかりと閉とざされていて、まだ昼ひる過すぎだというのに室内は薄うす暗ぐらい。目を凝こらしてかろうじて浮うかび上がる光景は頭が痛いたくなるほどに異い常じようだった。

　二十畳じようほどの部屋の中央に動物の皮らしき平べったい敷しき物ものが広げられ、なみなみと赤い液えき体たいが注がれた大きな聖せい杯はいが置かれている。ワインか、アセロラジュースか。とにかくその液体の中には何な故ぜかパンの欠片かけらがぷかりと浮うかんでいた。

　あきらかに何らかの儀ぎ式しきの真っ最中という様相である。

　そして、その謎なぞめいた儀式風景の中心には一人の少女がいた。

　ぺたんと床ゆかに座すわり込んだまま小さな祭さい壇だんに手をかざしていた女の子が、ぼんやりと拓真を見上げている。暗くら闇やみの中にあっても浮かび上がる銀色の長い髪かみ。精せい緻ちな西洋人形めいた端たん正せいな顔。小こ柄がらな体を包むのはフリルだらけのドレスワンピースだ。

　宝ほう石せきのような緋ひ色いろの瞳ひとみが徐じよ々じよに見開かれていく。

　未知との遭そう遇ぐう。

　拓真と少女はしばしの間、黙だまったまま見つめ合い──びびくん、という少女の震ふるえが膠こう着ちやく状じよう態たいの終わりを告げた。少女が祭壇を胸むねに抱だきかかえて逃にげ出そうとする。不ふ審しん者しやを逃にがすものかと、拓真は冷静かつ確かく実じつに少女の首根っこをつかみ、流れるように床に押おし倒たおした。

「確かく保ほ！」

「ふきゅっ!?」

　おでこをしたたかに打ちつけた少女の口から間ま抜ぬけな声がもれる。

[image: ]

　思わず体が動いたが、少々やりすぎたか？　と思いつつ、拓真は少女へと厳きびしく問いかけた。

「人ん家ちでなんでいきなり儀ぎ式しきやってんだ？」
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『あ、もう彼女と会ったんだね。じゃあ正式に依い頼らいするけど、拓たく真ま君には今日から彼女の護ご衛えいをやってほしいんだよね』

　サヴァトリィの楽天的な声が受話口から流れてくる。拓真は唖あ然ぜんとしたまま、機体の表面加工にひびが入るほどにスマートフォンを握にぎりしめた。

「断ことわる」

『あ、やっぱり？』

　その回答を予想していたのか、サヴァトリィがからから笑った。

『相変わらず即そく断だん即そつ決けつだねぇ。まあまあ。詳くわしいことは彼女とスキンシップを重ねながら把は握あくしてってくれたまえよ。何はなくともまず会話からってことでさ』

「はあ？　ふざけ──」

　拓真が声を荒あらげて反はん論ろんしようとしたときには、すでに通話はぶつりと切れていた。

「…………あの女」

　スマートフォンを乱らん暴ぼうにポケットにつっこんで、拓真はどっかりと床ゆかに腰こしを下ろした。座ざ布ぶ団とんなどはもちろんなく直ちよく接せつ的てきに尻しりに硬かたい感かん触しよくが当たる。

　場所は一階の一番端はしの一つ手前の寝しん室しつだった。宗しゆう教きよう嫌ぎらいの拓たく真まとしては儀ぎ式しき真っ最中の部屋に居い座すわるなど御ご免めんだったので、こうしてあらためて自分の部屋と定めた場所に少女をつれてきたのだ。

　例の少女はというと、両手首をハンカチで、両足首をジャケットで縛しばられた格かつ好こうで床ゆかの上に転がっている。無む機き質しつな硬い表ひよう情じようで、ずいぶんとおとなしい。

「というわけで、いくつか質しつ問もんに答えてもらおう」

「（こくこく）」

「名前は？」

「ミトラルカ・シルヴェスタ。ミトラ……です」

　震ふるえてはいたが、綺き麗れいな地声を想そう像ぞうさせる良い声だ。流りゆう暢ちような日本語で告げられたのが海外の名前だったので驚おどろいたが、よくよく考えれば、これほど見事な銀ぎん髪ぱつの持ち主が日本人であるはずがなかった。

「性せい別べつは？」

「女……です」

「年ねん齢れいは？」

「十五歳さいです。今年で十六になる……です」

「身長と体重とスリーサイズは？」

「ごめんなさい……です。測はかったことがありません」

「宗しゆう教きようは？」

「…………」

　少女──ミトラがうっと声を詰つまらせた。どこかそわそわしたように視し線せんをさまよわせる。

「あの、祭さい壇だんはどこですか？」

「祭壇？」

「わたしがお祈いのりに使っていた物です」

「お祈り……ってさっきの儀式のことか」

「はい。日々のお祈りの一いつ環かんでした……それで、あれはすごく大切な物なのです……だから、ごめんなさい。目に見えるところに、置いてほしいです」

　拓真としては目に見えるところに祭具や聖せい具ぐの類たぐいは置きたくないのだが、尋じん問もんが滞とどこおるぐらいならということで、隣りん室しつから祭壇を持ってきた。小さな祭壇だが扉とびらのような細工の中に細かな祭具が収しゆう納のうされているようで見た目よりも重かった。

　祭壇を目にするとミトラはホッと息を吐はき出して、意を決したように口を開く。

「わたしの宗教は──マイトレヤ教です」

「マイトレヤ教？　……ん、聞いたことあるな」

　拓たく真まが記き憶おくを探さぐるような顔になると、ミトラは複ふく雑ざつそうにまつ毛を震ふるえさせた。

「たぶん、悪あく名みようだと思います。聖せい職しよく者しや協きよう会かいに邪じや教きよう指し定ていされた宗しゆう教きようなので」

「邪教指定って……本気か？」

　拓真は思わず訊きき返した。

　道どう徳とく性せいに欠かくと判はん断だんされたり、悪あく魔ま契けい約やく者しやと戦う能のう力りよくを持たないと判断された宗教は、邪教指定されることがある。指定された教きよう団だんは聖職者達による合法的な責せめ苦にさらされるという。

　悪あく魔ま崇すう拝はい組そ織しきや異い能のうを持たない教きよう祖そが立ちあげた新しん興こう宗しゆう教きようなどは即そく座ざに指定されると聞いたことがあった。

「一いつ般ぱんの信者はゼロ人。今は教祖のわたしだけ。小さな教団です」

「小さいどころか、それ、もう教団じゃないだろ」

「気持ちだけは教団でありたいと思っているのです」

「そういう問題じゃないと思うが……まあ、いったんここで中ちゆう断だんしとくか。実はここまでいくつか質しつ問もんをさせてもらったが、ただ無意味に訊いてたわけじゃない」

　拓真は真顔で左手を差し出した。

「というわけで、触さわらせろ」

「どういうわけなのですか!?」

　ミトラが声をあげて飛びあがった。拘こう束そく状じよう態たいのまま芋いも虫むしのごとく体をくねらせて距きよ離りを取りつつ、困こん惑わくと恐きよう怖ふの入り混まじった瞳ひとみで拓真を見つめる。

　その視線を軽く無視して、拓真は、怯おびえた様子のミトラの頭にそっと触ふれた。そして、彼女に聞こえない程てい度どの小さな声でつぶやく。

「〝解析アナライズ〟」──と。

　左ひだり腕うでが濃のう厚こうなすみれ色の光を放った。黒い紋もん様ように沿そって、紫むらさきの線が走る。光の侵しん蝕しよくは手首から始まり、関節を通り、やがて肩かたにまで至いたる。左腕全体が完全に光を帯びると同時に、脳のうに鈍にぶい痺しびれが生じた。

〝名前・ミトラルカ・シルヴェスタ。性せい別べつ・女性。年ねん齢れい・十五歳さい。身長・一四二センチ。体重・三九キロ。所しよ属ぞく宗教・マイトレヤ教。契けい約やく霊れい体たい・〝聖霊ミスラ〟。スリーサイズ──〟

　情じよう報ほうが次から次へと浮かび上がってくる。

　やがて、「だいたいわかった」とつぶやいて、拓真は手を離はなした。

「噓うそはついてないようだな」

　これは拓真の持つ異い能のうの効こう果かだ。

　拓真の左手には〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタから授さずかった異能が宿っている。触ふれた対象のパーソナルデータを読み取る力だ。心や記き憶おくを読めるわけではないが、対象を構こう成せいする基き本ほん的てきな情報は解かい読どくできる。

　健けん康こう診しん断だんにも応おう用よう可か能のう。書物に触れれば、書かれている内容を十秒で読みとれる。

　さっきはミトラが噓うその自じ己こ紹しよう介かいをしていないか確かく認にんしたのだ。

　拓たく真まは悪あく魔ま契けい約やく者しやの取り締しまりを経けい験けんしたことがあるため、誰だれに命を狙ねらわれるかわからない。自然と用心深くもなる。

「それと、思い出したぞ。マイトレヤ教のこと」

〝解析アナライズ〟のおりに〝聖霊ミスラ〟という単語を想起したおかげで曖あい昧まいだった記き憶おくがはっきりした。

〝聖霊〟──それは異い教きようの神を喰くらう〝神喰らいの神〟。世界最強の神だ。

「そうか。最強の霊れい体たいと契約した聖せい女じよ──さしずめ世界最強の祓ふつ魔ま師しってところか」

「やめてください……その呼よび方は、あまり好きじゃないです」

「もしかして、祓魔学園の入試を受けるのか？」

「はい。そういうことになっています……」

「邪じや教きよう指し定ていされてるのに？　学園や聖せい職しよく者しや協きよう会かいは認みとめてるのか？」

「わたしのいまの保ほ護ご者しやが聖職者協会の偉えらい人の一人なのです……内部では意見が真っ二つに分かれているようです。罰ばつしてしまえ、という派は閥ばつと、特に問題がなければ見守るべきだという派閥に……護ご衛えいの件は、マイトレヤ教を擁よう護ごしてくださる方々が、トラブルを見み越こして持ちかけてくれた話なのです」

「なるほど。サヴァトリィもその一人ってことか。擁護派からの正式な依い頼らいなら、報ほう酬しゆうもそこそこ望めるのかもな……とはいえ。ないな」

　拓真はあっさりと首を振ふった。

「俺が聖職者の護衛？　勘かん弁べんしてくれ」

「サヴァトリィからの伝言では、もし断ことわったら筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの白しろ十じゆう字じ教きよう徒と百人をこの館に派は遣けんするとのことでした」

「……なんて追い込こみ方だ。あの女……」

　拓真はうめくように言う。そうじゃないかと思ってはいた。サヴァトリィの交こう渉しよう術じゆつは撒まき餌えと退たい路ろ遮しや断だんの二に段だん構がまえ。都合の良さそうな条じよう件けんで相手を踏ふみ込ませ、逃にげられない環かん境きようを用意する。性せい格かくの悪い女だ。

「あの……」

　ミトラがおずおずと口を開く。

「なんだ」

「わたしを……襲おそわないのですか？」

「べつに、襲わないけど」

「本当ですか？」

「ああ」

「と、見せかけて？」

「襲わないっての」

「と、油ゆ断だんさせておいて？」

「襲おそってほしいのかあんたは！」

　拓たく真まはたまらず大声をあげた。ミトラの顔に怯おびえの色が戻もどる。

　よく見ると緋ひ色いろの瞳ひとみはわずかににじみ、頬ほおに一ひと筋すじの軌き跡せきを描えがいている。

「……はあ」

　拓真はため息をひとつつき、ミトラの拘こう束そくを解とき始めた。

「護ご衛えいはしてやる。金も入るし。でも、俺は男であんたは女だ。あんまりプライベートで干かん渉しようしすぎるつもりはない。あんただって、そういう関係は望んでないだろ」

「あ、えと、その……わたしは……」

　おどおどと視し線せんをさまよわせるミトラの顔に、手首を縛しばっていたハンカチを放った。ふわりと布ぬのが舞まって、情なさけない泣き顔に覆おおいかぶさる。

「えっと……？」

「怖こわがらせて悪かった」

　小さな声で言い残すと、拓真は背せ中なかからベッドに飛び込んだ。スプリングに体を跳はねさせ、天てん蓋がいの薄うすい布をぼんやりと見上げながら、ミトラには「出て行け」とばかりに手をひらひらと振ふってみせた。

　様子をうかがうような気け配はいがあり、次ついで、ドアを開かい閉へいする音がする。

（泣かせてしまった）

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち、頭の中にかっと熱が溜たまる。

　拓真は弱い者に泣かれた経けい験けんがなかった。修しゆ行ぎようでは常つねに目上の人間から教えられ、格かく上うえの者と戦ってきた。悪あく魔ま祓ばらいの実戦においても格下と戦う機会こそあったが、けっして弱い敵てきではなかった。

「というか、あれのどこが最強なんだよ」

　八やつ当たりのようにつぶやいて、拓真は目を閉とじた。登山列車に揺ゆられていた疲つかれがいまさらながらにぶり返し、意い識しきは一気に遠のいていく。

　そうして眠ねむりに落ちる寸すん前ぜん、かた、と部屋の外から小さな音が聞こえた。

　現げん実じつに引き戻された拓真は、むすっと唇くちびるを曲げて起き上がる。思いきりドアを開けて廊ろう下かに顔を出すと、そこにはもう誰だれの姿すがたもなかった。

「ミトラか……？」

　用があったのか？　それとも、いたずらか？　そう思い、苛いら立だたしげに扉とびらを閉しめようとしたところで拓真は気づいた。足元に緑色の球体が落ちている。

「レタス？」

　新しん鮮せんなレタスを拾い上げて拓真は深く首をかしげた。そこに込められた寓ぐう意いを読み取れずに、ただただ困こん惑わくする。

　宗しゆう教きよう都と市し鳴なる神かみ市しでの生活。第一日目は護ご衛えい対たい象しようかつ同どう居きよ人にんの謎なぞ行こう動どうで幕まくを下ろしたのだった。
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　翌よく日じつの早朝。

　軽くシャワーを浴びてから、拓たく真まはタオルで頭を拭ふきながら台所へ向かった。薬や缶かんの有無とコンロの状じよう態たいを確かく認にんするつもりだった。食材はまだ用意していないが、水さえ温められれば、荷物に入れてきたカップラーメンで腹はらを膨ふくらませられる。

　一階の大きな観音開きのドアをあけると、そこは古い洋館ならではの広い食堂だった。偉い人じんの会議でも始まりそうな長い食しよく卓たくにはろうそくが飾かざられているし、椅い子すも高こう価かなアンティークだ。暖だん炉ろの脇わきにある扉は台所へとつながっているらしい。

　何の気なしに食堂を通り抜ぬけようとした拓真は、その途と中ちゆうでふと立ち止まる。テーブルの上に皿と料理が置かれていた。

　こんがりと焼けたパンの中にたっぷりと具材がはさまっている。トマトと輪切りのたまごとベーコン。そして、それらが埋うもれてしまうほどの大量のレタス。

　ＢＬＴサンド、レタス特とく盛もりである。

　皿の下に便びん箋せんを小さく切り取ったメモ書きがあった。

『どうぞ』

　流りゆう麗れいな筆ひつ跡せきでたったそれだけの文章が書かれていた。拓真はサンドイッチを左手でつかみ、疑うたがわしげな目で十秒ほど見つめると、

「……問題なさそうだな」

　そうつぶやいて、ＢＬＴサンドを口にいれた。パンの甘あまみと野菜の酸さん味みがほどよく舌したになじむ。レタスのしゃきっとした歯ごたえも悪くなかった。

　だが。

「……」

　入口の方向からじーっと見つめられて、拓真は落ち着かない気分になった。

「言いたいことがあるなら──」

　と声を荒あらげて顔をあげると、扉とびらの隙すき間まからわずかに顔を覗のぞかせていたミトラがびくっと震ふるえて、すぐさま逃にげ出してしまう。

　なんなんだ、とつぶやきながら拓真は空になった皿を片かたづけようと立ちあがった。台所の流しに皿をつっこんで、ふと思いついて業ぎよう務む用ようの大きい冷れい蔵ぞう庫こを開ける。予想通り、大量のレタスとトマトとにんじんと、といった具合に野菜が詰つめ込こまれていた。健康的な冷蔵庫だ。

（あの子、野菜が好きなのか。というか準じゆん備びいいな。自じ炊すいもできるみたいだし）

　小さいころから祓ふつ魔ま師しの修しゆ行ぎように明け暮くれていたため生せい活かつ能のう力りよく皆かい無むの拓真は、素す直なおに感心していた。不思議な行動が多いとはいえ、さすがは女の子といったところか。

　拓たく真まは扉とびらの向こう側に向けて、大きな声で言う。

「ごちそーさん。うまかったぞ」

　すると半開きの扉がゆっくりと開いて、銀色の少女がおずおずと食堂に入ってきた。微び妙みような距きよ離り感かんを保たもちつつ、言葉を探さがすようにもじもじと体を揺ゆすっている。昨日と似にたような瀟しよう洒しやなドレスワンピース姿すがたで、背せ中なかには祭さい壇だんを背負っていた。

「その祭壇、背負うのか」

　拓真は目を丸くした。

「はい」

　ミトラが硬かたい顔のままうなずく。

「重いだろそれ」

「重いですが、失くしたり、盗ぬすまれたりするのは困こまるのです。大切な祭壇なのです」

　おっかなびっくり、といったふうに、拓真の顔を上うわ目め遣づかいで見つめる。

「おいしかった、ですか」

「かなり、な」

　拓真が断だん言げんすると、ミトラはほっとしたようにわずかに表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「なら、よかったです。ひとに食べてもらうのは初めてなので、緊きん張ちようしました」

「無理をする必要はないからな。べつに俺だって一人でどうにかできないわけじゃないし」

　得意料理はカップ麺めんとカップ焼きそばとインスタントの味み噌そ汁しるである。自じ炊すいできるとは一言も言っていないので、噓うそとは言えないだろう、と、拓真は心の中で言い訳わけした。

「そういえば昨日、部屋の前に置いてあったレタス……あれ、なんのつもりだ？」

「故こ郷きようの名産品、なのです。日本ではお世話になる人などに、名産品を送るのがならわしだとお師し匠しよう様さまに聞いていました。なにか間ま違ちがえていましたか？」

「間違っちゃいないんだけど……なんというか、ちょっとずれてるっていうか。日本語は流りゆう暢ちようだけど、日本には慣なれてないのか？」

「祓ふつ魔ま学がく園えんの試験を受けるために、先日、来らい日にちしました。出身は地中海の方で、最近まで東南アジアの霊れい峰ほうにいました」

「なんでまたそんな場所に？」

「お師匠様の持っている土地のひとつ、だそうです」

　拓真はなるほどな、とうなずいた。お師匠様とは、昨日ミトラが言っていた保ほ護ご者しやのことだろう。聖せい職しよく者しや協きよう会かいに強い影えい響きよう力りよくを持つ人物ならば、霊峰のひとつやふたつ、個こ人じんで所有していてもおかしくない。

　そのとき、遠くから澄すんだ鐘かねの音ねが聞こえてきた。白十字教の教会が礼れい拝はいの時間を報しらせる音。それに続くように別の種類の音が次々と鳴り始め、もはややかましい騒そう音おんにしか聞こえない。

　拓たく真まは耳に指をつっこんで、顔をしかめた。

　ミトラも唇くちびるを噛かんで、複ふく雑ざつそうな目で窓まどの外を見つめる。

「ほとんどの主要な宗しゆう教きようと宗しゆう派はが集まってるんだよな、この街。教会も寺院も腐くさるほどあるから、礼れい拝はいの時間がかぶったらこうなるんだろうな」

　うんざりとした声で言った。現げん在ざいの時じ刻こくは六時。毎朝、こんな鐘かねの大だい合がつ奏そうが聞こえてくるのかと思うと、軽く鬱うつになる。

　それから、二時間後。

　拓真は祓ふつ魔ま学がく園えんの試験を受けるべく、洋館を出た。声はかけなかったが拓真が身み支じ度たくしている気け配はいを察知したらしく、ミトラもうしろからとことことついてきた。

　道中、ミトラは拓真の隣となりに並ならばなかった。背はい後ごからの小さな足音に、拓真はため息をつく。今け朝さのやりとりですこしは慣なれたかと思っていたが、どうやらまだ怖こわがられているらしい。

　仲良くしすぎるつもりはないとはいえ、あからさまに怖がられると傷きずつくというものだ。

　やがて二人は目的地である祓魔学園にたどりつく。

　水みず堀ぼりの上に渡わたされた橋に差しかかったところで、眼がん前ぜんにそびえる建けん造ぞう物ぶつを茫ぼう然ぜんと見上げる。そして、拓真はうめくように言った。

「って、本当にここがそうなのかよ」

　そこには無む機き質しつな鏡面ガラスのビルが数本、建っている。敷しき地ちを囲う水堀には聖せい水すいが溜ためこまれているし、魔ま術じゆつに精せい通つうした者ならば幾いく重えもの結界が張はり巡めぐらされているのが一目でわかる。周囲には受験生らしき同年代の男女も歩いている。

　しかしこれはどう見ても宗教がらみの建物ではない。超ちよう能のう力りよく開発研究所だと言われたほうが、まだ納なつ得とくできそうだ。

「祓ふつ魔ま師しの学園だからって、建物まで宗教的とは限かぎらないでしょ」

　そのとき、背はい後ごから女子のソプラノボイスが聞こえてきた。

　振ふり返る直前、大気の裂さける音が耳を撫なでる。拓真はミトラの体を突つき飛ばし、その勢いきおいのままに橋の欄らん干かんへ跳とび乗った。

　地面を目に見えない何かが抉えぐった。それは数メートル先の街がい路ろ樹じゆに直ちよく撃げきし、太い幹みきを深々と切り裂く。枝えだ葉はが散り、落ちる。

　拓真は襲しゆう撃げき者しやの顔を拝おがもうとすばやく振り返り、そして、げ、と声を洩もらした。

「ふん。どうやら腕うではなまっていないようね、拓真っ」

　見知った少女が偉えらそうに腕を組んで、鼻にかけたような声で言った。

「でも勉強不足よ。祓魔学園は全宗教共通の学び舎や。特定の宗教っぽいシンボルを使ったら、トラブルのもとになるでしょ？　だから、あえてこういうシステマティックなデザインのビルを校こう舎しやにしてるってわけ」

　腰こしに届とどきそうな長い黒くろ髪かみを緑色のリボンで結ったポニーテール。日に本ほん神しん道とうの伝でん統とう的てきな衣い装しようである巫み女こ服ふくを着ている。女子としてはかなりの長身で、手足はすらりとのびている。それでいて胸きよう部ぶはしっかりと巫女服を押おし上げていて、凄すさまじい存そん在ざい感かんを放っていた。つり目がちな大きな瞳ひとみには快かい活かつな色が浮うかんでいる。

　大和やまと撫子なでしこというよりはむしろ体育会系けいの空気をまとった少女だ。

「翠すい花か……ふいうちが比ひ良ら坂さか神じん社じやの流りゆう儀ぎなのか？」

「挨あい拶さつよ。ア、イ、サ、ツ。あんたがこれぐらい避よけられないわけないでしょ」

　明めい朗ろう快かい活かつな巫女──比ひ良ら坂さか翠花はまったく悪びれずにそう言った。彼女の足元には一匹ぴきの、白毛の狛こま犬いぬがいる。鎌かまのような尾おをなびかせる狛犬に、翠花は腰こしを落として頭を撫なでつつ、「お疲つかれ様」とねぎらった。

　ぽん、と煙けむりとともに狛犬は消え去り、一枚まいの呪じゆ符ふがひらひらと地面に落ちる。

　祓ふつ魔ま師しが契けい約やくしている霊れい体たいをこの世界に呼よび出すには、具ぐ象しよう魔ま術じゆつと呼ばれる魔術を行使する必要がある。実体を持たない霊体に霊枢核コアという心しん臓ぞうを与あたえ、仮かりの血肉を与えるのだ。翠花は呪符を霊枢核として用もちいて狛犬の霊体を操あやつっていたのだろう。

　翠花は拓たく真まを振り返り、ふふんと得意げに鼻を鳴らした。

「すごいでしょ、あたしの風神。先週、契約を成功させたのよ」

「あー、ずっと山にひきこもってたのは、そのせいか」

「そうよ。あんたがぽやぽやしてる間に、あたしは強くなったの。たぶん、あんたの百倍くらい強くなったと思うわ」

「だったら俺はその千倍は前に進んでる」

「どうだかね。言っとくけど、あたしの切り札は風神だけじゃないんだからね」

　張はり合うように言い合って、拓真と翠花は、挑ちよう戦せん的てきな視し線せんをぶつけ合う。そして、翠花は、ふいに細い声で訊きいた。

「というか、拓真も受けるんだ。祓魔学園」

「まあな」

　拓真はうなずく。

「そっか……ねえ。あんた、やっぱりまだ無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎなの？」

「当たり前だろ。そう簡かん単たんに変わるわけがない」

「そりゃ、そうだろうけどさ。うん、仕方ないと思うよ、あたしも」

　翠花は歯切れ悪くそう言って、腰こしの前で細長い指を軽く絡からめる。

「けどさ、拓真ならたぶん祓魔学園に合ごう格かくしちゃうと思うんだよね。そうしたら、無宗教主義のままだと、いろいろと大変じゃないの？　周りの目もきっと厳きびしいし、学園内でも各宗しゆう教きよう団だん体たいごとに派は閥ばつとか後こう援えん会かいとかがあって、けっこうめんどくさいって聞くし」

「だとしても、決めたことだしな。俺はこのままのスタイルで行く」

「ま、あたしがなんて言っても、あんたが意見を変えるわけないか」

　翠すい花かは呆あきれたように首を振ふった。それからふと地面の一点を見つめて、おやと首をかしげる。みるみるうちに瞳ひとみが大きくなっていき、顔がん面めん蒼そう白はくとなり、そして叫さけんだ。

「って、わあああっ！　もしかして巻まきこんじゃった!?」

　ミトラが祭さい壇だんの下した敷じきになって倒たおれていたのだ。ふきゅう、と空気の抜ぬける音を洩もらして、目をぐるぐると回している。

「ごめんねっ、怪け我がとかない!?」

　翠花に助け起こされると、ミトラはほっと胸むねを撫なで下ろした。

「ありがとうございます。潰つぶれるかと思いました……！　えっと……？」

　きょとんと瞬まばたきして、拓たく真まと翠花の顔を交こう互ごに見つめる。

「お二人はお知り合い、ですか？」

「えっ。ちょっとちょっと。拓真、この子と知り合いなの？」

　同時に視し線せんを向けられ、拓真は億おつ劫くうそうに説明した。

「その祭壇の子はミトラルカ・シルヴェスタ。こっちの脳味噌筋肉ノーキン巫み女こは比ひ良ら坂さか翠花。ミトラは、サヴァトリィの依い頼らいで護ご衛えいすることになった子。で、翠花はご近所さんで一いつ緒しよに修しゆ行ぎようしてきた。格かく下したの弱っちい巫女だな」

「はあ!?　誰だれが格下よっ。組手であたしが勝つこともあったでしょ!?」

「はいはい。そういうことにしてやるよ」

　顔を真っ赤にして詰つめ寄よる翠花を拓真は軽くあしらった。

　翠花は乙おと女めにあるまじき形ぎよう相そうでぎりぎりと歯を鳴らす。

「くううっ。新しい契けい約やく霊れい体たいの力、今ここで見せてあげてもいいのよ……！」

　ミトラの小さな体をぎゅっと抱だきしめて、仇かたきを見るような目で拓真を睨にらみつけた。

「いい？　ミトラちゃん。こいつ、女の子の気持ちとか考えないばかだから、酷ひどいこと言われたらすぐにあたしに言ってね。この無む神しん経けいばかを肉にく塊かいに成り果てるまでずたずたに切り刻きざんであげるから」

「由ゆい緒しよ正しい神社の娘むすめの台詞せりふじゃないだろそれ……っていうかミトラも引いてるぞ」

　翠花の胸むねに埋うもれながら、ミトラは困こん惑わくしたように目を白黒させていた。

　翠花は、そういえば、と口を開く。

「護衛ってどうしてまた？　この子も受験生みたいだけど」

「話してもいいか？　翠花は乱らん暴ぼうだけど、一いち応おう、悪い奴やつじゃない」

　拓真が確かく認にんすると、ミトラはこくりとうなずいた。

「問題ない、と思います。わたしのことはすでに多くの人に知られているみたいですし、見る人が見れば、この祭壇だけでマイトレヤ教の人間だとわかる……と思うのです」

　そうつぶやくと、ミトラは気まずそうに首をすくめた。

　いつの間にやら他の受験生達の視線が、ミトラの背せ負おう祭壇へと集まっている。

「あれってもしかして」「例のアレじゃないの」「ああ、マイトレヤ教？」「そう、邪じや教きようの」

　といったぶしつけな噂うわさ話ばなしが聞こえてくる。声をひそめているつもりだろうが、明めい確かくな悪意はあまさず伝わっていた。もっとも、彼ら彼女らにとっては聞こえてしまっていても何ら不都合はないのだろう。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいが悪と定めた者は絶ぜつ対たいの悪であり、悪を排はい除じよすることは正せい義ぎなのだから。

「ああ、そっか。その祭さい壇だんってマイトレヤ教の象しよう徴ちようだったっけ。なるほど、それで護ご衛えいが必要ってわけね」

　ミトラは翠すい花かの腕うでの中でわずかに身じろぎした。

「ごめんなさい、です。嫌いや、ですよね。離はなれてもらって、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「嫌なわけないでしょ」

　翠花はあっけらかんと言った。

　ミトラがきょとんと瞬まばたきする。

「え？　ですが……邪教、なのですよ。悪い宗しゆう教きようを信しん仰こうしてることになってるのですよ」

　すると、翠花は呆あきれたように息を吐はいた。

「あのねぇ。あたしは神しん道とうの巫み女こよ？　そんなの気にするわけないじゃない」

「えっと……？」

「神道っていうのは長い日本の歴史の中で色々な宗しゆう派はが生まれたり滅ほろびたり、滅ぼされたり、ってのを繰くり返してきてるの。もともとの自し然ぜん信しん仰こう、山さん岳がく信しん仰こうを禁きんじられて時の支し配はい者しやの都つ合ごうの良い教きよう義ぎしか認みとめられない時期もあったし、弾だん圧あつされたり統とう合ごうされたりして、伝でん統とう的てきな教義を失った宗派もある。まあ神道に限かぎった話じゃないんだけど。ちゃんと勉強してれば、偉えらい人に邪教だと言われたからって本当に悪とは限かぎらないって、想そう像ぞうできそうなものなんだけどね」

　翠花はにっこりと笑って、ミトラの銀色の髪かみを梳すいた。日向ひなたの猫ねこのように心ここ地ち好よさそうに身を預あずけていたミトラは、しかしすぐに面おもてを伏ふせて、気まずそうに拓たく真まを見る。

「でも、拓真は嫌、ですよね。わたしのこと。マイトレヤ教のこと」

「好きじゃないな」

　拓真が断だん言げんすると、ミトラはしゅんとなった。

「ちょっと拓真！」

　抗こう議ぎの声をあげる翠花をさらりと無む視しして、拓真はミトラの目をまっすぐに見て付け加える。

「ただ、俺の場合はちょっと意味が違ちがう」

「意味、ですか」

　問われて、拓真はぶっきらぼうに答えた。

「どの宗しゆう教きようも平等に好きじゃないってだけだ」




　　　　＋　＋　＋




「受験生諸しよ君くん、ようこそ祓ふつ魔ま学がく園えんへ」

　会場内に落ち着いた男の声が響ひびき渡わたった。

　場所は、祓魔学園実じつ技ぎビル内にある、〝闘とう技ぎ場じよう〟と呼よばれる実技訓練用の施し設せつだ。五百人に及およぶ受験生が詰つめかけていて、凄すさまじい熱気に包まれている。

　それを一いち段だん高い檀だん上じようから一人の妖あやしい人物が見下ろしていた。江え戸ど時代の遊び人のように、浅あさ葱ぎ色いろの着流しをまとった長ちよう躯くの男だ。目元だけを黒い仮か面めんが覆おおい隠かくしている。

「私は理事長の影かげ縫ぬいだ。さっそくだが入学試験の内ない容ようを説明しよう」

　影縫は四枚まいの天てん正しようかるたを宙ちゆうに放り投げた。刀とう剣けん、棍こん棒ぼう、杯さかずき、硬こう貨か。四種類の絵え柄がらのカードが闘技場へとばらばらに落ちていく。

　それらのカードは、影縫が高らかに指を鳴らすと同時に、おぞましい変へん容ようを遂とげた。霊枢核コアを与あたえられ、実体を得た異い形ぎようの怪かい物ぶつが闘技場へと降おり立つ。

　具ぐ象しよう魔ま術じゆつによって具ぐ現げん化かされたのは、いずれも墨すみを塗ぬりたくったような黒い皮ひ膚ふの怪かい物ぶつだ。武ぶ骨こつな戦せん斧ぷをかついだ牛の顔を持つ狂きよう戦せん士し。濃こい霧きりをまとった大だい蛇じや。毒々しい模も様ようの花。そして巨きよ大だいな棺ひつぎ。それらの霊れい体たいの種類は誰だれが見てもあきらかだった。

　悪あく魔ま──祓ふつ魔ま師しが滅めつするべき存そん在ざいだ。大きな代だい償しようと引き換かえに人に多大な力を与え、しかし、人を不幸へと導みちびき、時に世界を転てん覆ぷくさせかねない可か能のう性せいを持つ危き険けんな存在といわれている。

　悪あく魔ま召しよう喚かんは違い法ほうだが、そこは祓魔学園の教育者。教育に必要だからという理由で聖せい職しよく者しや協きよう会かいから特別に悪魔との契約を許ゆるされているのだろう。

　影縫は大おお仰ぎような手て振ぶりで説明した。

「試し験けん内ない容ようは悪あく魔ま祓ばらいの実戦だ。一人に与えられるチャンスは一度。個こ人じんで挑ちよう戦せんしてもいいし、仲間を集めてもいい。とにかくこの四体の悪魔を倒たおしてみたまえ。順番などは特に決めない。覚かく悟ごと準じゆん備びのできた者──我われこそはという者から挑戦してほしい」

　闘技場内がにわかにざわつく。

　魔力の有無や大小は基き本ほん的てきに血ち筋すじによって決定される。祓魔師の才さい能のうもまた、生まれたときにおおよそ予よ測そくできるために、英才教育を施ほどこされる者がほとんどだ。

　もちろん、この場にも、霊れい体たいとの契けい約やくを済すませ、祓魔師としての修しゆう練れんを独どく自じに積み重ねた者が多くいるはずだった。だが、そんな彼らがあきらかに躊ちゆう躇ちよしている。

　理由は簡かん単たん。修練と実戦は別物だという、ごく単たん純じゆんな話である。

　選ばれた才さい能のうある者が長年の修行を積んだ上で、祓魔学園での専せん門もん的てきな教育を経へてようやくプロとして独ひとり立ちする。それが祓魔師の世界だった。

「心配しなくてもいい。こいつらは下級悪魔だし、きみたちの経けい験けんを考こう慮りよして私が手て心ごころを加えている。才能ある者なら、難なんなく倒せるはずだよ」

　影縫の言葉は優やさしいが、挑発的な響ひびきがあった。受験生の一部が色めき立つ。そして、プライドの高そうな祭さい服ふく姿すがたの男子が一歩、前に出た。

「馬ば鹿かにしやがって。一いつ瞬しゆんでクリアしてやる」

　銀色の十じゆう字じ架かを首からさげた、白しろ十じゆう字じ教きようの信徒だ。彼は四体の悪あく魔まに歩み寄よると、十字架を乱らん暴ぼうにむしりとり、口の中ですばやく詠えい唱しようする。

「断だん罪ざいする者よ。神の僕しもべたる祓ふつ魔まの使者、真理の追求者が願う。右に白はく刃じん、左に盾たてを持ち、鋼はがねの甲こう殻かくをまとい悪を断たて──〝甲殻の天使〟！」

　光が、迸ほとばしった。詠唱に異い界かいが応こたえたのだ。

　詠唱とは神しん仏ぶつ精せい霊れいとの対話である。彼は三小節と霊体名で具ぐ象しよう魔ま術じゆつを発動させた。これは、一いつ般ぱん的てきな長さの詠唱。呼よびかけ、自じ己こ紹しよう介かいし、具体的な姿すがたを定てい義ぎし、さらに霊体名をもってこの世界に定着させるのだ。

　煌こう々こうと輝かがやく白い光が霊枢核コアの十字架を覆おおっていく。それはやがて光球となった。白く霞かすむ球の奥おくに影かげが浮うかびあがる。ずりゅ、と、粘ねん着ちやく質しつな音を立てて、影から突き出た何かが光球を突つき破やぶった。何かはひとつではない。ひとつ、ふたつ──そこで、ようやく影の全ぜん容ようが露あらわになる。

　突き出てきたのは、まず、腕うでだった。次に、脚あし。そして、頭が現あらわれると、光球は光を失って、白銀しろがねの胴どう体たいが現れる。

　手足は硬こう質しつな機械のようで、つるりとした白銀の甲かつ冑ちゆうで覆われた人型の体は、全長二メートルほどの巨きよ躯くを誇ほこっていた。

　巨大な機械兵である。

　具象魔術で呼び出されたのは、白十字教の一般的な契けい約やく霊れい体たい──天使。名もなき下級天使だ。

「薙なぎ払はらえ！」

　男子が鋭するどく叫さけんだ。その声に応おうじて、天使は鋼こう板ばんを削けずりだしたような厚あつい大たい剣けんを振ふり回した。強きよう烈れつな風をはらんだ斬ざん撃げき。その軌き跡せきに合わせるように、牛顔の狂きよう戦せん士しが戦せん斧ぷを打ち合わせる。

　刃やいばを重ねたまま天使の剛ごう腕わんが強引に敵てきを押おし潰つぶそうとする。狂戦士のひづめが地面にずぷり、ずぷりと埋うまっていく。

　やがて重じゆう圧あつに屈くつした狂戦士が体たい勢せいを崩くずした。戦斧の柄つかを握にぎる手から力が抜けた一いつ瞬しゆんの隙すきに、空あいた脇わきを抉えぐるような軌き道どうで一いつ閃せん。斬きるというよりは引き裂さくように強きよう靭じんな肉体が真っ二つに千切れ、狂戦士が苦しげにうめいた。

「楽勝だな！　そのままトドメを刺させ！」

　男子は甲かん高だかい声で命令した。

　次の瞬間、風船の弾はじけるような軽けい快かいな音とともに弾けとんだのは、天使のほうだった。

　白銀の装そう甲こうを突つき破やぶり、水しぶきが弧こを描えがいている。その足首に絡からみついているのは大だい蛇じやの姿すがたをした悪魔だった。大蛇の霧きりが天使の装甲の内側で急きゆう激げきに体積を増ぞう大だいさせ、激はげしい水流となって体を食い破やぶったのだ。

「ちいいっ！　修しゆう復ふくだっ。いったん引き下がって──」

　言いかけて、男子は言葉を止めた。いや、声を発することができなくなっていた。彼の喉のどには黒い薔ば薇らの紋もん様ようが浮うかび上がっている。毒どく花ばなの悪あく魔まがけらけらと嘲あざ笑わらって葉を揺ゆらした。そこからまき散らされた紫むらさき色いろの胞ほう子しが、男子の周囲にぷかぷかと浮いている。

　彼を襲おそったのは呪のろいによる一時的な声の喪そう失しつだった。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、上半身だけになった狂きよう戦せん士しが戦せん斧ぷを振ふるう。その一いち撃げきは天使の脚あしの付け根から腰こし上うえまでを斜ななめに斬きり上げた。

　金きん属ぞくの砕くだける音。天使の上半身が下半身との断だん面めんを滑り、落ちた。霊れい体たいの存そん在ざいにブレが生じ、そのまま肉体を保たもてずに消しよう滅めつする。

　真っ青な顔で逃にげ出そうとした男子の背せ中なかに、大だい蛇じやの体当たりが直撃。男子はあっけなく吹ふき飛ばされ、地面を何度もバウンドして数メートル先でようやく止まった。

『任にん務む完かん了りよう。反省点はなし。引き続きこの陣じん形けいで行く。マスターには肉体の修しゆう復ふくを依い頼らいする』

　機械音声のような無む機き質しつな声を発したのは、いまの攻こう防ぼうで何もしていなかった棺ひつぎの悪魔だ。いや、何もしていないように見えただけだ。

　狂戦士、大蛇、毒花の三体の悪魔は棺の悪魔を中心に集まりつつあった。棺の悪魔の役やく割わりは、おそらく司し令れい塔とう。四体の悪魔の連れん携けいを司つかさどる、最も賢かしこい悪魔に違ちがいない──と、攻こう防ぼうをはたから見ていた拓たく真まは、そう判はん断だんした。

　よくできた布ふ陣じんだ、と拓真は思う。

　物理攻撃担当、自し然ぜん干かん渉しようでのサポート担当、呪い担当、頭ず脳のう担当。理想的なチームだ。

　おそらくは聖せい水すいも通用しない。悪魔の霊枢核コアを剥はく離りする聖水は、高こう濃のう度どの魔力を含んだ聖人の血けつ液えきを精せい密みつな割わり合あいで混まぜたもの。悪魔達の周辺に漂ただよう大蛇の濃のう霧むは、おそらく、聖水の成分比ひ率りつさえ狂くるわせる。

「はい、彼は不ふ合ごう格かくだね。さあ次の挑ちよう戦せん者しやは誰だれかな」

　影かげ縫ぬいは淡たん々たんと言って、指を鳴らした。狂戦士の悪魔の体を紫むらさき色いろの気体が包み、みるみるうちに傷きずがふさがっていく。

　受験生たちの間に、ふたたび喧けん噪そうが戻もどった。

　白しろ十じゆう字じ教きよう徒との男子はけっして弱い祓ふつ魔ま師しではなかった。下級天使とはいえ剛ごう腕わんと剣の腕うで前まえはかなりのものだったし、魔ま力りよく供きよう給きゆうや具ぐ象しよう魔ま術じゆつの展てん開かい速そく度どもじゅうぶんすぎるほどだった。

　それでも勝てない。その事実に、選ばれた者であるはずの祓魔師たちはすっかり臆おくしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　そのとき、声をあげたのは翠すい花かだった。闘とう技ぎ場じよう全体に響ひびき渡わたるほどの大声で翠花は豪ごう語ごする。

「どうして宗しゆう教きよう都と市しが造つくられたのかを思い出せばいい。白十字教、蓮れん教きよう、太陽教……世界宗教に比べると小さいけど、まあ、神しん道とうも。それぞれに優ゆう秀しゆうな祓魔師を抱かかえながらも、どうして力を合わせることになったのかを思い出せばいい！」

　全宗教の集まる都市──宗教都市、鳴なる神かみ市し。

　異ことなる教きよう義ぎを掲かかげる者達が、対立のリスクを負ってでもひとつの街に集まることを決めたのには理由があった。

　それは、悪あく魔まを滅めつするため。悪あく魔ま祓ばらいに関する知ち識しきや能のう力りよくを共有し、悪魔契けい約やく者しやに対して、より確かく実じつにより迅じん速そくに対たい応おうするため。

「白しろ十じゆう字じ教きようの天使が備そなえる物理的な突とつ破ぱ力りよく。蓮れん教きようの得意分野である呪じゆ術じゆつや結界。太陽教の知ち的てき精せい霊れいの戦せん略りやく性せい。神しん道とうなどの自し然ぜん信しん仰こう宗しゆう教きようによる自然界への干かん渉しよう力りよく──そのすべての性せい質しつを持ち得る悪魔に対たい抗こうするには、異い教きようの者と手を取り合うしかない。それこそがこの都市の理念！」

　闘とう技ぎ場じよう内ないがふたたびざわめく。今度は絶ぜつ望ぼうではなく、希望にみちたざわめきだ。

「相あい性しようによる有利不利を解かい消しようするために、異教の信徒と協力する──たったそれだけで、この試験は簡かん単たんにクリアできるのよ！」

「おおっ」「その通りだ！」「いいや俺はわかっていたぞ」

　翠すい花かの発はつ破ぱに受験生たちに活気が戻もどる。その様子を満足げに見み渡わたして、翠花は、にっと唇くちびるの端はしを持ち上げた。

　拓たく真まは翠花の腕うでをひじで小こ突づき、皮ひ肉にくっぽく笑った。

「翠花。お前、性せい格かく悪すぎ」

「なによ。ヒントをくれてやったんだから。むしろ感かん謝しやしてほしいくらいよ」

「ふうん、そうかよ。で、お前はどうするんだ？」

　拓真の問いに翠花は予想どおりの答えを返した。

「決まってるでしょ。ひとりでやるわ」

「え？　え？　どういうことですか。仲間を集めるための演えん説ぜつではなかったのですか」

　ミトラが疑ぎ問もん符ふを浮うかべて、拓真と翠花の顔を交こう互ごに見る。拓真は呆あきれたように肩かたをすくめて、翠花のほうをあごで示しめした。

「こいつは最初からひとりでクリアするつもりだったんだ。わざわざ受験生に攻こう略りやく法ほうを教えたのは、たぶん──」

「だって、そのほうがあたしの活かつ躍やくが際きわ立だつじゃない」

「ということは……スイカは、もしかして」

「ああ」

　目を丸くしてこぼしたミトラの言葉に拓真はうなずいた。

「攻略法を教えてやった上で、自分はその攻略法を無む視しして圧あつ倒とう的てきな力を見せつける。悪い言い方をすれば、ただ単に目立ってドヤ顔をしたいってことだな」

「ちょっと人聞き悪いこと言わないで。自じ己こＰＲよ、自己ＰＲ」

　翠花は得意げにポニーテールの房ふさを片かた手てで払はらうと、胸むねを張はって闘技場の真ん中へ歩み出る。袖そで口ぐちから抜ぬいた二枚まいの呪じゆ符ふを左右に突つき出し、朗ろう々ろうと呪じゆ言ごんを紡つむいだ。

「お出いでませ──風ふう神じん、雷らい神じん！」

　それは、先の男子よりもはるかに短い詠えい唱しようだった。力不足のせいではない。むしろ洗せん練れんされた祓ふつ魔ま師しほど、詠えい唱しようは短い。気き心ごころの知れた相手とは多くの言葉を使わずとも通じ合えるように。プロの祓魔師であれば、十人中九人は翠すい花かのように一小節と霊れい体たい名めいのみで顕けん現げんするだろう。

　魔ま力りよくを帯びた呪符が変じたのは二匹の狛こま犬いぬ。さっき拓たく真まを襲おそった白毛の犬の他にもう一匹ぴき、黄色の体毛を逆さか立だてた犬が咆ほう哮こうをあげた。黄色のほうは毛先に電気をまとっていて、ばちばちと空気を弾はじいている。

「さあ、相あい性しようなんて関係ない、圧あつ倒とう的てきな力ってモンを見せてやりなさい」

　翠花の指し示じを受けて、二匹の狛犬は左右にわかれて疾しつ走そうした。四体の悪魔の視し線せんを分ぶん断だんし、両りよう脇わきに陣じん取どると、風の刃やいばと雷かみなりの矢を同時に放つ。

　左右から迫せまる攻こう撃げきが、猛たける波なみのように悪あく魔ま達に押おし寄よせる。

　狂きよう戦せん士しがとっさに戦せん斧ぷを盾たてにして、風の刃を受けようとした。しかし広い面を持つ武ぶ骨こつな刃をさらりとすり抜ぬけて、目に見えない斬ざん撃げきが戦士の肉体に無数の細かな傷きずをつける。取るに足らない軽傷、のように見えた。

　しかし風の渦うずは消えず、そのまま傷口をなぶりつづける。風の輪はほんの小さな傷を徐じよ々じよに押し広げ、やがてそれは全身に広がっていく。そして、肉の引きちぎれる音が鳴り、狂戦士の肉体はこま切れに切り刻きざまれた。

　狂戦士という壁かべを突とつ破ぱした風の刃はその勢いきおいを維い持じしたまま、毒どく花ばなをも襲おそった。防ぼう御ぎよのすべを持たない毒花は、根も葉も花も、瞬しゆん時じに裂さかれて散っていく。

　一方、雷の矢に応じたのは霧きりの大だい蛇じや。

　空気中の水すい分ぶん操そう作さによって生み出された濃のう霧むの壁が立ちあがる。電気を運ぶ性せい質しつを持つ水に触ふれれば、雷に与あたえられた指し向こう性せいはねじ曲げられ、攻こう撃げきは通らない。

　──という、大蛇の判はん断だんを嘲あざ笑わらうかのように、雷らい光こうはあっさりと濃霧の壁を突つき破やぶった。

　光の尾おを描えがきながら猛もう烈れつな勢いで迫せまる攻撃の正体を目にして、大蛇は失敗を悟さとる。雷の矢はただの雷ではなかった。それは、電気を帯びた牙きば。雷神はみずからの牙を口内で折り、唾つばを吐はき出すようにして射しや出しゆつしたのだ。

　牙は弾だん丸がんとなって大蛇の額ひたいを正せい確かくに撃うち抜ぬいた。そして、その攻撃は射線上にいた棺ひつぎの悪魔にも直撃。体の真ん中に大おお穴あなを空あけられた棺はゆっくりと背はい後ごに倒たおれていく。

　四体の悪魔をほぼ同時に、たったの一撃で消しよう滅めつさせた風神と雷神は、さーっと主の元へと駆かけ戻もどった。ただの犬のようにぶんぶんとしっぽを振ふる狛犬達の頭を、翠花の手が優やさしく撫なでる。

「いい子ね。最高だったわ」

　契けい約やく霊れい体たいとたわむれる翠花の姿すがたを、他の受験生達は唖あ然ぜんと見つめていた。

　影かげ縫ぬいはぱちぱちと手をたたいて、

「おめでとう、合ごう格かく第一号だ」

　と、翠花に歩み寄よった。それを鼻で笑って、翠花は小生意気な視し線せんを返す。
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「ちょろすぎるわ。難なん易い度ど低すぎるんじゃないの？」

「活いきが良くて大いに結けつ構こう。入学後もぜひ、その調子で頑がん張ばってもらいたいね」

「ふん」

　不満げに鼻を鳴らすと、翠すい花かは風ふう神じんと雷らい神じんを呪じゆ符ふに戻もどして拓たく真ま達のほうへ帰ってくる。

　お疲つかれ、と拓真とミトラがねぎらうと、翠花はぷくりと頬ほおをふくらませた。

「気に入らない。あの男、なんか上から目線」

「そりゃ上だからな。年ねん齢れいも祓ふつ魔ま師しのキャリアも段だん違ちがいだろ」

「……わかってるわよ」

　そうつぶやいて、翠花は、いじけたように地べたに腰こしを下ろした。




　　　　＋　＋　＋




　入学試験は混こん迷めいをきわめた。

　翠花の活かつ躍やくに惑まどわされて蛮ばん勇ゆうを競う者が次々と敗れ去り、冷静に徒と党とうを組んだ者が戦果を挙げた。一部の本当に才さい能のうある受験生は翠花のように一人で試験をクリアしていたが、そんなのはだいたい一宗しゆう教きようあたり一人か二人ぐらいしかいない、例外中の例外だ。

　だが、拓真はその壮そう絶ぜつな試験風景をろくに見ていなかった。それよりも、新しい挑ちよう戦せん者しやを求められるたびに、身を乗り出しかけてひっこめて、を繰くり返すミトラのほうに目がいった。

（優ゆう柔じゆう不ふ断だんな奴やつ）

　と、拓たく真まは苛いら立だちまじりに思った。

　すると、すでに合ごう格かくを確かく定ていさせた受験生が数人、連れ立ってミトラに近づいてきた。服ふく装そうからして四よん宗しゆう教きよう混こん淆こうのグループらしい。口を開いたのは、先頭に立つ修しゆう道どう服ふく姿すがたの少女だった。

　彼女は侮ぶ蔑べつの念をありありと浮うかべた眼まな差ざしをミトラへ向ける。

「あら。邪じや教きようの聖せい女じよ様はまだ試験を受けていないのかしら？〝聖霊ミスラ〟の力があれば、あんな悪あく魔ま、赤子の手をひねるようなものではなくて？」

「それは……」

「ああ。〝聖霊〟があの悪魔を食べてしまったら、試験が台なしですものね。他の受験生のことを考えてくださるなんて。ああっ、なんと慈じ悲ひ深ぶかい聖女様なのでしょう」

　冗じよう談だんめかした口調で修道女が言うと、うしろの仲間達がどっと沸わいた。

「邪教指定された宗教の子が祓ふつ魔ま学がく園えんを受験するなんて、笑わせてくれたものね。悪魔に並ならぶほどに危き険けんで醜しゆう悪あくな存そん在ざいだから、聖せい職しよく者しや協きよう会かいが弾だん圧あつして、滅ほろぼしたのに。まるで虫のようなしぶとさ」

　ミトラはぎゅっと唇くちびるを噛かんだ。言い返すこともせず、睨にらみ返すこともせず、耐たえるように身を縮ちぢめている。

　そんな態たい度どに気分を良くしたのか、修道女はますます声のトーンを上げた。

「勘かん違ちがいしていませんこと？　聖職者協会の中にあなたを庇かばう声があるのは、〝聖霊〟という化け物に利り用よう価か値ちがあるから。けっしてマイトレヤ教が認みとめられているわけではなくてよ」

「……理り解かい、しています」

　ミトラが小さく答える。

（これが邪教指定されるということ、か）

　拓真は、がりっと歯を噛かんだ。邪教が実じつ際さいに弾圧される姿を見るのは初めてだ。

　邪教の信徒に対しては、徹てつ底てい的てきに貶おとしめよと、各かく教きよう団だんは奨しよう励れいしている。

　邪教の信しん仰こうなど、捨すてたくなるように。教きよう義ぎを下ろして、聖職者協会に屈くつするように。

　そして、教団の人間のほとんどは、邪教への侮ぶ辱じよく行こう為いに疑ぎ問もんを抱いだかない。

　教団の上の通達に間ま違ちがいはない。神の意思に反する邪教を貶めるのは正義の行いだ──と、心の底から、そんなふうに信じているという。

　その無自覚な悪意を目にして、拓真は、

「……不ぶ細さい工くだな」

　ぼそりと、こぼした。

　すると、修道女の笑顔がびきりと凍こおりつき、取り巻まきの男女が一いつ斉せいに拓真を睨みつける。素そ知しらぬ顔で目を逸そらす拓真に、修道女は頬ほおを痙けい攣れんさせつつ冷静を装よそおうような声で訊きいた。

「何か仰おつしやったかしら」

「ひとり言のつもりだったが、心当たりでもあったのか？」

「くっ……無礼な！」

　修しゆう道どう女じよは派は手でな印象の顔を怒いかりに歪ゆがませて拓たく真まに詰つめ寄よった。拓真はそれを華か麗れいに無む視し。震ふるえるミトラに近づき、その肩かたを押おしてここから離はなれるように無言でうながした。

　しかし、行く手を遮さえぎるように、修道女の仲間らしき蓮れん教きよう徒との少年が立ちはだかる。坊ぼう主ず頭あたまの少年は額ひたいに太い青あお筋すじをたてて、拓真を睨にらみつけた。

「テメェは何ド教コの誰だれだ？　どうして邪じや教きようの教きよう祖そを庇かばうんだよ」

　鼻息荒あらく問いかける坊主頭。拓真は面めん倒どうくさそうに髪かみをかきあげた。

「所しよ属ぞくはない。庇う理由は護ご衛えいだから。以上。どけ」

　拓真は淡たん々たんと答えて、坊主頭の横を通り抜ぬけようとする。

　しかし、彼はしつこく行く手をふさぐと、小こ馬ば鹿かにしたような顔で大声を出した。

「おい聞いたかよみんな！　こいつ無所属だってよ」

　それを聞いた修道女や取り巻まき達の表ひよう情じようが一いつ変ぺんした。

　敵てき意いから、明めい確かくな嘲ちよう笑しようへと。

「あら？　それって無む宗しゆう教きよう者しやということかしら？」

「なにそれー。そんなんで祓ふつ魔ま師しになろうっていうの？　ばっかみたい！」

「無宗教主義じゃ霊れい体たいとも契けい約やくできねーってことだろ。聖せい水すいと武ぶ器きだけで強い奴やつと戦えるわけねーし、無む能のうもいいところじゃねえか」

　修道女のグループの声はたちまち周囲に伝わり、あっという間に拓真への嘲笑が伝でん染せんする。翠すい花かが「ちょっと」と抗こう議ぎの声をあげようとするのを、拓真は片かた手てで制せいした。

「言わせておけばいいんだよ」

「でもっ」

「霊体と契約できない無能ってのはあながち間ま違ちがいじゃないし。こんな奴やつらに説明してやったって翠花が疲つかれるだけだろ」

「あらあら。精せい一いつ杯ぱいの余よ裕ゆうを見せてプライドを保たもとう、というのですか？　ちゃんちゃらおかしい話ですわね」

　修道女が拓真を見み下くだす。

　そのとき、場内に黄色い声が湧わいて、彼女はそちらをちらりと見やった。

「あなたごときが『こんな奴ら』などと他人を見下せる立場？　そうねぇ。今、あそこで戦っているお方のご尊そん顔がん、見えるかしら」

　修道女の羨せん望ぼうの視し線せんを追いかけると、一人の受験生が今まさに試験に臨のぞもうとしていた。

　目の醒さめるような金色の髪かみをなびかせた、長ちよう身しん痩そう躯くの男だ。横顔だけでも美形であることがわかるほどの見み目め麗うるわしさで、白しろ十じゆう字じ教きよう徒との女子からの憧あこがれと尊そん敬けいの視線を一身に集めている。

　修道女もまたうっとりと頬ほおを赤らめて、ミトラを罵ののしったのと同じものとは思えない、甘あまい声で声せい援えんを送っていた。

「暁あきらさま！」「玖く珂が暁さまの試合よ！」

　などと、頭が痛いたくなるような高い声が、鳴り響ひびく。そんな周囲の反はん応のうを、まるで興きよう味みがないと言わんばかりに一いつ顧こだにせず、玖珂暁と呼ばれた少年は四体の悪あく魔まへと颯さつ爽そうと歩み寄よる。

　そして彼は、片かた手てに持った細さい剣けんをぞんざいに横に振ふった。

　直後、四体の悪魔の体は同時に、まとめて真っ二つに切せつ断だんされていた。この間、一秒もない。暁が契けい約やく霊れい体たいを用いずに剣の一いつ閃せんで悪魔を薙なぎ払はらったように見えたとしても、おかしくない。

「これは、すごいな」

　拓たく真まは暁の技わざを素す直なおに称しよう賛さんした。

　今の暁の攻こう撃げきをこの場の何人が見切ることができただろうか、と拓真は考える。暁は契約霊体を使わなかったわけではない。具ぐ象しよう魔ま術じゆつの展てん開かいと天使の攻撃、そして霊体の消失。これらを超ちよう高こう速そくでこなしたために、あたかも剣だけで悪魔を斬きり伏ふせたかのように見えただけだ。

　だとしても、拓真は暁への評ひよう価かを変えるつもりはない。人の認にん識しきを超こえる速度での魔術展開が可か能のうである時点で、玖珂暁が非ひ凡ぼんな祓ふつ魔ま師しであることは疑うたがいようもなかった。

　暁はつまらなさそうに踵きびすを返す。集まってきた女子達を軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見下し、

「寄るな。オレはつまらん奴やつとかかわるつもりはない」

　と、すげなく言い捨すてて、人の波を掻かき分けていく。

　暁の背せ中なかを見送ると、修しゆう道どう女じよは拓真へと得意げに言った。

「あれほどの圧あつ倒とう的てきな力を持っていればこそ、他人を見下すことも許ゆるされるというもの。むしろもっと見下して、罵ののしってほしいくらいですもの。ああっ、さすがは玖珂暁さま。白しろ十じゆう字じ教きよう、現げん教きよう皇こうの遠とお縁えんにして百年に一度の才を賜たまわった神童……！」

「なんていうか、俗ぞく物ぶつ的てきだな」

「……なんですって？」

「アイドルかよ。宗しゆう教きよう関係者とはいえ、人数が増ふえると幼よう稚ちな連中も増えるってことか」

「な……な……幼稚ですって？　契約霊体も持たない無宗教者ごときが、なんたる……！」

「行くぞ、ミトラ」

　修道女を無む視しして、拓真はミトラの腕うでを引いた。

「……拓真？」

「次、受けるぞ、試験」

「あっ……待って、ください。まだ心の準じゆん備びが……」

「実戦で準備を待ってくれるような心こころ優やさしい敵てきがいるのか？」

　拓真は冷たく言い放って、ミトラの腕を引いたまま闘とう技ぎ場じようの真ん中へと歩いていく。

　邪じや教きようの聖せい女じよだ、契約霊体を持たない無宗教者だと、試験を終えた受験生達からの遠えん慮りよのない声と視線が拓真とミトラに集まる。

　情なさけない顔で縮ちぢこまるミトラの袖そでを強引に引き、拓たく真まは四体の悪あく魔まの目の前に立った。

「ああそうだ、きみはミトラルカ・シルヴェスタ君だね」

　影かげ縫ぬいが芝しば居いがかった調子で声をかけた。

　びくりと肩かたを震ふるわせて、ミトラはそちらを振ふり返る。

「は、はい」

「入学試験は実力を見るためのものだ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいもやむなしと認みとめている。アレについては、心配する必要は何もない」

「わかり、ました」

　ミトラは弱々しく答えた。

　会話の意味が気にならないではなかったが、拓真は質しつ問もんを挟はさまず、ただ目の前の悪魔に意い識しきを集中させた。

（狂きよう戦せん士し、大だい蛇じや、毒どく花ばな、棺ひつぎ……一体だけは、確かく実じつに仕し留とめておく必要がある）

　思考と行動はほぼ同時だった。

　軽く地面を蹴けりつけるや、どう、と足元から砂すな埃ぼこりが舞まう。丹たん田でん呼こ吸きゆうとともに筋きん肉にくや神しん経けいの隙すき間まに魔ま力りよくを行き渡わたらせ地を蹴る力を増ぞう幅ふくさせる走行法だ。人の業とは思えない爆ばく発はつ的てきな推すい進しん力りよくを得て、拓真は一息に悪魔達へと肉にく薄はくする。

　俊しゆん足そくで迫せまる拓真を迎むかえ撃うったのは、狂戦士の戦せん斧ぷだ。横なぎに一いつ閃せん。腰こしを落とし、回かい避ひ。その脇わきを一気に抜ける。そこには──悠ゆう然ぜんとたたずむ棺の悪魔。

　拓真は右みぎ拳こぶしを強く握にぎる。そして棺の悪魔へと渾こん身しんの正せい拳けんを突つき出した。

　瞬しゆん間かん。攻こう撃げき線せん上じように霧きりの大だい蛇じやが割わり込んだ。凝ぎよう固こさせた水分を氷の刃やいばとして展てん開かいし、拓真の体を貫つらぬこうと待ち構かまえる。司し令れい塔とうたる棺の悪魔を守ろうという布ふ陣じん。

　予想どおりの、動き。

　拓真は直角方向に跳とんだ。その方向には毒花の悪魔がいる。

「狙ねらいはお前だ」

　そう言って、拓真は毒花の首──茎くきを左手でつかんだ。

　当然、具ぐ象しよう魔ま術じゆつで実体化した植物を、そうそう人の手でむしることなどできはしない。しかし、元より拓真の狙いはそこにはなかった。

（〝解析アナライズ〟）

　左ひだり腕うでが、凄せい烈れつに輝かがやいた。服の上からでもわかるぐらいに眩まばゆい光を放っている。美しくも、どこかまがまがしい、すみれ色の光だ。左腕に刻きざまれた魔術的な紋もん様ようがはっきりと浮うかびあがり、手の甲こうから肩かたにかけて、じりじりと侵しん蝕しよくしていく。

（八……九……）

　胸むねの内うちで秒を刻む。

　その数字が十になったとき、

「よし、理り解かいした。破は壊かいする」

　光が右みぎ腕うでに伝でん染せんした。

　巻まかれていた紫むらさき色いろの数珠じゆずに、びしり、とかすかな亀き裂れつが入る。

（〝分解ブレイク〟）

　右腕の紋もん様ようが強く輝く。妖しい光をまとった右手の指をぴったりと揃そろえて、拓たく真まは手のひらを突つき出した。

　すみれ色の魔ま力りよくを帯びた掌しよう底ていを中心部にたたきこまれて、毒どく花ばなはくかかかっと笑い声にも似にた悲鳴をあげて弾はじけとんだ。

　頭を吹ふき飛ばされた毒花はそのまま、花か床しよう、茎くき、葉、と縫ぬい糸を解ほどかれるようにぱらぱらと崩くずれ去っていく。

　それは霊れい体たいの完全な死だった。

　あくまでも仮かりの肉体を与あたえられているに過すぎない霊体は、たとえ戦せん闘とうで負ふ傷しようして具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解とかれたとしても、本当に死ぬわけではない。異い界かいの怪かい物ぶつとして存そん在ざいし続けるし、何度でも具象魔術でこの世界に呼よび出すことができる。

　だが、拓真の異能は存在を〝分解〟する。毒花の下か級きゆう悪あく魔まはもう二度と生き返ることはない。

　物理的な現げん象しようではありえないその光景に、闘とう技ぎ場じよう内ないは騒そう然ぜんとなった。

　いったい何をしたのかと、疑ぎ問もんの声があちこちであがる。

　拓真は無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎ者しやであり、契けい約やく霊れい体たいはいない。それは自分自身で認みとめている。しかし強さとは何の関係もない話だとも、思っている。

　むしろ宗教の神しん仏ぶつ精せい霊れいに頼たよらない力であるがゆえに、対悪魔戦闘においてつきまとう相あい性しようの影えい響きようをほとんど受けないという強みさえあった。

　狂きよう戦せん士しと大だい蛇じやが攻こう撃げきに転じたのを横目で確かく認にんすると、拓真は軽く地面を蹴けって、振ふり返らないままに背後に跳とんだ。とん、とん、と踊おどるような足さばきで後ろ向きに走っていく。そんな不安定な走行に、しかし悪魔達はついてこられない。

　一いつ瞬しゆんで距きよ離りをあけてミトラの隣となりまで戻もどると、ぼーっと突つっ立っていた彼女の肩かたを軽く押おした。

「あっ、わっ」

　いきなり押されて、ミトラはわたわたと体たい勢せいを整える。

　戸と惑まどったように振り返るミトラへ、拓真はすげなく言った。

「疲つかれた。あとは任まかせた」

「ええっ」

　ミトラは裏うら切ぎられた子犬のような顔になる。

　弱々しい非ひ難なんの眼まな差ざしを軽くかわし、拓真はだらしなく地面に座すわり込こんだ。

　一歩も動くつもりはない、という意い思し表ひよう示じだ。

　最初からそのつもりで拓真は毒花だけを倒たおした。呪のろいは祓ふつ魔ま師しの具象魔術を封ふうじる恐おそれがある。ミトラが戦えなくなる事じ態たいを防ふせぐために、拓たく真まはまっさきに呪じゆ術じゆつ使つかいを潰つぶしたのだ。

「そ、そんな……わたしがやるのですか……？」

「ほら、来るぞ」

　グカカ──

　狂きよう戦せん士しが奇き妙みような唸うなり声をあげて猛もう然ぜんと突とつ進しんする。土つち煙けむりを巻まき上げて、戦せん斧ぷを振ふりかざした。

　怪かい物ぶつが迫せまりつつあるいまも、ミトラは縮ちぢこまったまま魔ま力りよくを練ねろうともしていない。

「見せてやれよ、〝聖霊ミスラ〟を。最強の祓ふつ魔ま師しの実力ってやつを」

　と、拓真は低い声で言った。

「ううっ……ですが」

　ミトラは小さく唸るだけで動き出そうとしない。

「悔くやしくないのかよ。あんなに一方的に言われて」

「拓真……？」

　怒いかりを押おしこめるような冷たい眼まな差ざしに、ミトラは困こん惑わくしたように声を洩もらす。

「あのうるさい奴やつらを黙だまらせてやれって言ってるんだ」

「ですが、これを見たら、みなさんも。たぶん、拓真やスイカも、怖こわがります。嫌きらわれます」

　ミトラはドレスワンピースの胸むな元もとをきつく握にぎりしめた。声はかわいそうなくらい震ふるえている。

　だが拓真は相変わらず優やさしさの欠片かけらも感じられない、突つき放したような言い方で、

「いいんだよそれで」

　と、断だん言げんした。

「それでいい……ですか」

「そうだ。怖がらせてやればいい」

「ですが」

「怖いからって嫌きらうような奴とはどうせ上う手まく付き合えるわけがない。ここでふるいにかけたほうがわかりやすくてラクだぞ」

　拓真は本気の口調で言った。今度こそミトラは絶ぜつ句くした。言葉を返せずに祭壇のショルダーを握にぎりしめて、唇くちびるを噛かみしめる。痙けい攣れんのように肩かたを震わせる。

　ミトラから目を逸そらして、拓真は彼女に聞こえないくらいの小さな声でつぶやいた。

「……さっきみたいに言われるままになってるのを見てると、いらいらする」

　そうは言いながらも拓真は、実のところ、ほんの数ミリばかり腰こしを浮うかせていた。ミトラが本当に危あぶなくなれば、すぐにでも助けるつもりでいた。

　狂戦士がミトラの眼がん前ぜんに迫せまる。頭上にかざされた戦斧が容よう赦しやなく振ふり下ろされる。ミトラには詠えい唱しようする気け配はいもない。

　だめか。拓真は舌した打うちして腰をあげ、狂戦士の攻こう撃げき線せん上じように拳こぶしを突きこもうとした。

　しかし、その瞬しゆん間かんに異い変へんが起きた。




「きて」




　それが詠えい唱しようなのだと気づくまでに、五秒の時間が必要だった。

　あまりにも簡かん潔けつで単たん純じゆんな言葉。まるで旧きゆう知ちの友を気安く呼よびつけるように。節とも呼べない一単語。たったそれだけで、ミトラの祭さい壇だんから清せい冽れつな光が溢あふれだした。

　背せ中なかの祭壇を中心に、青い光の魔ま法ほう陣じんが展てん開かいされる。古代文字や紋もん様ようの組み合わさった陣が火花を散らして回転。祭壇の装そう飾しよくの細部まで光が行き渡わたり、祭具の輪りん郭かくが霞かすむ。

　──拓たく真まと狂きよう戦せん士しが弾はじかれたように後こう退たいしたのは、ほぼ同時のことだった。

　吹ふき飛ばされたわけではない。

　自らの意思で、直感で、退しりぞかなければならないと判はん断だんしたのだ。

　足首にはまだ重石をつけたような感かん触しよくが残っている。がくがくと痙けい攣れんし、言うことを聞かない自らの足を見下ろして、拓真は困こん惑わくした。悪あく魔ま契けい約やく者しやと戦い、逢あい沢ざわ家けの強い祓ふつ魔ま師しと組手をかわしてきた拓真でさえ、このような経けい験けんは今までにない。

　狂戦士も然しかり。戦せん斧ぷを取り落としたことにも気づかぬように、じりじりとあとずさり、グカ、グカ、と途と切ぎれ途切れの鳴き声を洩もらしている。まるで行き過すぎた恐きよう怖ふを体験して、過か呼こ吸きゆうになっている人間のような反はん応のうだった。

　勝てない。拓真は思考よりも先に本ほん能のうで判はん断だんした。これから現あらわれる存そん在ざいには絶ぜつ対たいに勝てない。

「これが〝聖霊ミスラ〟……ミトラの、世界最強の神かみ喰くらいの神……？」

　強大な何かが血肉を得て、顕けん現げんしようとしていた。

　ずも、ずも、と粘ねん着ちやく質しつなジェルのように光が収しゆう縮しゆくと膨ぼう張ちようを繰くり返す。心しん臓ぞうの鼓こ動どうにも似にたその奇き怪かいな動きに合わせて、うっすらと、巨きよ大だいな獣けものの姿すがたが像ぞうを結んでいく。

　この世のあらゆる獣に似ていて、どれにも似ていない。奇き妙みような怪物だ。

　全長は十メートルに及およぶ。獅し子しの頭、漆しつ黒こくの鴉からすの翼つばさ、猛もう虎この胴どう体たい、竜りゆう麟りんに覆おおわれた四足、双そう頭とうの蛇の尾。古今東西の獣けものを繋つなぎ合わせたような、混こん淆こうの獣である。

　姿を現した瞬しゆん間かんに凄すさまじい衝しよう撃げき波はが闘とう技ぎ場じよう内ないを舐なめ尽つくした。その余よ波はは数人の生徒を吹き飛ばし、天てん井じようの照明を破は壊かいし、壁かべを深くえぐった。

〝聖霊〟は獰どう猛もうな牙きばを生やした口を大きく開けて、凄まじい咆ほう哮こうをあげる。大気を震ふるわせるほどの騒そう音おんが響ひびき渡わたり、拓真は耳をふさいでうずくまった。

　直後、強きよう靭じんな四し肢しを深く曲げたと見えるや、〝聖霊〟の巨きよ躯くが疾しつ駆くした。彼ひ我がの距きよ離りを無む視しして、〝聖霊〟の牙が狂戦士を捕とらえた。筋きん肉にくの鎧よろいをまるで紙か豆とう腐ふでも食い千切るようにあっさりとえぐり、消え去ろうとする霊れい体たいに頭からばくりと食らいついた。

　具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解とかれるのを待たず、霊枢核コアごと霊体を完かん璧ぺきに喰くらってしまったのだ。

　拓真の〝分解ブレイク〟がもたらした結果と同じ。それは霊体の完全な死だった。

　そのとき、狂きよう戦せん士しの残ざん骸がいをむさぼる〝聖霊ミスラ〟の背はい後ごで、無数の氷の鋲びようが浮うかび上がった。赤い舌したをちろりと動かして、大だい蛇じやが黄色の瞳ひとみを光らせる。

　霧きりの一ひと粒つぶ、一粒が鋭えい利りな武ぶ器きとなって〝聖霊〟へと降ふり注いだ。すべての鋲が〝聖霊〟へと狙ねらいたがわず突つき刺ささる。はずだった。

　しかし、氷の鋲は〝聖霊〟の肉体に触ふれると同時にがちりと硬かたい音を鳴らして、あっさりと弾はじき返された。

　低い唸うなり声を洩もらしつつ〝聖霊〟はうっとうしげに背はい後ごを振ふり返り、ぶるりとたてがみを震ふるわせた。牙きばの隙すき間まから極ごく彩さい色しきの光の塊かたまりが二つ、こぼれる。

　そして、その光の中に、太い爪つめの生えた前まえ脚あしをねじこんだ。

　ぎあ、と、奇き怪かいな悲鳴が響ひびいた。何もない空間に突とつ如じよとして極彩色の光が生まれ、そこから飛び出した爪が、棺ひつぎと大蛇の体を軽く貫つらぬいていた。

「空くう間かん制せい御ぎよ……!?」

　拓たく真まは目を見開いた。

　空間同士の相関関係を捻ねじ曲げ、距きよ離りの概がい念ねんを無む視しする魔ま術じゆつである。〝聖霊〟は抽ちゆう選せん箱ばこからくじを引くような気安さで棺と大蛇の体を引き抜ぬく。そして、断だん末まつ魔まの声をあげる暇ひまさえ与あたえずに、唾だ液えきまみれの口内へとまとめて放り込こんだ。

　咀そ嚼しやく音おんはない。丸まる呑のみだ。

　そして、〝聖霊〟は勝ち鬨どきのように吠ほえた。

　ミトラは、そんな自分の契けい約やく霊れい体たいを静かに見上げて、やはりつらそうに唇くちびるを噛かんでいた。

　拓真は恐きよう怖ふの余よ韻いんに震ふるえる脚を叱しつ咤たして、彼女に歩み寄る。

　そして、ぽん、とミトラの銀色の頭に触ふれた。

「誇ほこっていい。今はそういうときだ」

「拓真……」

　きょとんとした目で拓真を見上げていたミトラは、

「はい……やりました。合ごう格かく、です……っ」

　まだ硬かたさの残る頬ほおをほんのすこしだけ痙けい攣れんさせて笑った。




　　　　＋　＋　＋




「合格おめでとおおおう！」

　賑にぎやかなファミレスの中にひときわ通りの良いサヴァトリィの声が響く。そして、かつん、と高らかにグラスが打ち鳴らされた。

　ここは中立区画にある全国チェーンのファミリーレストランだった。それでもさすがは宗しゆう教きよう都と市しと言うべきか、メニューやテーブル、店内のあちこちに禁きん忌き食しよく材ざいの一いち覧らんが貼はられている。豚ぶた肉にくや蛇へびといった特にデリケートな物については、しつこいくらいに食材使用の有無が掲けい示じされていた。

　アジアンテイストの小こ洒落じやれた内装で、ちょっとしたデートスポットという雰ふん囲い気きである。とはいえ、拓たく真ま達がデートと勘かん違ちがいされることはないだろう。

　四人席のテーブルの片かた側がわに拓真とミトラ、その正面に翠すい花かとサヴァトリィが座すわっている。

　祓ふつ魔ま学がく園えんの入学試験の後、合ごう格かくを聞きつけたサヴァトリィが急きゆう遽きよ、三人を呼よびつけたのだ。

「まああたしの合格は約束されたようなもんだったけどね」

　偉えらそうに胸むねを張はって、翠花がぐいと飲み干ほしたのはオレンジジュースだ。未成年なので飲酒ができないのは当然だが、それにしても幼おさないチョイスだなと拓真は胸のうちですこし笑った。

　翠花の食の好みは、昔から変わらない。日本の代表的な宗しゆう教きようのひとつ日に本ほん神しん道とうの巫み女こでありながら緑茶や和食があまり好きではないらしく、外食のときはいつもハンバーグを食べている。

「言うねぇ翠花ちゃん」

「当然よ。小さいことしか言えないようじゃ、大きくなんてなれっこないわ」

「うんうん。その心意気やよし。おかげでここもこーんなに大きくなったしねぇ」

　サヴァトリィはにやけ面づらを浮うかべて、翠花の胸を巫女服の上からわしづかみにした。遠えん慮りよなしに揉もみしだかれて、翠花がくすぐったそうに身をよじる。

「ちょっ、やめてよっ。サヴァちゃん調子に乗りすぎっ」

「いいじゃん、いいじゃん。減へるもんじゃないしさぁ」

「運動すると脂し肪ぼうが燃ねん焼しようするのと同じようにソコも減るらしいけどな」

　拓真がぼそりと口をはさむと、翠花はぎんっ、と厳きびしく睨にらみつけた。

「胸の話に男が入ってこない！　まったく、拓真はそういうところデリカシーないんだから」

「嫌いやだったら男の前でそんな話を始めるなアホ」

「は、始めたのあたしじゃないしっ」

「あ、そうだ拓真君さぁ。左手で翠花ちゃんのサイズはかってみてよ。ボクはねぇ、そろそろＥカップの大台を突とつ破ぱしたと睨にらんでるんだけど」

「ちょっ、何言ってんの!?」

「人の能のう力りよくをセクハラに使おうとするなよ……」

　拓真は呆あきれ返って手元の抹まつ茶ちやソーダを啜すすった。フリードリンクの中に紛まぎれていた新商品とのことだったが、なかなかに悪くない。茶の飲めない翠花とは正反対に、拓真は茶とつくものはほとんど好きだ。中でも抹茶は大の好物だった。

　ふと、隣となりに座るミトラの様子が目に入った。両ひざにしっかり手をのせて、ガチガチに緊きん張ちようした面おも持もちで縮ちぢこまっている。ソファ席のうしろに祭さい壇だんを置いているせいか、とても窮きゆう屈くつそうに見えた。

「どうした？」

　と訊きくと、ミトラはびくっと震ふるえた。そして、おずおずと口を開く。

「皆みなさん、とても仲が良いんですね」

「まあ俺と翠すい花かは幼おさななじみだし。サヴァトリィはもともと逢あい沢ざわ家けによく出入りしてた蓮れん教きよう徒との一人で、翠花とも面めん識しきがあって……ってところだな」

「そうでしたか。あの、わたしがここにいるのは、お邪じや魔まではないですか」

「そんなことないだろ。俺は護ご衛えいだし、翠花とももう顔見知りだ。サヴァトリィとはお師し匠しよう様さまとやら経けい由ゆで知り合いなんだろうし」

「ですが、誰だれともかかわりが薄うすいですし」

「卑ひ屈くつすぎだ。場ば違ちがいっていうなら、男一人の俺のほうがよっぽど浮ういてる」

「ほんとよね」

　翠花が「あっち行け」とばかりに手を動かす。

「っていうかその冷たい口調、どうにかならないの？　ミトラちゃんかわいそうでしょ」

「冷たくしてるつもりはないけど」

「もう。ごめんね、ミトラちゃん。こいつ、こんな態たい度どだけどべつにミトラちゃんを嫌きらってるわけじゃないから。誰に対してもこんなんなんだよね。っていうか試験の時も一番弱い奴やつを倒たおして残りを女の子に任まかせるとか最低だし」

　翠花がやかましく捲まくし立てると、

「それは、大だい丈じよう夫ぶです。わかっているつもり、です」

　ミトラはぼそりとつぶやいて、ちらりと横目で拓真の顔をうかがった。

「試験のときも、きっとわたしのためにああしてくれたんだと思います」

「そうなの？　拓真」

「さあな」

　ごまかすように横を見ると、ちょうどそのタイミングでウェイトレスが料理を運んできた。目の前に皿が並ならべられると、サヴァトリィと翠花はすかさず食いついた。一方でミトラは細々とサラダに盛もりつけられたレタスをかじっている。

　あまりにも違いすぎる食事風景に苦笑してから、拓真はふと気がついた。

「ミトラは肉を食べられないのか？」

　拓真の脳のう裏りをよぎるのはレタスやトマトで埋うめ尽つくされた洋館の冷れい蔵ぞう庫こだった。ミトラは箸はしでプチトマトを転がしながら、わずかに表ひよう情じようをやわらげる。

「いえ、マイトレヤ教に食の禁きん忌きはありません」

「それじゃあ純じゆん粋すいに野菜が好きなのか」

「好きというよりも、慣なれ、ですね。故こ郷きようの地ち中ちゆう海かい沿えん岸がんは野菜のよく取れる土地でしたし、お師し匠しよう様さまに住まわせてもらった霊れい峰ほうでは山菜を食べることが多かったのですよ」

「へえ」

　意外だな、と拓たく真まは思った。

　ミトラはどちらかと言えば箱入りのお嬢じよう様さまといった印象が強い。銀色の髪かみと華か麗れいなるドレスワンピースで着き飾かざった少女と、野生っぽい食事風景がいまいち頭の中で結びつかなかった。

　そんな失礼な思考を知ってか知らずか、ミトラはじっと拓真を見つめている。

「……どうした？」

「拓真。これは訊きいてもいいのか迷まよったのですが」

　気まずそうに前置きして、ミトラは切り出した。

「拓真には何か能のう力りよくがあるのですか？　悪あく魔まを倒たおすとき、拓真の腕うでは紫むらさき色いろに光っていました」

　ミトラは小首をかしげた。言われてみれば、ミトラの前で能力を使ったことはあるものの、ちゃんと説明したことはなかった。

「まあ、隠かくしてるわけじゃないしな」

　拓真は細く息を吐はき出して、シャツの袖そでをまくった。

「これは……タトゥー、ですか」

　両腕にはびっしりと黒い紋もん様ようが彫ほり込こまれていた。どこかしらの宗しゆう教きようの魔ま法ほう陣じんのようにも見えたが、拓真が調べた限かぎりではこのような陣を扱あつかう宗しゆう教きよう団だん体たいなどひとつもなかった。

「〝叡えい智ちの悪魔〟に呪のろわれた証あかしだよ」

「〝叡智の悪魔〟？」

「叡智の書っていう特別な本を霊枢核コアにしなきゃ呼よび出せない、最高位の知ち能のう系けい悪あく魔まらしいね。過か去こ、現げん在ざい、未来に関するあらゆる知ち識しきを持っていて、人間に文明を与あたえ、異い界かいの存そん在ざいを教え、具ぐ象しよう魔ま術じゆつを伝えたといわれててね」

　サヴァトリィがタンドリーピラフを口に運びながら横から言った。

　翠すい花かがハンバーグを咀そ嚼しやくしつつ相あい槌づちを打つ。

「そっか。拓真に呪いをかけた悪魔の正体、わかったって話だったわね」

「最近になってようやく、だけどねぇ。どうやら今、世界宗教になってる白しろ十じゆう字じ教きようを立ちあげた聖人なんかも、神からのお告げがあったって言ってるけど、実じつ際さいは〝叡智の悪魔〟から知ち恵えを授さずかったんじゃないかって話があるんだ」

「それじゃあ、教団の始祖が悪魔と関係してたのを隠すために、〝叡智の悪魔〟の存在自体が隠いん蔽ぺいされてたってこと？」

「翠花ちゃん、声が大きいよー。他の聖せい職しよく者しやに聞かれたら怒おこられるからねぇ」

「でも、それなら納なつ得とくできるわね。どの悪魔の資し料りようにも拓真に呪いをかけた奴やつの正体は載のってなかった……載ってるはずがなかったってことね」

「拓真は、すごい悪魔と会ったのですね」

「交こう通つう事じ故こみたいなもんだけどな。家族も〝叡智の書〟についてはわからないって言ってるし。蔵書狂ビブリオマニアの親父がたまたまかき集めた中に紛まぎれてたんだろ。完全に不運だよ」

　拓たく真まは自じ嘲ちようぎみの苦笑を浮うかべて、左手の指を数本、具合をたしかめるように動かした。「で、話の続きな」と言葉を続ける。

「左ひだり腕うでには〝解析アナライズ〟って力があって、左手で触ふれたモノのパーソナルデータを読み取れる」

「パーソナルデータ、ですか」

「そう。たとえば──翠すい花か、ちょっと顔貸かしてくれ」

「えっ……なっ、なぁっ!?」

　拓真はおもむろに身を乗り出すと、翠花の黒くろ髪かみに左手で触れた。

　真っ赤になった翠花がとっさに振ふり払はらうが、すでに〝解析〟は発動している。拓真の左腕の紋もん様ようがすみれ色の光を放ち始めていた。手の甲こうの刻こく印いんから順番に肩へ向けて光が侵しん蝕しよくしていく。

「触れた対象の情じよう報ほう量りようによるんだが、だいたい十秒前後で〝解析〟は終わる。おっと、完かん了りようしたな。名前は比ひ良ら坂さか翠花。十五歳さい。信しん仰こうしてる宗しゆう教きようは日に本ほん神しん道とう。契けい約やく霊れい体たいは風ふう神じんと雷らい神じん。身長は百六十五センチ、体重は四十六キロ。スリーサイズは上からきゅ──」

「ストップストップストーップ！　あんたぶち殺すわよ!?」

　かーっと顔を上気させて怒ど鳴なりつける翠花をスルーして、拓真は説明を続けた。

「健けん康こう状じよう態たいなんかも診しん断だんできるし、呪のろいや毒の有無なんかもわかる。もっと言えば水分だとか鉄分だとか人体を構こう成せいする要よう素そまで見み抜ぬける。メシに変なモノが入ってないかも確かく認にんできる」

「それは、すごいですね。心とかも読めるのですか」

「いや、それは無理だ」

　拓真は即そく座ざに首を振ふった。

「〝解析〟が読み取れるのはあくまで情報だけ。細かいニュアンスや本人のエピソードなんかは読み取れない。俺にもいまいち読み取れる境きよう界かいがわからないんだけどな」

「本、なのかもね」

　サヴァトリィが口をはさんだ。

「白十字教の世界観では、人間には皆みな、魂たましいの情報を一冊さつの本にしたためる天使がついているって言われててね。すべての宗教を人類に伝えたのが〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟だとすれば、拓真君の能のう力りよくはその本の記き述じゆつを読み取るためのものなのかもしれないね」

「まあ、その説もあるけどな。よくわからない、というのが実じつ際さいのところだ」

「なるほど……ええと、では、右腕のほうは？」

「〝分解ブレイク〟──文字通り、理り解かいした対象を破は壊かいする能力だ。霊れい体たいも生物も物体も。俺が理解した対象は何だって〝分解〟できる。だからこそ、厄やつ介かいなんだけどな」

「あはは。拓真君もミトラちゃんも試験用の悪あく魔まを完全に殺しちゃってたからねぇ。影かげ縫ぬい理事長、すっごく怒ってたなぁ」

「ええっ……あの、その、ごめんなさい」

　ミトラが申し訳わけなさそうに言うと、サヴァトリィはからからと笑った。

「なんてね。影かげ縫ぬい理事長はミトラちゃん派はだから大だい丈じよう夫ぶ。あんな下か級きゆう悪あく魔ま、試験用に契けい約やくしてただけで思い入れもないだろうしね」

「そ、そうなのですか。よかった……」

「もう。サヴァちゃんも。いじめちゃかわいそうでしょ！」

「あはは。だって恐きよう縮しゆくしてるミトラちゃんかわいいんだもんー」

「気持ちはわかるけど！」

「わ、わかるのですか。ううっ」

「ああっ!?　でもあたしはいじめないからねっ。本当だからねっ」

　いつの間にやら話題はあさっての方向へ行ってしまっていたが、ミトラが気にしたふうではなかったため、拓たく真まは何も言わなかった。拓真としてもそのほうが都つ合ごうが良い。あのまま話を続ければ、より核かく心しんに近いことを話さなければならなくなっただろう。

　そんなことを思いながら抹まつ茶ちやソーダをちびっと飲み、横目で女子三人──一名、大人おとなもいるが、精せい神しん年ねん齢れいは子どもだからまあいいだろう──の楽しげな様子をちらりと見る。

　微び笑しようを浮うかべているミトラの目の端はしが、じわりと滲にじんでいることに気がついた。

　あえて見ないふりをして、拓真は窓まどの外へと視し線せんを投げる。

　宗しゆう教きよう都と市しの慎つつましやかな夜の営いとなみを眺ながめながら、ぼんやりと思案にふける。

　ミトラの涙なみだの理由を、考える。

　そして、数十分前、この店に来る前に交わしたサヴァトリィとの会話を思い出していた。

『〝聖霊ミスラ〟の強さは本物だった。ミトラ自身の魔ま力りよくの展てん開かい速そく度ども普ふ通つうじゃない。正直、あいつに護ご衛えいが必要とは思えない』

　という拓真の率そつ直ちよくな意見に、サヴァトリィは真顔でこう答えたのだ。

『ミトラちゃんは、卒業までの三年間で問題行動を起こせない──〝聖霊〟の神かみ喰くらいの力も聖せい職しよく者しや協きよう会かいの許きよ可かなしでは使えないんだよね。今日は試験ということで特別に許可が下りただけで、ふだんは絶ぜつ対たいに認みとめられない』

　最強の祓ふつ魔ま師しは、その最強の〝聖霊〟を封ふうじられているのだという。

　そんな状じよう態たいで邪じや教きようを忌いみ嫌きらう聖職者の学園に入学する──それは、牙きばを抜ぬかれ、足を折られた獣けものがハイエナの群むれの中に放り込こまれたようなものだ。

（それでもなお、祓魔師になりたい……か）

　そのときにサヴァトリィが結んだ言葉は、頭の中でいまでも駆かけ巡めぐっている。

『だから、仲良くしてあげてね』




　　　　＋　＋　＋




　ルナ・フェルマーはメールボックスから一通の電子メールを開いた。

　ドイツ語で書かれたメールだ。差出人の几き帳ちよう面めんな性せい格かくがうかがえる、体てい裁さいの整った事じ務む的てきな文面である。名前はメンゲル・ヘルツォークとある。

　添てん付ぷされたファイルにカーソルを合わせてクリック。

　ビューワが立ちあがり、添付画が像ぞうが画面いっぱいに大写しになった。煌きらびやかな装そう飾しよくをあしらわれた祭さい壇だんを背せ負おった、精せい緻ちな人形めいた銀ぎん髪ぱつの少女の写真だ。精せい悍かんな顔立ちの少年と並ならんで、一軒けんの洋館から出てくるところだった。

「うふふっ。見ーつーけたっ」

　ルナは口元に手を添そえて、無む邪じや気きに声を弾はずませる。その笑顔はまるで無む垢くな子どものようだったが、事実、彼女は十一、二歳ほどの幼おさない容よう姿しをしていた。

　目の醒さめるような金きん髪ぱつをリボンでゆるく結んだツインテール。宝ほう石せきをはめ込こんだような碧へき眼がん。起き伏ふくにとぼしい成せい長ちよう途と上じようの体には黒いワンピースだけを着けている。

　お腹なかの前に抱かかえたからすのぬいぐるみが、ルナの幼さをさらに強調していた。

「見つけた。見つけたよ。ミトラルカ・シルヴェスタ。そして、神かみ喰くらいの神──〝聖霊ミスラ〟」

　画面内のミトラの頬ほおに細長い指を這はわせ、熱っぽい吐と息いきを洩もらす。その姿すがたは、幼い見た目からは想そう像ぞうできないほどに色っぽい。

　インターネットカフェの薄うす暗ぐらい個こ室しつの中、ぼんやりとした液えき晶しようの光を浴びて、よりいっそう妖あやしげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「でも、護ご衛えいつきか。ちょっと厄やつ介かいかも」

　艶つややかな唇くちびるに指を添えて、ルナは柳りゆう眉びを歪ゆがめた。

　メンゲルからの情じよう報ほうによると護衛の名前は逢あい沢ざわ拓たく真ま。ミトラとともに祓ふつ魔ま学がく園えんの試験を突とつ破ぱした祓ふつ魔ま師しらしいが、驚おどろくべきはそのプロフィールだ。

　逢沢家の次男。事実上の跡あと取とり。逢沢家とは一族で特定の信しん仰こうを持たず、武ぶ術じゆつを極めた上で各々が信じる教きよう団だんにそれぞれ入信し、祓魔師として活かつ躍やくする──変わり者の祓魔師一家だ。その中でもこの逢沢拓真は異い端たん中ちゆうの異端。何の信仰も持たない無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎ者しやなのだという。

「その上、入試では触れただけで悪あく魔まを消失させていた……か。霊れい体たいとの契けい約やくもなしに、異い能のうを使ったっていうの？　なんなの、こいつ」

　逢沢家の対たい悪あく魔ま戦せん闘とう用ようの武術と謎なぞの能力。ミトラに接せつ近きんするにはこの護衛の少年をどうにかしなければと、ルナは考える。

　メールには事実が並ならべられているだけで、具体的な策さくや案などは何もない。

　メンゲルは実直な男だし、情報を確かく実じつに届とどけてくれるが、プラスアルファがない。そのことを不満に思うこともあるが、へたに口出しされるのもうっとうしいし、これはこれでいいか、とも思う。

　そんなことを考えながらマウスを動かしていると、画面の中でぴろっとアイコンが跳はねた。どうやらメンゲルから新しいメールが届とどいたらしい。

　それを開いて、ルナはほくそ笑んだ。

『宗しゆう教きよう都と市しの迷めい宮きゆう結けつ界かいについての資し料りよう』

　と、メールの表題には書かれている。

　その中身を上から下まで熟じゆく読どくして、ルナはぶるりと肩かたを震ふるわせた。

「ふ……ふふふっ。こっちのしっぽもつかまえた」

　感かん慨がい深ぶかげに、言う。

「これでようやく、ようやくだよ、シスター・クラウディア……」

　そのとき、個こ室しつの外が騒さわがしくなった。無数の足音が騒そう々ぞうしく鳴り響ひびき、ルナがいる部屋の近くで止まった。数人の気け配はいが扉とびらの向こう側にある。おそらく五、六人。

「ルナ・フェルマー！　すでに逃にげ場はない。おとなしく投とう降こうしろ」

　壮そう年ねんの男の声が鋭するどく告げた。

「……あーらら。見つかっちゃった」

　リクライニングシートの背せもたれに気けだるそうに体を預あずけて、ルナはため息をつく。魔ま力りよくの気配からして四体の天使がすでに展てん開かいされているだろう。逃げ場はない。

　声の主はおそらく鳴なる神かみ市しに常じよう駐ちゆうしている捜そう査さ官かんだ。宗しゆう教きよう都と市しの警けい察さつ組そ織しきや治ち安あん維い持じ組そ織しきは、全宗教の混こん成せい部ぶ隊たいであることが多い。だが天使しかいないということは敵てきは白しろ十じゆう字じ教きよう徒とのみ。それはある意味で幸運だ、とルナは思った。

　天使の戦せん闘とうスタイルは基き本ほん的てきに武ぶ力りよくによるごり押おし。ルナにとって純じゆん粋すいな暴ぼう力りよくや殺さつ傷しよう力りよくは怖おそれるに値あたいしない。むしろどんな種類があるかもわからない呪のろいや自し然ぜん干かん渉しよう型がたの能のう力りよくのほうが、よほど警けい戒かいが必要だ。

「悪あく魔ま契けい約やく法ほう違い反はんおよびドイツ教区への襲しゆう撃げき。以上の容よう疑ぎで身み柄がらを拘こう束そくさせてもらう」

「悪魔契約法違反、ね。よく言う」

　はん、と不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、からすのぬいぐるみを扉のほうへと掲かかげた。

　次の瞬しゆん間かん、金きん属ぞく製せいのドアが弾はじけとんだ。爆ばく発はつが灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうを引き起こし、狭せまい廊ろう下かに集まっていた祓ふつ魔ま師し達たちをまとめて薙なぎ払はらう。

　店内に火が燃もえ広がると、それに反はん応のうしてスプリンクラーが作動した。シャワーが降ふり注ぎ、超ちよう高こう温おんの炎ほのおに触ふれるや、水はたちまち蒸じよう発はつして濃のう厚こうな水蒸気が発生する。

　店内は大だい惨さん事じだったが、視し界かいを塞ふさがれた祓魔師達の怒ど号ごうが聞こえるだけで、一いつ般ぱん客きやくの声は聞こえない。ルナを襲撃する前にすでに避ひ難なんは済すませてあったらしい。

「その手て際ぎわは感心感心。でーもー」

　ルナは個室から出ると、うずくまって悶もん絶ぜつしていた男の背せ中なかを踏ふみつけた。コケティッシュな笑みに酷こく薄はくな色を混まぜて、男の体を踏みにじる。

「そーいう一般人の味方ですって顔が一番むかつく」

　祓魔師の男は火傷やけどでただれた顔を歪ゆがめ、自分を足あし蹴げにしている少女を憎にく々にくしげに見上げた。

「あ、悪あく魔ま契けい約やく者しやめ……貴き様さまのような奴やつには、いずれ神の鉄てつ槌ついが下くだるだろう」

「いいよ。だってもう、神様に愛してもらえる体じゃないもん」

「逃にげ切れると思うなよ。この店はすでに包囲している。じきに仲間もくる」

「あはっ。ばっかじゃないの。雑ざ魚こが何人来たって、肉にく壁かべにもならないよ」

　ルナは嘲ちよう笑しようすると、唇くちびるの端はしをにいと持ち上げた。祓ふつ魔ま師しの体を乱らん暴ぼうに蹴けりつけて、その上を踏ふみ越こえていく。

　彼女が頭上を振ふり仰あおぐと、そこには紅ぐ蓮れんの翼つばさを広げた巨きよ大だいな霊れい鳥ちようの姿すがたがあった。具ぐ象しよう魔ま術じゆつで呼よび出されると同時にこの空間を灼しやく熱ねつ地じ獄ごくへと変えた、炎ほのおの不死鳥だ。
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「フェネクス」

　ルナは契けい約やく霊れい体たいである悪魔の名を呼び、真っ白な水すい蒸じよう気きが充じゆう満まんする室内を颯さつ爽そうと歩き出した。

　そして、宣せん言げんした。

「聖せい戦せん、始めよっか」






[image: 第二章　教祖様の日常]

　宗しゆう教きよう都と市しの朝は礼れい拝はいを告げる鐘かねの音の大だい合がつ奏そうとともに訪おとずれる。

　拓たく真まとミトラの暮くらす洋館は中立区画の見晴らしの良い場所にあるのだが、宗教区画と隣りん接せつした立地であるため、音の被ひ害がいを免まぬがれるのは難むずかしそうだった。

　ベッドから抜ぬけ出した拓真は、寝しん室しつの惨さん状じようを見回して、ひくりと頬ほおをひきつらせる。

　引っ越こしてきたばかりで荷物などほとんどなかったはずの寝室に、空あき缶かんやスナック菓が子しの袋ふくろ、レンタルショップで借りてきたブルーレイディスクや空パッケージなどが散さん乱らんしていた。

　床ゆかの上にはジャージ姿すがたでへそを丸出しにしている翠すい花かと、タオル一枚まいの半はん裸らでだらしない顔をさらしているサヴァトリィが──この状じよう況きようの犯はん人にん達たちが爆ばく睡すいしていた。

　昨夜、ファミレスでの食事を終えると、「二次会だ！」と言い始めたこの二人が洋館に押おしかけて夜よる遅おそくまで騒さわいでいたのだ。何な故ぜか、拓真の寝室で。わざわざディスプレイつきのブルーレイディスクプレイヤーまで購こう入にゆうして。

「こいつら……俺が男だって忘わすれてるだろ」

　二人のあられもない姿すがたから目を逸そらし、拓真はあくびを噛かみ殺しながら部屋を出た。

「あ」

　すると、ちょうど廊ろう下かの前を通りかかったミトラと目が合った。

　一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくしていたミトラは、すぐにはっと我われに返って頭をさげる。

「おはようございます、拓真」

「ああ、おはよう」

　挨あい拶さつを返してから、拓真はまじまじとミトラの頭から足の先までを眺ながめた。

「ど、どうしたのですか。そんなに見られると、その」

「いや。普ふ通つうはそうだよな、と思ってな」

「えと、えっと？」

　意味がわからないというようにミトラは目を白黒させた。

　ミトラはいつものように華か麗れいなドレスワンピース姿だ。相変わらず背せ中なかに背せ負おっている祭さい壇だんはおかしいが、それを差し引けば人前に出るのにまったく恥はずかしくない格かつ好こうである。

　洋館生活を始めて三日目になるが、ミトラの油ゆ断だんした姿などまだ見たことがなかった。

　昨夜も、寝ね落おちするまで拓真の寝室で騒さわいでいた翠花達とは違ちがって、ミトラは眠ねむ気けを訴うつたえるとすぐに自室へと引っ込こんでいた。

「あの、わたしまた、何かおかしなことをしましたか？」

　上うわ目め遣づかいで不安げに訊たずねるミトラに、拓たく真まはいやいやと首を振ふる。

「全然。むしろミトラが正しい。男の部屋で平気で爆ばく睡すいするほうがどう考えてもおかしい」

「それだけ拓真のことを信しん頼らいしているのだと、思うのです」

「ほう。ミトラは信用してないってことか」

「あ、いえ。そういうことではない、ですけど」

「冗じよう談だんだよ。むしろ、一日二日で信用されてたら、ちょろすぎて不安になる」

　意地悪に笑いかけて、拓真は廊ろう下かを歩きだした。寝起きで喉のどが渇かわいていたので、水なり茶なりで喉を潤うるおしたかった。

「あ、あのあの。本当に信用していないわけじゃないです。本当ですよ」

　ミトラが必死で弁べん解かいしながら拓真の後ろを小走りで追いかける。祭壇の飾かざりががちゃがちゃと音を鳴らしているのが妙みようにコミカルだ。

　ミトラは拓真の隣となりに並ならび、歩きながら、滔とう々とうと話しだす。

「サヴァトリィからも、拓真は変なことをする人じゃないと聞かされていました」

「まあ、一いち応おう、人ひと並なみには自じ制せい心しんがあるつもりだけど」

「その上でわたし自身が無む防ぼう備びにならないようにと、そう言われていたのです」

「そうか。ミトラの〝聖霊ミスラ〟は神しん格かくクラスの霊れい体たいなのか」

　こくり、とミトラがうなずく。

　霊体には名もなき下級霊体もいれば、叙じよ事じ詩しに載のるような有名な霊体もいる。

　各かく宗しゆう教きようの〝神〟にあたる霊体ともなると契けい約やくする祓ふつ魔ま師しの格かくも求められるのだ。基き本ほん的てきには魔力の帯びる神しん性せいで判はん断だんされると言われており、この神性は純じゆん潔けつを保たもつことで維い持じされる。

「だったら、なおさら俺みたいな男を護ご衛えいにつけるのはまずかったんじゃないのか」

「詳くわしくはわかりませんが、たぶん、何かしら理由があるのだと思います。お師し匠しよう様さまは理由のないことはしない方なので」

　話しているうちに拓真達は台所についた。

「理由、か。ってミトラも台所に用事か？」

「はい。朝ごはんを作ろうと思いましてっ」

「またＢＬＴサンド？」

「いえ、ベーコンとトマトは昨夜切らしてしまったので……Ｌサンド？」

「レタスオンリーかよ。健康的にも程ほどがあるだろ」

　げんなりしたように言いながら冷れい蔵ぞう庫こを開けて、その中の光景に拓真は唖あ然ぜんとした。

　ほとんど空だったのだ。ペットボトルや缶かんをいくつか入れておいたのだが、どこにもない。食材もなるほどレタスぐらいしか残っていなかった。

「昨夜のぱーてぃーとやらでほとんど消費してしまったようです」

「あいつら人ん家ちの食材を勝手に……」

「楽しかったですよ」

　ミトラは屈くつ託たくのない表ひよう情じようでそう断だん言げんすると、レタスと食パン、マーガリンなどを取り出した。

「でも、これだとお夕飯までもたないですね。生活用品も揃そろえたいですし、お買いもの、とか、行きたいなと、思うのですが」

　上うわ目め遣づかいになりながら、途と切ぎれ途切れにミトラは言った。

　拓たく真まはすこしだけ迷まよってから、

「わかった」

　と、うなずいた。お互たがいにプライベートに干かん渉しようしないようにとは言ったが、同どう居きよするのであれば食事などは一いつ緒しよにしたほうが安上がりだし、家計は共通の財さい布ふを用意するのが現げん実じつ的てきだ。

　護ご衛えいを任まかされている以上、外出時にミトラから目を離はなすわけにもいかない。

「お買いもの……お買いもの、ですね」

　大切なまじないのように繰くり返して、ミトラはこそばゆそうに頬ほおを緩ゆるめていた。




　必要なものを買い揃えるならと、拓真達が向かったのは駅前のショッピングモールだった。中立区画の真ん中に造つくられた二階建ての施し設せつで、天てん井じようには透とう明めいなアーケードが弧こを描えがき、足元は煉れん瓦がづくり、テナントの外装は洒落しやれている。

　二階にはブティックやアクセサリーショップなどの服ふく飾しよく品ひんを売っている店が多く、一階の端はしには食品スーパーや薬局、本屋などが集まっていた。

　平日の昼前だというのに、ショッピングモールはそこそこ混こんでいた。人口の多くを占しめる聖せい職しよく者しやにとっては、平日と休日の区別はあまり関係ないからだろう。寺院や教会の清せい掃そうと通つう常じよう業ぎよう務むはあるだろうが、それを考こう慮りよしても、朝の礼れい拝はいを終えた後はわりと暇ひまになるはずだ。

　むしろ夕方過すぎに一日の営いとなみを終えた信者が訪おとずれることを考えれば、この時間のうちに買い出しを済すませておこうとする者が多いのも理り解かいできる。

「にんじんにたまねぎに……レタスも補ほ充じゆうして、と」

　スマートフォンのメモ機き能のうを確かく認にんしながら、ミトラはてきぱきとかごに野菜を詰つめていく。想そう像ぞう以上に日本のスーパーに順じゆん応のうしている。

　その姿すがたに、拓真はぽそりとつぶやいた。

「意外だな」

「意外、ですか？」

「まともに買い物できるんだな、って」

「わ、わたしってそんなに常じよう識しき知らずに見えるですか」

　ミトラは気落ちしたようにうつむいた。

　拓真はすぐにフォローする。

「いや。お嬢じよう様さまっぽい雰ふん囲い気きがあるっていうか。箱入りっぽいというか。日本に来てから浅いって言ってたから、もっと初うい々ういしい反はん応のうがあるのかと思ってたんだよ」

「なるほど、そういうことでしたか」

　ミトラは納なつ得とくして、ホッと胸むねを撫なで下ろした。

「実は来日前にお師し匠しよう様さまから日本文化の指し導どうを受けているのです」

「そういえば、そのお師匠様って……」

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいの七しち聖せい人じんの一人で、日本人祓ふつ魔ま師しなのですよ」

「七聖人。そいつは凄すごいな」

　拓たく真まは素す直なおに感心した。

　神しん格かくクラスの霊れい体たいと契けい約やくしている祓魔師はミトラを除のぞいて世界に七人。その最強の七人の祓魔師は七聖人と呼よばれ、尊とうとばれ、畏い怖ふされてきた。

「はい。凄いお方です。彼女にはすごく救われました」

　浸ひたるようにそう言ってから、ミトラははっとして、話を元に戻もどした。

「それで、ですね。日本出身のお師匠様から日本での生活のことや日本語を学んでいるので、ごく一いつ般ぱん的てきな生活のアレコレについては問題なくこなせる……と、思うのです」

「なるほどな」

　言われてみれば、いろいろと腑ふに落ちる。海外暮ぐらしが長いのに日本語が上う手まいのも、やたらと丁てい寧ねいな口調なのも、しっかりとした教育を受けてきたからなのだろう。

　拓真は、こつ、とミトラの頭を軽く小こ突づいた。

「よし。俺が一個こ、新しく教育してやる」

「は、はい。わたしに至いたらないことがあったらなんでも教えてください」

「日本人は肉も食う」

　大おお真ま面じ目めな顔でそう言って、豚ぶたのこま切れ五百グラムを二パック、かごに放り込こんだ。

　ミトラは申し訳わけなさそうにうつむきながら言う。

「あの、その、野菜料理しか作ったことがなくて」

「憶おぼえればいい。俺は野菜ばかりじゃなくて肉も食べたい」

「憶えればいい……なるほど、たしかに」

「ちなみに俺は野菜とか肉とか関係なく何も作れない。憶えるのも無理だ。ただの目玉焼きが謎なぞの固形物に変化したときがあってな……自分に料理の才さい能のうが欠けてることを自覚したよ」

　拓真は淡たん々たんと告白した。自分でもそんな体ていたらくで何を偉えらそうに、とは思うが、見栄を張はっても仕方ないし肉を食べたいのは正直な気持ちだった。

　そんな身勝手な発言に、しかし、ミトラの硬かたい無む表ひよう情じように微かすかな笑みが浮うかぶ。

「……そんなにおかしいか？」

「はい。すごくおかしいです」

「はっきり言ってくれるな……」

「えへへ。拓たく真まの弱点が見つかって、よかったです」

「なんだよそれ」

「今までは完かん璧ぺきすぎて、ちょっと怖こわかったのです」

　そう言うとミトラは上じよう機き嫌げんな表ひよう情じようのまま、どんどんかごに商品を放っていった。

　かごの中が今度は肉類で埋うめ尽つくされそうになり、拓真は苦笑した。

「極きよく端たんすぎだ、あほ」
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　三十分後。拓真はモールの中にある木のベンチに腰こしかけて、ミトラの入っていったドラッグストアの入口をぼんやり眺ながめていた。

　ティッシュやシャンプーなどの生活用品を買いに来たのだが、一いつ緒しよに店に入ろうとしたら、ミトラは真っ赤になってここで待っていてほしいとお願いしてきたのだ。

　理由を訊たずねると、

『こういうことは男の子に言ってはいけないと、お師し匠しよう様さまに言われているのです』

　と、やはり赤い顔で答えたのだった。あまりにも必死な様子だったので、拓真はおとなしく従したがうことにして今に至る。

　ただ、不ふ安あん要よう素そはあった。

（さっきから、あきらかに尾び行こうされてる）

　粘ねばつくような視し線せんを、拓真は感じていた。

　洋館を出てからここまで、ずっと拓真のほうを見続けている。

（ミトラが店に入ってからも俺を見てるな。標的は、俺か？）

　思考を巡めぐらせて、警けい戒かいするように周囲を見回した。

　ふと、拓真は視界の端はしに入り込こんだ光景に、顔を上げる。

　幼おさない兄弟が手をつないで歩いているのだが、幼よう稚ち園えん児じぐらいの小さいほうの子が、何やらぐずっていた。

「えーっ、あのひとうそつきだよー！　にぃちゃんが読んでくれた聖せい書しよと、ぜんぜんちがうこと言ってるよー？」

「そんなことを言ってはいけないよ。白しろ十じゆう字じ教きよう以外にも考え方が違ちがう教きよう団だんもあるんだから」

　人目をはばからない、弟の大声での抗こう議ぎに、兄は困こまったような顔をしながらも丁てい寧ねいに教えを説といていた。まだ小学校高学年程度だろうに、ずいぶんとおとなびた子だ。

「でも……にぃちゃんが読んでくれたことが、正しいんだよね？」

「それは心の中にそっとしまっておくものだよ」

「うーん……」

　そんな微ほほ笑えましい光景を眺ながめながら、拓たく真まはひそかに思う。

（ああ。なかなか、納なつ得とくできるものじゃないよな。そういうのは）

　兄弟の姿すがたに、遠い記き憶おくが呼よび起こされ、拓真は唇くちびるを噛かんだ。右みぎ腕うでの紫むらさきの数珠じゆずを強く握にぎる。

「違ちがうな。間違っている」

　静かな、それでいて強い声が聞こえた。

　一人の男が、冷たい目で兄弟を見下ろしていた。

「玖く珂が様……っ。申し訳わけありません。けっして白しろ十じゆう字じ教きようの教きよう義ぎを軽かろんじたわけでは……」

　恐きよう縮しゆくしたように何度も何度も頭をさげる兄。

　その口から出た名前に、拓真は顔をしかめた。

「白十字教のことなどどうでもいい」

　男は無む表ひよう情じようでそう言い捨すてると、二人の子どもの頭に軽く手をのせる。

「信があるならば愚ぐ直ちよくでいい。相あい容いれぬ者に半はん端ぱに歩み寄よろうなどと考えるな」

「は、はいっ」

　がちがちに緊きん張ちようして頭をさげる子ども達に一いち瞥べつもくれず、男は拓真のほうへと歩いてきた。

　白十字教の祭服をしっかりと身に着けた、几き帳ちよう面めんそうな男だ。拓真はこの人物に見覚えがある。というか、昨日、入学試験のときに見たばかりだ。

「様づけ、ってのは良い身分だな」

　拓真が皮肉っぽく笑う。

　男──玖珂暁あきらは、ベンチの前に立ち、拓真を見下ろした。

「オレは特別だからな」

　鼻にかけたような声でそんなことを言う。

　拓真は不ふ機き嫌げんさを隠かくしもせずに目の前の暁を睨にらみ返した。

「さっきから俺とミトラを見てたのはお前か？　白昼堂々ストーカーとは良い趣しゆ味みしてるな」

「違うな。オレが見ていたのは、逢あい沢ざわ拓真。貴き様さまだけだ」

「貴様って。いまどき、ずいぶん芝しば居いがかったしゃべり方だな」

　拓真は意地の悪い口調で茶化した。

　しかし、暁は、それに対して何のリアクションもせずに、

「逢沢拓真。あの逢沢隼人はやとの弟らしいな」

「……俺のこと、知ってるのか？」

「入学試験で顔を見たはずだ」

「いや、顔は見たけど、俺の家族のことをどうして……」

「調べた」

「あんたにひと目ぼれされるほどの内ない容ようだったかよ」

　自じ嘲ちようっぽく、訊きく。

「契けい約やく霊れい体たいを使わずに悪あく魔まを制せい圧あつする手しゆ腕わんも見事だったが、何よりもその腕うで。〝叡えい智ちの悪魔〟から力を授さずかっているだろう」

「どうだかな」

「貴き様さまは、オレのモノになれ」

「……は？」

　唐とう突とつな申し出に拓たく真まは思わず間ま抜ぬけな声を洩もらした。

　暁あきらは、冗談など生まれてから一度も言ったことがないとばかりの、生き真ま面じ目めな目で見み据すえている。返す言葉が見つからず、拓真は息を呑のむ。

「今、オレには手て駒ごまが必要だ。貴様は他のクズとは違ちがう。その資し格かくがある」

「俺が白しろ十じゆう字じ教きように入信するわけないだろ。兄貴のことまで調べてるなら、わかるだろ」

「勘かん違ちがいするな。白十字教へ勧かん誘ゆうしているわけではない。教きよう団だんではない。オレの手駒になれと言っている」

「個こ人じんで祓ふつ魔ま師しのチームを募つのってるってことか？」

「遠くない未来に、預よ言げんの日が来る。それまでに、できるだけ手駒が欲ほしい」

「預言？」

「世界が滅ほろぶ」

「終しゆう末まつ論ろんとはまたずいぶん大きく出たな。いまどき新しん興こう宗しゆう教きようだってもっと上う手まい勧かん誘ゆう文句を考えてるぞ」

　拓真は、煽あおるように言う。喧けん嘩かを売っているというよりは、単たん純じゆんに不ふ愉ゆ快かいだからだ。横おう柄へいな白十字教徒というのは拓真にとって最も嫌きらいな人種の一人だった。

　暁は眉まゆひとつ動かさずに続ける。

「神かみ喰くらいの神である〝聖霊ミスラ〟──異い教きようの神とあらば見み境さかいなしに喰くらい尽つくすあの怪かい物ぶつが何な故ぜまだ生かされているのか。考えたことはあるか」

「俺の口から言うことじゃない。というか、お前ぐらいの立場なら知ってるんじゃないのか」

「答えろ」

「玖珂、お前、会話する気ないだろ……」

　度たび重かさなる質しつ問もんへの無む視しに拓真は呆あきれたように肩かたをすくめる。

　そして半なかば諦あきらめるように、

「あいつの師し匠しようが、聖せい職しよく者しや協きよう会かいに釘くぎを刺さしてる。だから表向きは手を出せない」

　と、答えた。

「何故、奴の師匠はミトラルカ・シルヴェスタを生かす？　七聖人に名を連ねる者がいまさら情なさけだけで動くとでも思うのか？」

「いちいち遠回しだ。はっきり言え、玖珂」

「その意味を考えろ、逢あい沢ざわ拓真。そして、オレの下で最後の七日間を戦え」

「そもそも、意味がわからないんだよ。最後の七日間とか言われても、信じられない。その終しゆう末まつ論ろんが本当だって証しよう拠こはどこにあるんだ」

「オレが証拠だ。オレが言うのだから、間ま違ちがいであるはずがない」

「……」

　拓たく真まは、黙だまり込こんだ。暁あきらのまっすぐな視し線せんを受け止めたまま、考える。

（おかしい奴やつなのか？　それとも、本気か？）

「時間がないな」

　暁が、初めて表ひよう情じようを変えた。やや早口になって、言う。

「オレのモノになる気はない、そういうことでいいのか？」

「そうだな。それは絶ぜつ対たいに変わらない」

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタについて、知りたいだろう？　オレに従したがうと誓ちかえば、情じよう報ほうをくれてやる。これならば、どうだ？」

「なっ……」

　拓真は、ベンチから立ちあがっていた。

「喉のどから手が出るほど欲ほしいだろう？　どうする。求めれば、くれてやるぞ」

「お前……〝叡智の悪魔〟のことを知ってるのか!?」

　暁へとつかみかかろうとする。が、暁はそれをするりとかわして、拓真の胸むねをどん、とついた。そしてそのまま、背はい後ごへと抜ぬけてしまう。

「気が変わったら、連れん絡らくをよこせ」

　それだけ言い残して、暁は立ち去った。たたかれた胸に手を当てると、そこには、一枚まいの紙し片へん。玖く珂が暁という名前と、住所が書かれていた。

「お待たせしましたっ」

　入れ替かわりに、ミトラがドラッグストアから出てくる。

　拓真はあわてて紙切れをポケットの中につっこんだ。そして、暁の消えた雑ざつ踏とうへとちらりと視線をやる。

（タイミングが良すぎる。ミトラが出てくることが、わかってたのか？）

「？　どうかしましたか、拓真」

「いや、なんでもない。それより、持つぞ。荷物」

　首をかしげるミトラへと、拓真は手を差し出した。

　すると、何な故ぜか、ミトラは首まで真っ赤になって、袋ふくろを背せ中なかに隠かくした。

「これはとても、とってもプライベートなのです」

「ん？　そうか？　じゃあティッシュとトイレットペーパーだけ、持つよ」

　ミトラの足元に置かれていたそれをひょいと拾い上げる。

「その。ありがとう、ございます」

　赤い顔でうなだれたまま、ミトラは小さく礼を言った。

　どうしていきなり恥はじらっているのか、拓たく真まにはわからないが、とりあえず空気を変えるのが良いだろうと思って、

「よし、帰る前に、昼でも食ってくか」

　と言って、歩き出した。
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　ショッピングモール内にはフードコートと呼よばれる区画があった。

　ファストフードやたこやき屋、アイスクリーム屋、定食屋などがひしめいている。ずらりと並ならんだテーブル席には、昼飯時ということもあり、すでに大おお勢ぜいの客が詰つめかけていた。

　空すいているのは片かた隅すみの湿しめっぽい席だけで、

「わたし、すみっこ好きですよ」

「実は俺もだ」

「そういえばスイカとサヴァトリィ、お昼は大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「今ごろ目覚めて、空くう腹ふくを訴うつたえてるんじゃないか。いい気味だな」

　などというやりとりを経へて、拓真達はハンバーガーを食べ始めた。

　拓真がビッグバーガーを一いつ瞬しゆんで平らげ、抹まつ茶ちやシェイクを啜すすっていると、

「食べるの早いですね」

　ベーコンレタスバーガーを、はむ、と小さくかじりながら、ミトラが言った。

「お前がのろいだけだ」

「はう……」

　ずばり断だん言げんすると、ミトラは涙なみだ目めになって、かじる速度を上げた。

　かたわらに置かれた祭さい壇だんに目をとめて、拓真はかねてからの疑ぎ問もんを口にする。

「ミトラは、どうして祓ふつ魔ま師しになりたいんだ？」

　ぴた、と食べる手が止まる。緋ひ色いろの瞳ひとみに複ふく雑ざつな色が差した。

　拓真は、あわてて付け加える。

「言いづらいなら無理して答える必要は……」

　すると、ミトラはふるふると首を振ふった。

「大丈夫、です。ちょっとだけ、思い出してしまっただけで」

　呼こ吸きゆうを落ち着けると、ミトラは静かに語りだした。

「マイトレヤ教を再さい興こうさせるためです」

「再興？」

「はい。八年前、〝聖霊ミスラ〟の神かみ喰くらいの能のう力りよくを危き険けん視しされて、マイトレヤ教は邪じや教きよう指し定ていを受けました。わたしの故こ郷きようの集落も聖せい職しよく者しや協きよう会かいが編へん制せいした祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいに襲おそわれ、一族はほぼ全ぜん滅めつ。わたしもお師し匠しよう様さまに拾われなければ殺されていたかもしれません」

　拓たく真まは言葉を失っていた。それは、凄せい絶ぜつな過か去こだった。邪じや教きようの迫はく害がい、消滅とは、もっと緩ゆるやかにひっそりと起こるものだと考えていたのに。

　マイトレヤ教徒の集落への襲しゆう撃げきなど、ニュースになっていない。ただ漠ばく然ぜんと、滅ほろびたという事実が耳に入ってきただけだった。だが事実は違ちがったのだ。

「直ちよく接せつ的てきな襲撃が、あったのか」

「はい。真っ赤な光景は、憶おぼえていますよ。建物が、畑が、全部、燃もえました。悲鳴も怒ど鳴なり声も銃じゆう声せいも肉をたたく音も。いまでもたまに、耳の近くで聞こえます」

　ミトラはハンバーガーを持つ手をぱたんとテーブルに下ろして、か細い声を震ふるわせる。

「みんな、いなくなりました。家族も、友達も、みんな」

「それは……なんと言っていいんだろうな」

「平気です。もう八年前のことですから。わたしの中で、整理はつけた……つもりです」

　それは噓うそだろう、と拓真は思った。

　八年という歳さい月げつが、嫌いやな記き憶おくを消し去るのにじゅうぶんな時間ではないことを、拓真は知っている。そうでなければ、自分の人生はもっと違うものになっていたはずだ。

　拓真は口を開きかけて、しかし、その言葉をぐっと飲み込こんだ。自分がそれを指し摘てきしたところで野や暮ぼにしかならないのではないかと思ったのだ。

「マイトレヤ教は滅びました。悪い宗しゆう教きようだと、烙らく印いんを押おされました。ですが、わたしにとっては、父や母の愛した大切な宗教なのです」

「それで……もういちどマイトレヤ教の教きよう義ぎを掲かかげようと思ったわけか」

「はい」

「でも、それでどうして祓魔師になる必要があるんだ？　祓魔師になれば邪教指定が解とかれるわけでもないだろうに」

「お師匠様が七しち聖せい人じんの一人だというお話はしたと思うのですが、お師匠様によれば、邪教指定は七聖人の全ぜん会かい一いつ致ちによって決定されるのだそうです」

　それは初耳だった。

　だがその話が本当だとすると、ひとつだけ疑ぎ問もんが浮うかぶ。

「全会一致って、ミトラの師匠とやらはマイトレヤ教への攻こう撃げきを承しよう知ちしてたのか？　ミトラを擁よう護ごしておきながら？　あきらかに矛む盾じゆんしてないか」

　玖く珂が暁あきらの言葉を思い出して、拓真は目を細める。

「お師匠様は現げん役えきの仙せん人にん。言い換かえると、すごく自由な人なのです。七聖人に名を連ねながら年中世界中を旅していまして……一日とてひとつどころにいないのですよ。住すみ処かを与あたえられましたが、ひと月に一度、修しゆ行ぎようメニューと生活に必要なモノだけを残して消えてしまうので……あまり一いつ緒しよに暮くらしていたという感じはしません」

「ああ、料理を他人に食べさせたことがないって、そういうことか」

「はい。それで、お師し匠しよう様さまはそんな性せい格かくですから、七しち聖せい人じんの会議における発はつ言げん権けんを代理の者に委い託たくしているらしいのです。マイトレヤ教襲しゆう撃げきの話を後から知って、ぎりぎりのところでわたしを助けてくれて……そのあとも面めん倒どうを見てくださったのは、きっと、お師匠様に引け目があったからなのだと思います。七聖人としての役目をまっとうしていれば、こんなことにはならなかったと、何度もわたしに謝あやまっていました」

「そっか……良い人だな。お前の師匠」

「はい。尊そん敬けいするお師匠様です」

　まるで自分のことのように誇ほこらしげに胸むねを張はる。そして、表ひよう情じようを引き締しめる。

「七聖人入りを目指せ──お師匠様はそう言いました。プロの祓ふつ魔ま師し資し格かくを持ち、神格の霊れい体たいと契けい約やくしている者は七聖人のうち一人の推すい薦せんがあれば、挑ちよう戦せん権けんを得られるのです」

「挑戦権？」

「はい。戦って、倒たおす。そうすれば七聖人の一人と入れ替かわれる。シンプルなルールです」

「そうか……ミトラは、祓魔学園を卒業して、聖せい職しよく者しや協きよう会かいのトップになるつもりなのか」

　ミトラは、こくり、と神しん妙みような顔でうなずいた。

「マイトレヤ教が世界から排はい除じよされてしまう仕組みを、わたしは内側から変えたいのです」

「荊いばらの道、だな」

　拓たく真まのつぶやきにミトラは苦しげに顔を歪ゆがめる。

「はい。仮かりに七聖人になれても、全ぜん会かい一いつ致ちを実現させるにはよほどの信を得ないといけません。お師匠様でも不ふ可か能のうだったそうです」

「学園生活も、きっとつらいものになるぞ。入学試験での周りの奴やつらの態たい度ど、憶おぼえてるだろ」

「覚かく悟ごはしていました。シミュレーションは甘あまかったですが」

　ミトラは哀かなしげにまつ毛を震ふるわせる。

「ほとんどの学生が敵てきだ。反マイトレヤ派はの教員もいるだろう。護ご衛えいが必要なんだから、暗殺者なんかが送り込まれてくる可か能のう性せいもある。なのに最強の〝聖霊ミスラ〟は禁きんじられている──こんなつらい環かん境きようで、それでも頑がん張ばろうっていうのか？」

「それは……」

　ミトラは、一いつ瞬しゆんだけ言葉を詰つまらせる。

「頑張ります」

「俺には、よくわからん」

「わからん、ですか」

「聖職者協会が憎にくくはないのか？　どうして奴らのルールに従したがう？」

　右手首の数珠じゆずを握にぎりしめて、拓真は訊きいた。

「憎にくかった、ですよ」

　ハンバーガーの残りを口の中に詰つめ込こんで、ごくりと呑のみ込んで、ミトラは笑った。

「ですが、わたしは胸むねを張はってマイトレヤ教を世界に認みとめさせたいのです。殺さつ戮りくや暴ぼう力りよくで自由を奪うばい取ったところで、ついてくる信者さんがいると思いますか」

「はっ。それこそ、皮肉だな。先にお前を憎んだのは世界のほうだろうに」

「たとえ世界がわたしを憎んだとしても、わたしは世界を憎まない──そう、決めたのです」

　ミトラの緋ひ色いろの瞳ひとみに決意の火が灯っている。

　拓たく真まはわずかに目をそらした。

「……あのときは、本当に悪かった」

「あのとき、ですか？」

「初めて会ったとき。すごくビビって、泣いただろ。そりゃあ、泣くよな。俺が本当に暴漢だったら、二度と〝聖霊ミスラ〟を使えなくなってマイトレヤ教再さい興こうの夢ゆめも終わってたわけで」

「う……ごめんなさい、です。あのときはまだ、拓真のこと、あまり知らなかったので」

　申し訳わけなさそうにうつむくミトラ。

「まあ、これからは安心してくれ。護ご衛えいの任にん務むはまっとうするが、変な手出しは絶ぜつ対たいにしない。そもそも聖せい職しよく者しや自体があまり好きじゃないからな」

「それはそれで、複ふく雑ざつな気分ですが」

　拓真の断だん言げんにミトラは苦笑いを浮うかべた。

「そういえば、拓真はどうして無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎになったのですか？」

　何の気なしに問われて、拓たく真まは返答に詰つまった。

　どう答えたものかと、思考を巡めぐらせていると、

「お話し中にごめんなさい」

　甘あまく、幼おさない声が会話を遮さえぎった。

「お席がいっぱいで……相席お願いしてもいいですかぁ？」




　座ざ席せきの横に立っていたのは幼い少女だった。二つに結わえた金きん髪ぱつと澄すんだ碧へき眼がんは、あきらかに日本人のものではない。丸っこいからすのぬいぐるみをお腹なかの前に抱かかえている。

　瞳ひとみにきらきらと星を瞬またたかせて、拓真達を見つめていた。

「いいですよ」

「だめだ」

　にこやかに迎むかえようとしたミトラを遮って、拓真は即そく座ざに断ことわった。

「えー、だめなんですかぁ？」

　鼻を鳴らすような甘たるい声をあげる少女。男なら誰だれもが頬ほおを緩ゆるめてしまいそうな愛らしい仕し草ぐさに、しかし、拓真は真顔のまま左手を持ち上げた。

「どうしても相席させてほしいなら、触さわらせろ。それが嫌いやなら、他をあたれ」

　聞きようによってはとんでもない発言だったが、拓たく真まはいたって真ま面じ目めだった。得え体たいの知れない人間をミトラに近づけるわけにはいかない。

「た、拓真。相席ぐらいなら、わたしはかまわないですよ」

「あほ。お前は自分の立場を忘わすれたのか？　素す性じようの知れない奴やつをホイホイ近づけられるかよ」

「でも、こんな小さな子を相手に」

「年ねん齢れいは関係ない。紛ふん争そう地ち域いきなら暗殺ってのは子どもの仕事だ」

　拓真は油ゆ断だんなく少女を見み据すえる。すると、金色の少女は、くすりと笑みをこぼした。

　艶つややかな唇くちびるに指を添そえて、愛らしく小首をかしげる。

「つまんないくらい優ゆう秀しゆうな護ご衛えいだね、おにーさん」

「ちっ」

「待って。私は暗殺者じゃないよ。ただの子どもでもないけどね」

　拓真が腰こしを浮うかせようとすると、少女はすばやくあとずさった。遠すぎず、近すぎず。拓真の腕うでの射しや程ていからぎりぎり外れる程てい度どに。その間合いの取り方に、確かく信しんする。この少女は、強い。

　少女の豹ひよう変へんぶりに鈍にぶいミトラもさすがに違い和わ感かんを覚えたのか、祭さい壇だんを抱だきしめて、シートの端はしに身を引いた。

「私はおねーさんの敵てきじゃないよ。むしろ逆ぎやく」

「逆？」

「うん。ねえ、おねーさん、私の仲間にならない？　おにーさんと一いつ緒しよでもいいからさ」

「……またか」

　玖く珂が暁あきらの言葉が脳のう裏りをよぎり、拓真は思わずつぶやいた。すこし前に似にたような誘いを持ちかけられたことなど知るはずもない少女は、不思議そうに首をかしげる。

「私の名前は、ルナ・フェルマー。ドイツ出身の悪あく魔ま契けい約やく者しやだよ」

「……意外と素す直なおなんだな？」

　拓真はルナの真意をはかりかねて、眉まゆをひそめた。

　悪魔契約は、影かげ縫ぬいのように正式な手続きを経へなければ、犯はん罪ざいとなる。

　つまり、この金きん髪ぱつの少女は悪魔契約法違い反はんの犯罪者であると、わざわざ告白したのだ。

「話しぶりからして俺とミトラのことはもう知ってるみたいだが」

「知ってるよ。無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎの祓ふつ魔ま師し、逢あい沢ざわ拓真と〝聖霊ミスラ〟の使い手ミトラルカ・シルヴェスタ。その力を見み込こんで、お願いしたいことがあるんだよね」

「断ことわる」

「内ない容ようも聞かずに？」

「そうだ」

　ルナ・フェルマーと名乗った少女の目的は、あきらかにミトラの〝聖霊〟だ。

　拓たく真まの役やく割わりはミトラを守ること。そして、ミトラに〝聖霊ミスラ〟を使わせないこと。

　であれば、護ご衛えいとしてルナの誘さそいに耳を傾かたむけるわけにはいかない。

「ふうん。おねーさんは、どう？」

「わたしは……祓ふつ魔ま師しとして、聖せい職しよく者しやとして、悪あく魔ま契けい約やく者しやに手を貸かすわけにはいかないです」

「そっか。交こう渉しよう決けつ裂れつかぁ──じゃあむりやり協力してもらうしかないね」

　ルナの声から、顔から、甘あまたるさが消えた。彼女の魔力が急速に練り上げられていく。

　それを見て、拓真は即そく座ざに判はん断だんする。

　敵てき意いを、向けられていると。

　ならば、先せん制せい。

　強い踏ふみ込こみとともに相手のふところに入り、拳こぶしを突つき出す。狙ねらいは、喉のど。風を切るようなひと突きを打ち込む。しかし直ちよく撃げきの寸すん前ぜんにルナは、軽く床ゆかを蹴けって背はい後ごへ逃のがれた。

　ふわりと体が浮うき上がり、そのままテーブルへと跳とび乗る。その座席を囲んでいたカップルや、近くにいた一いつ般ぱん客きやくが悲鳴をあげる。それを聞きつけて、野次馬が集まってくる。

　ルナをまっすぐに見み据すえたまま、拓真は考える。

　このまま追つい撃げきするか？　ミトラを連れて逃にげるか？　ルナにどんな能のう力りよくがあるのか、わからない。うかつに戦うのは得とく策さくではない、かもしれない。ルナの間合いの取り方は中ちゆう長ちよう距きよ離り戦せん闘とうを得意とする者のように思える。そして、ルナはテーブルの上にいる。攻こう撃げきを届とどかせるのは難むずかしい。ならば、逃げるか？

　──いや。

　拓真は、さらに大きく踏み込み、肉にく薄はくした。

　逃げる選せん択たく肢しは、ない。遠距離攻撃が可か能のうならば、背中を狙ねらわれることになる。

　すみれ色に輝かがやく右みぎ腕うでで、ルナの立っていたテーブルを殴なぐりつけた。空から振ぶりではない。殴られたテーブルは、一いつ瞬しゆんで分子レベルで結合を解とかれて、粉々に砕くだけた。

「なッ……足場を狙った……!?」

　量産品として造つくられた商品は同じパーソナルデータを持つ。拓真は自分の席で〝解析アナライズ〟を使い、ルナの足場を〝分解〟したのだ。

　崩ほう壊かいに呑のまれて宙ちゆうに浮ういていたルナの胸むな倉ぐらを引き寄よせると、その顔面に手刀を突きつけた。両目を深々と抉えぐられて、ルナは鋭するどい悲鳴をあげる。

「うあっ！」

　ルナの体は軽々とパーティションを越こえて、反対側の席まで吹ふき飛んでいった。料理や食器を床ゆかにぶちまけながら転がり、床に落ちる。破は砕さい音おんと客の驚きよう嘆たんする声が混まざり合う。

「逃げるぞ、ミトラ」

「は、はい」

　あわてて祭さい壇だんを背せ負おったミトラの手を引いて、拓真は走り出した。

　ルナは死んでいないだろう。それでも目を潰つぶされれば、拓たく真ま達を追いかけることはできない。安全な場所まで逃にげたら警けい察さつや治ち安あん維い持じの祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいに出動を要よう請せいすればいい。

　そう考えていた拓真の顔の横を炎ほのおの弾だん丸がんが横切った。目の前の植うえ木き鉢ばちが貫つらぬかれ、火柱が立つ。

　拓真は驚おどろいて、振ふり返る。

「おいおい……もう復ふつ活かつしたのかよ。プロレスラーだって立ちあがれない攻こう撃げきだぞ」

「ったぁ～……さいあく。いたいけな女の子に、目潰しって……ありえない……つぅ……」

　声と脚あしを震ふるわせながら、ルナ・フェルマーはゆらりと立ちあがっていた。両目からは落らく涙るいのようにとめどなく血が流れている。しかし、貫いたはずの碧へき眼がんには異い変へんが生じていた。

　炎、だ。炎によって、目の傷きずが燃もえ塞ふさがりつつあった。元の輝かがやきを取り戻もどした碧眼で、ルナは憎にく々にくしげに拓真を睨にらむ。

「骨ほねまで焼き尽つくしてやる……！」

　ルナの背はい後ごには、巨きよ大だいな鳥が姿すがたを現あらわしていた。全身に炎をまとった紅ぐ蓮れんの霊れい鳥ちよう。数々の伝でん承しようや架空物語フイクシヨンに登場し、時には神に等しい扱あつかいを受けることさえある、不死鳥の悪あく魔ま。

　それは、七十二柱の悪魔教典に名を連ねる大悪魔──フェネクスだった。

　神しん格かくの霊れい体たいに匹ひつ敵てきする力を持つ大悪魔の魔力の奔ほん流りゆうがフードコート全体を蹂じゆう躙りんした。異変に気づいた人々が悲鳴とともに散り散りに逃にげ出していく。

　フェネクスは眼がん前ぜんに炎の塊かたまりを一、二、三、と次々に展てん開かい。

　ふうと、息を吹ふきかける。

　それらは驚きよう異い的てきな加速度を得て、弾丸となり拓真達に降ふり注ぐ。

　ミトラの体を抱かかえて、拓真はパーティションの裏うら側がわに滑すべり込んだ。

　頭上を弾丸が通り抜ぬける。フロア内のあらゆる物が貫かれ、炎えん上じようしていく。

　物もの陰かげに隠かくれながら、這はうように移い動どうする。

「拓真……あの子はいったい……？」

　ミトラが不安げに訊きき、拓真は首を振ふった。

「わからん。だけど、あれは大悪魔フェネクス。悪あく魔ま契けい約やく者しやの中でもかなりの大物ってことだ。どうしてそんな奴やつに目をつけられたのか……聖せい職しよく者しや協きよう会かいの反マイトレヤ派はも、さすがに忌いみ嫌きらってる悪魔契約者に暗殺を依い頼らいするとは思えないんだが」

「単たん独どく犯はん、ということですか」

「なんとも言えないな」

　拓真の声は爆ばく音おんにかき消された。

　見けん当とう違ちがいの方向で炎が噴ふき上がる。

「どーこ行ったのかなー、おにーさん。私のおめめを抉えぐってくれた勢いきおいはどうしちゃったの。ねー仕返しさせてよ。ほら、目には目を、歯には歯をってね。うちの教きよう義ぎ違ちがうけど。あはっ」

　楽しげな声の直後、また爆音。どうやら身を隠した拓真達の居い場ば所しよを特定できず、手当たり次し第だいに攻こう撃げきしているようだ。

　どうする？　と拓たく真まは考える。

　時間をかければかけるほど、被ひ害がいは広がり、直撃の確かく率りつも上がっていく。姿すがたを見せて、正面から戦うべきか。だがルナは失明しかねない傷きずを一いつ瞬しゆんで回かい復ふくさせた。あの能のう力りよくの正体が不明なうちは、へたに接せつ近きん戦せんを仕し掛かけるのは危き険けんすぎる。

「フェネクスも厄やつ介かいだな。あの炎ほのおの体じゃ〝分解〟しようにも触さわれない──どうにか消火する方法があればいいんだけど」

「逆ぎやくは、どうでしょうか」

　拓真がぼやき、ミトラがぽつりと提てい案あんする。

「逆？」

「お師し匠しよう様さまが言っていました。解かい決けつの糸口が見えなければ、逆に考えればいい……と」

「炎を消さなければいいってことか？　それじゃあただの思考停止じゃないか」

「もっともっと燃もえ上がらせる、というのはどうですか」

「あっ」

　ミトラが真顔で告げると、拓真は小さく声を洩もらした。

　余よ裕ゆうたっぷりに笑って、ミトラの頭をぽん、とたたく。

「俺が手を引くまで、ここに隠かくれてろ」

　そう言い残すと、ミトラの返答を待たずに拓真は物もの陰かげから飛び出した。

　気け配はいを察知したのか。ほぼ同時にフェネクスが翼つばさをぐっと折りたたみ、ばね仕掛けのごとく、勢いきおいよく空をたたいた。

　拓真は、見た。

　風が紅ぐ蓮れんに染そまっているのを。

　灼しやく熱ねつの風が、周囲のあらゆる物をまとめて薙なぎ払はらっていた。

　拓真は地面すれすれまで上体を低くして、滑すべるように床ゆかを駆かける。風の攻こう撃げきをかいくぐり、ルナの背はい後ごへ回り込もうとする。

「背中なんて取らせると思うの？　ちょーっと私を馬ば鹿かにしすぎかな」

　フェネクスがぐるりと体を回転させ、拓真の進行方向へと立て続けに炎の弾だん丸がんを放った。

　それらの攻撃は拓真には当たらない。

　フードコートに密みつ集しゆうしていた飲食店に、次々と着ちやく弾だんしていく。

　すでに従じゆう業ぎよう員いんの避ひ難なんは終わっているらしく、さいわいにも人命の心配はなかった。

　厨ちゆう房ぼう内ないは凄すさまじい勢いで炎えん上じようしている。カウンターの上を抜ぬけて厨房に着弾したことで、フライヤーや予よ備びの業ぎよう務む用よう油あぶらに引火したのだ。

　その現げん象しようは、フードコート内のすべての飲食店で同時に起きている。

「あははっ。ド派は手でに燃えてるね。映画の演えん出しゆつみたい」

「何言ってるんだ？　本当の演えん出しゆつはここからだぞ」

　拓たく真まが不ふ敵てきに笑う。

　その瞬しゆん間かん──すべての店の厨ちゆう房ぼうの天てん井じようから真っ白な粉末が噴ふん射しやされた。

「なっ……!?」

　厨房に取りつけられた自じ動どう消しよう火か設せつ備びが作動したのだ。十を超こえる店てん舗ぽで同時に噴ふん出しゆつした粉末は厨房だけでなく、煙えん幕まくとなってフードコート全体に広がっていく。

「くっ……ごほっ、けほっ……！　消火装置をむりやり作動させるって、なんて無茶を……！　でも、こんなちんけな粉末で私のフェネクスは消えたりしないよっ」

　視し界かいを奪うばわれながらも、ルナは気き丈じように声を張はり上げる。

「たしかに殺せないかもしれないが……性せい能のうを落とせれば、それでいい」

　煙幕にまぎれて、拓真はルナの眼がん前ぜんに肉にく薄はくする。

　渾こん身しんの、左。拳こぶしが細身の体に突つき刺ささる。

（〝解析アナライズ〟）

　脳のう内ないに情じよう報ほうが流れ込こむのを感じつつ、拓真はバックステップで距離をとる。

　名前はルナ・フェルマー。ドイツ出身。無む所しよ属ぞく。契けい約やく霊れい体たいは大だい悪あく魔まフェネクス。身長百三十八センチ、体重三十五キロ。そして──年ねん齢れい、二十歳さい。

（二十歳？　この子が？）

　それから、もうひとつ。聞いたことのない単語が脳内に入り込んだ。

〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟──なんだ、それは？　と思う。〝解析〟が読み取れるのは単語の羅ら列れつのような断だん片ぺん的てきな情報のみだ。その単語は、拓真の知ち識しきの中にはなかった。

（いや、考えるのは、あとだ）

　首を振ふり、雑ざつ念ねんを振り払はらう。

「あぐ……くはっ」

　ルナは苦く悶もんの声を洩もらして動きを止めた。そこへ、拓真は畳たたみかける。

　撫なでつけるような、ほんのささやかな動作。ただそれだけで、ルナの両りよう腕うで両りよう脚あしの骨ほねが折れた。

「う……ああああああああああああっ！」

　金きん属ぞくを引き裂さくような甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡わたる。ルナは、床ゆかの上をのたうち回る。そんな敵てきの姿を冷静に見下ろして。その腕を炎ほのおが覆おおい尽つくしていくのを確かく認にんして。

　拓真は踵きびすを返して、急いでミトラのもとへと戻もどった。

「拓真……やったのですか？」

「いや、まだだ。やっぱりあいつは倒たおせない。体の外側、内側に関係なく、どんなダメージでも回かい復ふくされる」

「それでは……」

「逃にげる。それしかない」

　きっぱりと断だん言げんすると拓たく真まはミトラの腕うでを引いて走り出した。

「ううっ、ああああああああっ！　いった……痛いたいっ……くうっなんてっ……ことっ……！　許ゆるさないっ、許さないっ、許さないんだからっ！　うわああああああああああ！」

　憎ぞう悪おに満ちたルナの叫さけびがこだまする。

　拓真はミトラの腕うでを引き、わき目もふらずにフロアを駆かけ抜ぬけていった。
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　翌よく日じつ。中立区画のショッピングモール火か災さい事じ件けんは各種メディアで取り上げられた。

　しかしそのいずれもが飲食店の業ぎよう務む用よう油あぶらに引火しての事じ故こであると報ほう道どうしていて、悪あく魔ま契けい約やく者しやの関かん与よは伏ふせられていた。あれだけたくさんの目もく撃げき者しやがいたにもかかわらず情じよう報ほうが洩もれていないのは、よほど厳げん重じゆうな箝かん口こう令れいが敷しかれているのだろう。

　当然だ。祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいが現げん場ばに到とう着ちやくしたとき、すでにルナ・フェルマーの姿すがたはなかった。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいの存そん在ざい意い義ぎは悪魔契約者を取り締しまり、悪魔を滅めつすること。

　悪あく魔ま祓ばらいの技わざを共有し、研究を進めることを目的とした宗しゆう教きよう都と市しが、悪魔契約者をみすみす逃のがしたなどという事実が知れたら国からの援えん助じよが削さく減げんされるだけでなく世間から糾きゆう弾だんされる。

　悪魔の存在が世せ間けん一いつ般ぱんに認にん知ちされたことで宗教や祓魔師の地位は飛ひ躍やく的てきに向上したが、同時に民みん衆しゆうの注目を浴あびることとなり、常つねにイメージの悪化を怖おそれなければならなくなっていた。

「というわけだが、そのルナ・フェルマーについてはもっと面白い裏うらがありそうだね」

　室内にはどこか楽しげな男の声と、ぱたり、とかるたをめくる音だけが鳴っていた。浅あさ葱ぎ色いろの着流しの袖そで口ぐちを丁てい寧ねいに押おさえながら、目元を覆おおい隠かくす仮か面めんのずれを直す。

　男の名前は、影かげ縫ぬい。私立祓ふつ魔ま学がく園えんの理事長だ。

　私立祓魔学園職しよく員いん棟とうビルの最上階。理事長席の高こう価かな椅い子すに腰こしかけた影縫の背はい後ごには、真っ青な空が広がっている。鳴なる神かみ市しの全ぜん貌ぼうが模も型けいのように小さく見えた。

「面白いもんかよ。こっちは死にかけてるんだ」

　拓真は唇くちびるを曲げ、吐はき出すように言った。

「そうカリカリするものじゃない。ほうら、可か愛わいいだろう、これ」

　かたわらに置かれていたとかげのおもちゃに頬ほおずりする。目玉を飛び出させて、ぐえ、ぐえ、と気味の悪い鳴き声をあげる。

　半歩引いたところにいたミトラがまた一歩、怯おびえたように拓真の背せ中なか側がわにすり寄よった。

　薄うす暗ぐらい理事長室。所ところ狭せましと飾かざられた妖あやしげな民芸品が異い様ようさを演えん出しゆつしている。

「滅ほろびた古代文明や秘ひ境きようの部族の中には我われ々われのまだ知らない信しん仰こうもあるからね。やはり真理の探たん究きゆう者しやたる学者としては、こういった未知の品々を愛さずにはいられんのだよ」

「話が逸それてる。今はルナ・フェルマーの話を」

「しているさ。彼女はドイツ出身なのだろう？　ドイツはかつて学問の国だったじゃないか。今でも医学や自然科学の分野では先せん端たんを行っている」

「まあ、そうだけど」

「ルナ・フェルマーの異い常じような回かい復ふく能のう力りよく、外がい見けん年ねん齢れいと実年齢とのあきらかな不ふ一いつ致ち。これは医学の分野だと思わないかね」

　影かげ縫ぬいはおどけたように肩かたをすくめ、袖そでから抜ぬいた一枚まいの紙を拓たく真まへと差し出した。新聞紙の切り抜きだ。

「ドイツ語の新聞だが、きみなら読めるだろう？」

　拓真は受け取る。左ひだり腕うでがすみれ色に輝かがやいた。

「……理り解かいした」

「なんて書いてあるのですか？」

　ミトラが背せ中なかからひょっこりと顔を出した。

「白しろ十じゆう字じ教きようのドイツ教区で立て続けに教会が襲しゆう撃げきされたらしい。犯はん人にんは不明だが、被ひ害がい者しやは、誰だれもが全身を焼かれている。建物もすべて燃もやされていた」

「つまり、この犯人がルナ・フェルマー、ということですか？」

「だろうな。目もく撃げき情じよう報ほうの犯はん人にん像ぞうとルナの特とく徴ちようも一いつ致ちしてる。教区長は行方不明になっていて、事実上、ドイツ教区は壊かい滅めつ状じよう態たいみたいだ」

「ああ、それは噓うそだよ」

　影縫が軽い調子で訂てい正せいする。

「新聞に安あん否ぴや避ひ難なん場ば所しよを書くと犯人にヒントを与あたえかねないから、教区長はまだ行方不明ということにしてあるのさ」

「ヴァチカンにでも避難してるのか？」

「いいや」

　影縫は首を振ふり、背後の窓まどの外へと親指を向けた。

「逃とう亡ぼう先さきは、ここだ」

「なんだと……？」

「えっと……？」

　拓真は目を見開き、ミトラは首をかしげた。

「白十字教の鳴なる神かみ教きよう区くに受け入れを要よう請せいしたらしい。私も話を聞きたかったんだがね、強ごう情じように白十字教内の問題として処しよ理りする、と言い張はられてしまってね。困こまったものだよ」

「もし、ルナ・フェルマーがドイツ教区に何らかの恨うらみがあって、教区長をつけ狙ねらってるとしたら……奴やつの最終的な目的は教区長の殺害かもしれないのか」

「おそらくはそうだ」

　不気味なとかげのおもちゃを弄もてあそびながら影縫がうなずく。ぐえ、ととかげが鳴く。

　ミトラがごくりと喉のどを鳴らした。

「では、ルナ・フェルマーの言っていた〝協力〟とは……」

「教区長の殺害を手伝わせるつもりだろうな」

　拓たく真まはあっさりと言い、うなずく。

「白しろ十じゆう字じ教きようのお偉えらいさんクラスになると契けい約やく霊れい体たいも相当なモノだろうし。神かみ喰くらいの〝聖霊ミスラ〟ぐらいでないと倒たおせないのかもしれない」

　影かげ縫ぬいもうなずく。

「炎ほのおの霊鳥フェネクスで倒せないとなると、教区長は炎を司つかさどる天使と契約してるのかもね」

「そういえば、〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟って何のことだかわかるか？」

　拓真はルナから読み取った情じよう報ほうを思い返し訊たずねた。ぐえ、とこれまでになく大きな声でとかげが鳴いた。腕うで組ぐみのような格かつ好こうで着流しの袖そで口ぐちに両腕を隠かくして、影縫は背せもたれに深く寄よりかかる。

「それは、ルナ・フェルマーの持つ魂たましいの情報のひとつかい？」

「ああ」

「ふむ。ドイツ教区。フェネクス。〝生体霊枢核〟か──うん、これは根深そうだ」

　影縫はきいと椅い子すを鳴らして顎あご先さきを軽く撫なでる。そのまま黙だまり込んでしまい、結局、質しつ問もんには答えなかった。

　拓真は仕方なくもうひとつの話題を切り出す。

「それとあんたにひとつ頼たのみがある。というか、今日はそのために来た」

「ほう？」

「ルナの件けんが解決するまでの間、〝聖霊〟の使用を許きよ可かするよう聖せい職しよく者しや協きよう会かいにかけ合ってくれないか」

「無理だね」

「どうして」

「もうやったのさ」

　影縫がにべもなく言い放ち、拓真は口を噤つぐんだ。

「きみ達が狙ねらわれたと知り、私はすぐに動いた。半数の七聖人は『やむをえない』と判はん断だんしたが、強固な反マイトレヤ派はが認みとめなかった」

「……ふざけるなよ」

　拓真は拳こぶしを震ふるわせ、静かに言う。

「命を狙われたんだぞ。自じ衛えいするための牙きばを抜かれたまま、おとなしく死ねっていうのか？」

「彼らの言い分は、そうだ」

「くっ」

　影縫の容よう赦しやのない物言いに拓真は唇くちびるを噛かんだ。

　わかっていたはずなのに、と思う。聖せい職しよく者しや協きよう会かいには柔じゆう軟なんな対たい応おうなどという発想はない。己おのれの正せい義ぎに頑かたくなに忠ちゆう実じつ。たとえそれが一人の少女の死と天てん秤びんにかけられたとしても、彼らの意思は変わらないだろう。

　仮か面めんに隠かくれた目はどんな色をしているのか、影かげ縫ぬいは感情の読めない落ち着いた声で言う。

「だからこそ、我々擁よう護ご派ははきみを護ご衛えいにつけた。祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいもきみ達の周辺に配置しておくが、白しろ十じゆう字じ教きようの一教区を壊かい滅めつさせるような子を相手にどこまでやれるかはわからない」

　影縫が言い終えるよりも先に、拓たく真まはくるりと背せ中なかを向けていた。ミトラの背中を──正せい確かくには祭さい壇だんを、だが──軽く押おして、部屋を出ようと促うながした。

　その背中に、影縫は真しん摯しに語りかける。

「きみは聖せい職しよく者しや協きよう会かいが嫌きらいだろうし、私も好かれていないだろう。だが、これだけは言わせてほしい」

「なんだよ？」

「あの件けんを繰くり返すつもりは私にはない。私は、きみやミトラ君の味方だ。無事に入学式を迎むかえられるようにと、願っているよ」

「そうかよ」

　拓真はただ一言、突つき放すようにつぶやくと、ミトラとともに理事長室を出た。

　ミトラは拓真の横顔を見上げて、数度、憂うれうようにまばたきした。
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　無数の唇くちびるが虚こ空くうに浮うかんでいる。

　その奇き妙みような空間の中心で、少年は十じゆう字じ架かに磔はりつけにされていた。

　全身を武ぶ骨こつな拘こう束そく具ぐで固められ、どの部位を動かすこともできなかった。

　色も、形も、紡つむぐ言語も異ことなる、さまざまな唇が次々と口くち汚ぎたない言葉を吐はき出した。その罵ば声せいは逃にげることを許ゆるされない少年に容よう赦しやなく降ふりかかる。

　少年はただおだやかにその声を受けるがままになっている。

　そして、拓真は。

　その光景を、箱の外から眺ながめることしかできなかった。




　目を覚ました拓真は、窓まどから射さしこむ陽光に目を細め、軽く息をついた。寝ね汗あせに湿しめった服がべたりと体に張はりつくだけで体に異い常じようはない。

　見み慣なれた寝しん室しつを振ふり返り、拓真は安あん堵どに胸むねを撫なで下ろす。

　よかった。あれは現げん実じつじゃない。

　ポケットから取り出したスマートフォンを確かく認にんすると、時刻は午後三時。日付は変わっていない。影かげ縫ぬいの理事長室から帰ってきた後、うたた寝ねをしてしまったらしい。

　メールが一通届とどいていた。影縫からのメールで、祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいの少数を洋館の近くに待機させているとのことだった。学校の仕事が終わる夕方には、サヴァトリィも寄よ越こしてくれるらしい。

　了りよう解かい、とだけ打って返信する。

「シャワー。浴びたいな」

　拓たく真まは着き替がえを抱かかえると、「うへえ」とシャツの襟えり首くびを引っ張ぱりながら部屋を出た。

　ふとミトラの寝しん室しつのドアがすこしだけ開いているのが目に入った。不用心だな、と思いつつ、ドアを閉しめておこうと手を伸のばすと、室内にいたミトラが振ふり返った。

「あっ、ごめんなさい。気づきませんでした」

　拓真が訪たずねてきたのだと勘かん違ちがいしたのか、ミトラはあわてて立ちあがり、駆かけ寄よってくる。

「どうしましょう。中、すごくちらかってます」

「いや、俺はべつに用事があったわけじゃ」

「そんなっ、気を遣つかわせてごめんなさい。えっと、その、どうぞ」

「……そこまで言うなら、まあ」

　あまりにも恐きよう縮しゆくされ、誤ご解かいだと説得する気も失せて、拓真はおとなしく流された。浮うき世よ離ばなれしたミトラの部屋がどんなものかという興きよう味みもすこしあった。最初にミトラの部屋に入った時は暗かったし、宗しゆう教きよう色しよくの強い光景を見たくない気持ちがあり、目をそらしていた。

　おずおずと扉とびらが開かれ、部屋着用のゆったりしたワンピース姿すがたのミトラに迎むかえられた。さすがに部屋の中では背せ負おっていないようで、祭さい壇だんはベッドの脇わきにちょこんと置かれている。

　室内に足を踏ふみ入れた拓真の前に広がっていたのは、荷物、荷物、荷物。無数の段だんボールの山が広いはずの寝室を半分近く埋うめていた。

　天てん蓋がいつきのベッドやカーテンや机つくえ。拓真の部屋とあまり変わらない様子だった。

　むしろ、変わらなさすぎるとでも言うべきか。

「ふつうだな。怪あやしい儀ぎ式しき道どう具ぐとか飾かざられてるのかと思った」

　出会ったときのことを思い出して、拓真はぼんやりと感想を述のべる。

「あれらの道具はそこの段ボールにしまってあります。儀式のときにしか出さないのですよ」

「なるほどな。あと、女子の部屋って、もっとこうファンシーな空間だと思ってた」

　精せい緻ちなビスクドールのような銀色の少女を見下ろしながら、拓真はぽつりとつぶやく。

　ミトラ自身が人形めいていることもあり、てっきり部屋はぬいぐるみで溢あふれていたり、壁かべ紙がみやカーテンは鮮あざやかな桃もも色いろで彩いろどられているのではと予想していたのだ。

「わたし、山やま暮ぐらしでしたから。おしゃれな飾りとか、そういうのはよくわからないのです」

「パソコンは持ってるんだな」

　机の上にはパソコンが置かれていた。ノートではなく据すえ置き型のしっかりしたパソコンだ。ディスプレイの脇わきにはウェブサイト作成や画が像ぞう加か工こうソフトのノウハウ本が積まれている。

「大事な商売道具です」

　小さな胸むねをぐっと張はって、ミトラは得意げに言った。

「商売？」

「気になりますかっ」

　拓たく真まが首をかしげ、ミトラは嬉うれしそうに身を乗り出した。

「いやべつに」

「……そう、ですか」

　しゅん、とうつむく。

　あまりにも激はげしいテンションの落差に、胸の内にむずがゆさを覚える。

　拓真は、仕方ないな、と肩かたをすくめて、

「うそ。気になる。なんだ、商売って」

　と質しつ問もんし直してやることにした。

　すると、ミトラは現げん金きんにもころりと笑顔を取り戻もどし、

「えへへっ。見てください。最近、ようやく憶おぼえたのですよ」

　小動物のような動きでパソコンに飛びつき、マウスを動かした。

　画面上でカーソルが動き、ウェブサイトのページが切り替かわる。

『マイトレヤ教公式ページ』

　色しき彩さい豊ゆたかなロゴが画面の中で踊おどっていた。ところどころにデフォルメされた動物のキャラがいる。細部まで作りこまれた力作だ。

　何かを期待するような眼まな差ざしで、ミトラがちらちらと拓真の顔をうかがう。

　拓真は頬ほおを掻かきつつ、最初に浮うかんだ言葉を素す直なおに口にした。

「愉ゆ快かいなページだな」

　宗しゆう教きようというよりも、テーマパークの紹しよう介かいページに近い。

　皮肉まじりの発言だったのだが、ミトラはぱっと表ひよう情じようを明るくした。

「そう言ってもらえて嬉うれしいですっ」

「でも、意外だな。パソコン、使い慣なれてるのか？」

「霊れい峰ほうにも電波とか電気ってちゃんと通ってるのですよ。お師し匠しよう様さまが財ざい力りよくに任まかせてむりやり通したとかで……お師匠様からの教育なんかは、ほとんどビデオチャット越ごしでしたし」

「仙せん人にんも現げん代だい化かが進んでるんだな」

　感心したように拓真が言うと、ミトラは素直に嬉しそうにはにかんだ。

　そのとき、拓真の脳のう裏りにふと疑ぎ問もんが浮うかぶ。

「マイトレヤ教の勧かん誘ゆうページって作っても問題ないんだな。聖せい職しよく者しや協きよう会かいにいちゃもんをつけられたりしないのか」

「邪じや教きよう指し定ていされても、勧誘活動は禁きんじられていないのですよ。あくまでも聖職者協会が定めた公こう認にん宗しゆう教きように認みとめられず、聖せい職しよく者しやが集まる会合などに参加できないだけで……一いち応おう、信しん仰こうの自由というものはありますし」

「なら、七しち聖せい人じんにならなくても、好き勝手に再さい興こうすることもできるんじゃないか？」

「公認宗教でないと、勧かん誘ゆう活かつ動どうに制せい限げんがあるのです。サイトや街がい頭とう演えん説ぜつ、ビラ配りくらいなら許ゆるされるのですが、マスメディアの利用や百人規き模ぼ以上の集会などが禁きん止しされていますし……それに」

　いったん、言葉を区切る。

　そして、ミトラはぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて、

「やはり胸むねを張はって再興するには、こそこそするのではなく世界に認みとめられるようにしなければと、そう思うのです」

　堂々と言い切った。

　その姿すがたが眩まぶしくて、拓たく真まは思わず目を細める。

「……そうか。頑がん張ばってるんだな」

「はいっ。あと、実は公認宗教として申しん請せいするには信者が最低でも七人必要でして。学園卒業までの間に信者だけでも集めることができれば、そのあとのことがスムーズに進むのではないかと考えているのですよ」

「邪じや教きよう指し定ていを解といたらすぐにでも復ふつ活かつできるように地じ盤ばんを整えておくってことか。それにしても、七人とはまた中ちゆう途と半はん端ぱな数字だな」

「聖職者協会は、七、という数字にこだわっているみたいですね。七聖人も、七人以上に枠わくを増ふやすつもりはなさそうですし」

　七、という単語でパッと思い出したのは、昨日の玖珂暁の言葉だった。妄もう言げんじみた、最後の七日間という言葉が、頭の中でふわふわと浮ういている。

「でも、マイトレヤ教にとっては、ちょうどいいのですよ」

「ちょうどいい？」

「信者には七つの位階があるのです。儀ぎ式しきでの役やく割わりなどが違ちがうのですが、花はな嫁よめ、兵士、大おお烏がらす、獅し子し、民、太陽の使者、父といった位階がありまして……ちょうど一人ずつ埋うめることができれば、申請の条じよう件けんも満たせるのです。効こう率りつ的てきです」

　拓真は、へえ、と意地悪な顔になった。

「効率なんて言葉が出るとは。意外といろいろ考えてるんだな」

「ううっ、わたし、そんなに考えなしに見えますか」

「すまん、かなり」

　正直に答えるとミトラはまた涙なみだ目めになってしまう。

　しかしすぐに気を取り直したようにぎゅっと拳こぶしを握にぎり、

「でも、こうして活動の余よ地ちを残してもらえてるのは、本当に助かります」

　ミトラは屈くつ託たくなく笑う。

　笑うことができている。

　それはとても尊とうといことだと拓たく真まは思う。

　だから拓真は胸むねの内に浮かんだ野や暮ぼな批ひ判はんを封ふうじ込こめた。

（聖せい職しよく者しや協きよう会かいがそこまで素す直なおな組そ織しきとは思えない）

　おそらくはミトラのために、彼女の師し匠しようや影かげ縫ぬいが強く掛かけ合ったのだろう。反マイトレヤ派はにとっては喜ばしい状じよう況きようではないはずだ。

　が、そんな後ろ向きな思考は自分の中にしまっておけばいい。希望に浸ひたるミトラに水を差しても、何も良いことなんてない。

　ミトラは拓真の表ひよう情じようの変化に気づいておらず、決意を感じさせる声でつぶやいた。

「まだまだ閲えつ覧らん数すうも少ないですが……こつこつやっていけば、いつかきっと芽めは出ます」

「……だと、いいけどな」

　歯切れの悪い調子で言って、拓真はうなずく。

　微び妙みような反はん応のうの拓真をミトラはしばらくじっと見つめてから、ふいに、ぽんと両手をたたいた。

「そうです。拓真も信者になってみませんかっ」

「は？」

　どうしていきなりそんなことを言い始めたのか拓真には理り解かいできない。

　ミトラは拓真の右みぎ腕うでを数珠じゆずの上からそっと触ふれて、優やさしげに目を細めた。

「これまでに、たくさん横顔を見てきましたが……拓真はたぶん、何かを抱かかえています。それはきっと、わたしには想そう像ぞうできないぐらいの、つらいこと、だと思うのです」

「……だとしたら、なんだって言うんだ？」

「マイトレヤ教の教きよう義ぎの中には、今を心安らかに生きるための教えも、あるのですよ。慰なぐさめになるかはわかりませんが、教きよう祖そとして、胸むねを張はっておすすめできます」

「いや、俺は」

「聖職者が嫌きらいだということは、理り解かいしてます。もしかしたら、護ご衛えいの依い頼らいがなければわたしなんかにかかわりたくないかもしれません。でも」

「気持ちだけもらっておく。だけど、すまん」

　拓真はミトラの手を丁てい寧ねいに振ふりほどいた。残念そうにうつむくミトラから気まずそうに目を逸そらして、そのまま立ち去ろうとする。が、服の裾すそを引かれて拓真は立ち止まる。

　振ふり返るとミトラはうつむきがちなまま、小さな声で切り出した。

「ごめんなさい。すこし恩おん着きせがましい言い方になっていました」

「気にしてない。ただ、やっぱり俺に宗教は、無理だ」

「はい。なので、強きよう制せいはしません。ただわたしの本当の気持ちを知っておいてください」

　すう、と深しん呼こ吸きゆうする。ワンピースの胸むな元もとが空気を吸すって、わずかに膨ふくれる。そして、緋ひ色いろの瞳ひとみに強い意い志しを宿らせた。

「わたしは拓たく真まが好きなのです。だから、拓真にも同じようにマイトレヤ教を好きになってほしいと、思えたのです。変な説得の仕方をして、ごめんなさい」

　あまりにもまっすぐな告白に拓真は面めん食くらった。どう返事をしたものかと困こん惑わくしてしまう。

「え……っと？　とりあえず、ミトラ」

「……はい？」

「男とそういう関係になるのはまずいって、この前、言ってなかったっけか？」

「え？」

　ミトラはきょとんとして、数秒の間を置いて、かぁぁっと一気に顔を赤くした。

「あっ……ちちっ、違ちがうのですっ。これはそういう意味ではなく、ええとあのその、家族としてと言いますか、人としてと言いますかっ」

「ああ、そっちの意味か。いきなり何を言い出すのかと思ってびっくりした」

　裾すそをつかんでいるのとは逆ぎやくの手で、ミトラは自分の胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめる。祈いのるような仕し草ぐさで滔とう々とうと言葉を紡つむいだ。

「正直に告白すると、すごく、すごく怖こわかったのですよ。七歳さいのときに故こ郷きようが焼かれて、それからずっと一人で生きてきたので……他人と生活するって、どれだけ怖いことなんだろうって。びくびくしていました。お師し匠しよう様さまはいましたけど、二日以上、他人と顔を合わせて生活するのは、拓真が初めてなのです」

「……」

　拓真は黙だまってミトラの言葉を聞いていた。ミトラはよどみなく続ける。

「でも、拓真はちょっと冷たいですけど、優やさしくしてくれてます。感かん謝しや、してるのですよ」

　ミトラは胸むねの内を絞しぼり出すようにそう告げた。

　最初に比くらべれば、表ひよう情じようはかなりやわらかくなっている。まだまだ人形のような淡たん白ぱくさは残っているが、それはおそらく、長い間、あまり他人と顔を合わせていなかったせいで感かん情じようの出し方がわからないだけなのだろう。

　自分はどうだろう、と拓真は思う。

　聖せい職しよく者しやは、好きじゃない。翠すい花かやサヴァトリィに対しても、聖職者を意い識しきしてしまう瞬しゆん間かんは、どうしても微び妙みような気持ちになってしまう。

　常つねにマイトレヤ教の象しよう徴ちようたる祭さい壇だんを背せ負おい、邪じや教きようの教きよう祖そという立場がついて回るミトラは、自分の中でどういう位置に置くべきなのだろうか。

　とはいえ、ここまで素す直なおに懐なつかれておきながら冷たく突つき放せるほど、拓真は冷血漢に徹てつすることができない。だから、ミトラの銀色の頭にぽんと手を置いて、言う。

「俺も人としてミトラが嫌きらいなわけじゃない。ただ、信者にはならない。なれない。それだけは理り解かいしてくれると、助かる」

「……はい」

　肩かたを落としてつぶやくミトラは残念そうでありながらも、ほんのりと頬ほおを染そめて、安あん堵どの息を洩もらしている。

「シャワーを浴あびてくる。ルナの件けんもあるし、何か異い変へんがあったらすぐに声をかけろ」

「わかりました。あっ、あのっ」

「ん？」

　部屋を出ようとしたところで呼よび止められて、拓たく真まはまた振ふり返る。

「ルナ・フェルマーも、そうですが。護ご衛えいのお仕事……あまり無理をしすぎないでください。親しくなった人が傷きずつくのは、あまり見たくありません」

「善ぜん処しよするさ」

　そう言い残してミトラの部屋を出ると、拓真は息を吐はき出して手の汗あせをズボンで拭ぬぐった。右みぎ腕うでに巻まかれた数珠じゆずがかすかに軋きしむ音がする。

（ここまで心を動かされたのは、久ひさしぶりだな……あやうく、知りたくなるところだった）

　右腕をぐっと押おさえ込こんで拓真は、鼓こ動どうを落ち着けると、ポケットからスマートフォンを取り出した。

「すっきりしたいときは……ひさびさに、ヤるか」

　そうつぶやいて、拓真はひとつの番号にコールする──




　　　　＋　＋　＋




「ふふん。いつまでも、あんたに泣かされてた比ひ良ら坂さか翠すい花かだと思わないことね。あたしの下でひいひい言わせてあげるわ」

　洋館の中庭に翠花の得意げな声が響ひびいた。

　夕明かりが、快かい活かつに揺ゆれる黒くろ髪かみのポニーテールを赤く照らしている。

　中学時代の体たい操そう服ふくは成長した翠花の体をきつく締しめつけていた。胸むねの部分はぱんぱんに張はりつめているし、ブルマもやや食い込こんでいる。前ぜん屈くつや屈くつ伸しん運うん動どうをするだけで大きな胸が揺ゆれ、上着がめくれてへそが覗のぞく。
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「風ふう神じんと雷らい神じん、使っていいぞ。心配しなくても、殺したりはしない」

　そんな翠花と正面から対たい峙じして、拓真はつとめて冷静に言った。

　挑ちよう発はつ的てきな翠花の服ふく装そうに目がいかないわけではなかったが、拓真にとって、戦せん闘とう相あい手ては意思を持つ人形だ。そういうふうに、意い識しきしている。だから、性せい的てきな魅み力りよくなども、頭をよぎることはあっても、すぐに振ふり払はらう。

　そんな拓真の態たい度どが気に入らなかったのか、翠花は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「そうね。むかついてきたら使うわ。でもまずは、対等に勝負よ」

　腰こしを落として、半身の構かまえを取る。

　比ひ良ら坂さか家は日に本ほん神しん道とうの名門だが、合気道の道場も経けい営えいしている。そして翠すい花か自身も、黒くろ帯おびの有ゆう段だん者しや。拓たく真まも何度か稽けい古こを受けたことがあるが、こと合気道の演えん舞ぶでは翠花よりも美しい型を披ひ露ろうできたためしがなかった。

　合図はない。そんなものは必要なかった。呼こ吸きゆうだけで互たがいに開始の意図は伝わっていた。

　拓真は疾しつ駆くし、翠花は双そう眸ぼうを細めた。

　地面を抉えぐるような鋭するどい踏ふみ込こみ。一いつ瞬しゆんで翠花との距きよ離りが消える。ごっ、と拳こぶしが空気を裂さく。

　捉とらえた。そう認にん識しきした直後、拓真は宙ちゆうを舞まっていた。翠花に投げ飛ばされたのだと判はん断だんするよりも早く、空中で体をひねり、側頭部へと蹴けりを入れる。あごが引かれ、躱かわされる。

「はぁっ！」

　拓真の蹴りをやりすごすと、翠花は一歩踏み込んだ。宙に浮いたままの拓真に掌しよう底ていをたたきこもうとする。その腕うでを器用に搦からめ取ると、拓真はそのまま強引に腕を引いた。

　己おのれの掌底の力と重力に逆さからわない拓真の動きに引っ張ぱられ、翠花は地面に吸すい寄よせられる。

　ずん、と。砂すな埃ぼこりが舞い上がる。

　拓真は翠花の腕をきめて、その体を完全に組み伏ふせていた。

「受けに徹てつしてればよかったのに、攻せめっ気けを出すからこうなるんだよ」

「ぐ、ぬぬぬ」

　翠すい花かは悔くやしそうに歯ぎしりする。

「合気道で強いってことは、お前の才さい能のうの本ほん質しつは〝待ち〟とか〝流れを読む〟とか、そういうところにあると思うんだが……どうして性せい格かくは攻こう撃げき的てきなんだ」

「うっさい。攻撃役のほうが華はながあるでしょ」

「華って、あのな」

　子どものような翠花の言い分に、拓たく真まが呆あきれた息を吐はき出す。

「そんなに言うなら見せてあげるわよ。あたしの攻撃の才さい能のうも、ねっ」

　組み伏ふせられたまま翠花は左手で下半身に手を伸のばした。ブルマのゴムに挟はさんでいた二枚まいの呪じゆ符ふを引き抜ぬくと、瞬しゆん時じに練ねり上げた魔ま力りよくを注ぎ込み、すばやく詠えい唱しようした。

　具ぐ象しよう魔ま術じゆつ。二枚の呪符が霊枢核コアとなり、霊れい体たいが血肉を得る。白と黄色、それぞれ特とく徴ちよう的てきな毛を持った二匹ひきの狛こま犬いぬが現あらわれた。

　低い唸うなり声をあげて、拓真を睨にらみつけている。

「これを待ってた。死なない程てい度どに本気でやり合おう」

「上等よ！　風ふう神じん、雷らい神じん！」

　翠花の掛かけ声に応おうじて二匹の狛犬が左右、べつべつの方向に疾しつ駆くした。

　拓真は左右に視し線せんを走らせ、一瞬の逡しゆん巡じゆんの後に、地面を蹴った。

　雷神と同じ方向へ。

　その背せ中なかを追いかけるように風神の風の斬ざん撃げきが襲おそいかかる。それを、拓真は背はい後ごを振ふり返ることもなく、わずかに体をずらすことであっさりと回かい避ひした。

　眼がん前ぜんには、四し肢しを踏ふん張ばり、全身に紫し電でんを走らせる雷神の姿すがた。大口を開けて、ばち、ばち、と電気を迸ほとばしらせた口こう腔くうを覗のぞかせている。そして──放たれた。

　閃せん光こう。長なが槍やりのような攻撃が、拓真へと迫せまる。

　落雷のような轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。

　敷しき地ちを囲う外がい壁へきに大おお穴あなが穿うがたれ、焼け焦こげた痕あとから煙けむりが上がる。だが、その攻撃線上に拓真の姿すがたはなかった。

　標的を見失い、身を屈かがめて、周囲を見み渡わたそうとした雷神の顔に濃こい人ひと影かげが覆おおいかぶさる。大きく上げた拓真の脚あしが、勢いきおいよく振ふり下ろされた。

　ずん、と。武ぶ骨こつな安あん全ぜん靴ぐつが雷神の首にめり込こむ。狛犬は、声をあげることもできずに倒たおれた。

「オオオオオオオオオ────ッ！」

　吹ふき荒れる風のような咆ほう哮こうとともに風神が地を駆かけた。風の刃やいばを乱らん雑ざつに放ちながら、地面を滑すべるように、それこそ、風に乗るように拓真へと迫せまる。

　大たい樹じゆを切り裂さき、大地を削けずる、獰どう猛もうな攻撃の嵐が拓真の体を切り刻きざもうとする。

　拓真は、動かなかった。

　ただ──すみれ色の光を帯びた右みぎ腕うでをまっすぐに突つき出しているだけだった。

　目に見えない刃やいばは拓たく真まの身を切り裂さくことなく、眼がん前ぜんで完全に霧む散さんしていた。次々と風の刃は放たれるが、すべての攻こう撃げきは、拓真に届とどく前に打ち砕くだかれている。

　そのことに気づかずに、ひたすら突とつ進しんしてくる風ふう神じんに、拓真は正面から対たい応おうした。牙きばを軽く躱かわして、首くび筋すじに手刀を落とす。

　風神もまた、低い呻うめきとともに地に伏ふした。

「まあ、こんなところか」

　二匹ひきの狛こま犬いぬをあっさり制せい圧あつして、拓真は言った。

　すると、いつの間にか立ちあがっていた翠すい花かが、むうーっとむくれている。

「あ、あたしのとっておきを、こんなに簡かん単たんに倒たおしてくれちゃって……！」

「いや、簡単じゃなかった」

　翠花の過すぎた評ひよう価かを、拓真は淡たん々たんと訂てい正せいした。

「風神の攻撃はそのへんの風を操そう作さしてるだけだったから、空気に触ふれて〝解析アナライズ〟を使っておけば、いつでも〝分解〟できた。だから雷神を先に潰つぶすべきだって判はん断だんできた。でも、雷神も遠えん距きよ離り攻こう撃げき型がただったから、たまたま勝てただけだ。近距離に強かったら、危あぶなかった」

「その冷静な感じがすっごいむかつくっ。あーもう！　どうして勝てないのよっ」

　ハンカチを持っていたら噛かみちぎってしまいそうな顔で、翠花はわめく。

　そして、何を思ったのか、いきなり拓真へと突進してきた。

「かくなる上はあたしの手で倒たおす！」

「あのなあ。さっきも言ったけど」

「問答無用！　覚かく悟ご──ッ！」

　次の瞬間、翠花の体は軽々と宙ちゆうを舞まっていた。

「ふきゃ!?」

　と面白い声をあげて地面に落ちた幼おさななじみに、拓真は呆あきれたように言った。

「お前の才さい能のうは〝受け〟にあるって言ってるだろ……正直、〝攻せめ〟じゃ相手にならない」

「拓真のばかああああっ、鬼き畜ちくううううううっ。いっつもあたしばっかり攻められて悔くやしいっ。たまにはあたしにも攻めさせなさいよっ」

　じたばたと子どものように暴あばれる。

　やがて、ぴたりと動きを止めて、はあはあと呼こ吸きゆうを整える。汗あせに濡ぬれた前まえ髪がみを横に払はらって、翠花は大きな胸むねを規き則そく正ただしく上下させた。体たい操そう服ふくも汗でずっしりと湿しめっている。

　ごろんと転がって、翠花が拓真のほうへ顔を向けた。

「こうやって稽けい古こするの久ひさしぶりよね」

「ま、そうだな。お前、山にこもってたし」

「修しゆ行ぎようしたし、すっごい霊れい体たいとも契けい約やくしたし、今度こそ勝てると思ったのに。悔しい」

「実戦ならわからないだろ。風神も雷神も強すぎるから、俺を殺さないように調整するのは難むずかしかったんじゃないか。っていうか華はなの女子高生が泥どろだらけで寝ね転ころがるなよ」

　倒たおれている翠すい花かへと歩み寄より、拓たく真まは手を差し出した。

「……まあ、そうだけど。でも、お互たがい様でしょ。あんただって本気じゃないし」

　そう言って、拓真の左手を取って、翠花は切れ長の目を鋭するどく細める。

　視し線せんはまっすぐに左ひだり腕うでに刻きざまれた紋もん様ようを見つめていた。

「拓真さ、ミトラちゃんの護ご衛えいを続けてて、平気なの？」

「襲おそわれた話か？　あれぐらいのトラブルは祓ふつ魔ま師しをやってれば、まあ、よくあることだろ」

「ううん。それもそうなんだけど、そうじゃなくてさ」

　翠花は言葉を選ぶような間を空あけて、続ける。

「重ねてるんじゃないかって」

　それだけで、翠花の言いたいことは伝わった。長年の交流があれば、会話に多くの言葉など必要ない。ふだん奔ほん放ぽうにもかかわらず、翠花は真ま面じ目めな話になると口数が減へる。何も考えていないのかと思っていると、拓真にとって的てき確かくなタイミングで話題にあげてくる。

　昔から、そうだった。今でも、どうやらそうらしい。

「そんなことはないぞ」

「うそつき。拓真が返事に時間かかるときは、八割わりくらいうそついてる」

　間かん髪ぱつ入いれずに言われて、拓真は降こう参さんとばかりに肩かたをすくめた。

「重ねてる。当然だろ。ミトラの境きよう遇ぐうは、似にてるからな」

「最初から素す直なおに言えばいいのよ。そりゃっ」

　拓真の腕を強く引いて、翠花は勢いきおいよく体を起こす。拓真に全身を預あずけると、どさくさまぎれに足あし払ばらいをかけた。

「!?」

　ふいをつかれて、拓真は背せ中なかから倒れこんだ。激げき痛つうが背中から脳のう天てんに突つき抜ぬける。飛びかけた意い識しきをかろうじて繋つなぎ止めると、目の前に勝ち誇ほこったような翠花の顔があった。

「一本取った！」

「お、お前な……」

「あたしだって成長してるんだからね。いつまでも〝受け〟に徹てつするなんて、嫌いやよ」

　翠花は馬乗りになったままぴったりと体を密みつ着ちやくさせた。成長した体の存そん在ざいを刻きざみつけるかのように強く、強く押おしつける。

「ほら、大人おとなになってるの、わかるでしょ？　あんたにとって、あたしはもう格かく下したになっちゃったかもしれないけど。話を聞いてあげることぐらいはできるんだからね。つらくなったら、いつでもあたしを頼たよってくれて、いいから」

「翠花……」

　汗あせと土と少々の香こう水すいの、かすかな香りが鼻先をくすぐった。胸むな板いたに触ふれるのは、やわな感かん触しよく。運動後の熱っぽい吐と息いきが首くび筋すじに触ふれるのを感じて、拓たく真まはようやく現げん状じようを把は握あくする。

　これは、非ひ常じようによろしくない構こう図ずなのではないか、と。

　戦せん闘とうの直後ということもあって、まだ思考は冷静だ。普ふ通つうの男ならば当然そうなるであろう状じよう態たいには、ならない。ただ、翠すい花かの体温が伝わって、熱っぽい雰ふん囲い気きが、伝でん染せんしそうになる。

　ぴしり、と。右みぎ腕うでで何かに亀き裂れつが入るような音がした。その音に、拓真ははっとして、

「これ以上はまずい──知りたくなる」

　翠花の柔やわらかい腕をつかんで、体を遠ざける。翠花は一いつ瞬しゆんだけ不満げに唇くちびるをとがらせたが、すぐにいつものように強気に鼻を鳴らした。

「ふん。あたしが大人おとなの魅み力りよくで迫せまったとたんにへたれるなんて、あんたもまだまだねっ」

　などと言いながら、そっぽを向く翠花の、その頬ほおは赤く染そまっている。恥はずかしいならやらなければいいのに、とは言わない。そんな指し摘てきを翠花が望んでいるとは拓真には思えなかった。

「それにしても拓真から稽けい古こしたいって言い出すなんて。よっぽどルナとかいう悪あく魔ま契けい約やく者しやの戦闘がきつかったの？」

　いまさらになって翠花は訊きいた。

「いや、まあいろいろあってな。体を温めて、勘かんを鍛きたえておきたかったってのもあるけど」

　拓真は、昨日のことを思い出す。

　ルナのこともあったが、玖く珂が暁あきらからも意味のわからない誘さそいを受けた。ミトラの護ご衛えいを続けるということは、想そう像ぞう以い上じようのトラブルが降ふりかかることを、覚かく悟ごしなければならないのだろう。

　そんな思考に耽ふけりながら顔を上げた拓真の表ひよう情じようが、ぴきりと凍こおりついた。

「いいかいミトラちゃん。あれが組手だからね」

「男の子とあれほど密みつ着ちやくするのは、良くないのではないですか？」

　二階のベランダから、ミトラとサヴァトリィが中庭を見下ろしていた。

「純じゆん潔けつを死守するのはいいけど、ある程てい度どなら体で触ふれ合うのも、親しん密みつになる近道なんじゃないかな。ちなみにあれは男女が一いち段だん階かい、上のレベルで仲良くなるのに必要な体位でね。別名、騎き乗じようスタイルと言って──」

「なるほど……勉強になります」

「男女が二人きりで会うことを逢あい引びき。激はげしい肉体の接せつ触しよくを伴ともなう場合は蜜みつ月げつと──」

「ふむふむ」

　見られて困こまるようなことはしていないが、覗のぞき見されるというのは気分が良くない。拓真は叱しかるつもりで声をあげようとした。

　が、それよりも早く。劇げき的てきな反はん応のうを示しめしたのは翠花のほうだった。

「なっ、なっ、な──っ！　みみみみみ見てたのっ!?」

　ぼわっと顔面を沸ふつ騰とうさせて、わなわなと唇くちびるを震ふるわせる。

　祈いのるように両手を合わせ、希望にすがるような微び妙みような表ひよう情じようで訊たずねる。

「い、いつから？」

　サヴァトリィはわざとらしくしなをつくり、声こえ真ま似ねで答えた。

「『大人おとなになってるの、わかるでしょ？』あたりかなぁ」

「うわああああああああああああああああああああん!!」

　翠すい花かは泣き叫さけんだ。

　のびていた風ふう神じん雷らい神じんを拾い上げて、どどどど、と凄すさまじい砂すな煙けむりを上げて走り去っていく。

　その背せ中なかが小さくなっていくのを見送って、拓たく真まは深くため息をついた。

「あいつ、らしくないところを他人に見られるとすごく恥はずかしがるんだよ。だからあんまりいじめてやるな」

「拓真」

「ん？」

　ミトラは好こう奇き心しんに瞳ひとみを輝かがやかせて、欄らん干かんから身を乗り出した。

「どうして騎き乗じようスタイルと呼ぶのですか？　馬に乗るわけではないのに」

「サヴァトリィ！　責せき任にん取れ！」




　　　　＋　＋　＋




　ステンドグラスを通して月の光が降ふり注ぎ、講こう堂どう内ないを青白く染そめ上げている。

　ルナ・フェルマーはパイプオルガンにもたれかかるようにして、ぼんやりと天てん井じようを眺ながめていた。金色の美しい髪かみが月光を照り返して、神しん秘ぴ的てきな粒りゆう子しが舞まう。小ぶりな唇くちびるをわずかに開いて、細い吐と息いきをひとつ洩もらし、そのまま──唇を噛かみ切った。

　激げき痛つうが顔から脳のうへと通り抜ぬけ、その場にうずくまる。口内に血の味が広がる。目の端はしに涙なみだが浮うかぶ。唇を舐なめるように炎ほのおが灯り、傷きず口ぐちを焼き塞ふさいでいく。ちいっ、と舌したを打つ。

「あの男……無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎの祓ふつ魔ま師し……！」

　からすのぬいぐるみを押おし潰つぶさんばかりに抱だきしめて、脳のう裏りに浮かべるのは逢あい沢ざわ拓真の姿すがただ。

　人にん間げん離ばなれした身しん体たい能のう力りよくと空くう間かん把は握あく能のう力りよく。フェネクスという圧あつ倒とう的てきな霊れい体たいを前にして、臆おくすることのない精せい神しん力りよく。そして何よりも怖おそろしいのが、幼おさない少女に対して、ためらうことなく攻こう撃げきを加える冷れい徹てつな判はん断だん力りよく。

　契けい約やく霊れい体たいを持たない人間があれほどに強くなるには、どれだけの覚かく悟ごと犠ぎ牲せいが必要なのか。

　溢あふれだしそうになる怒いかりを押しこめて、冷静に、できるだけ冷静に、ルナは考える。

　どうするべきか。拓真を排除して、ミトラの協力を仰あおぐことは可か能のうなのか。

　あるいはもっと別の手立てを考えることが、必要か。

「ん？」

　木の軋きしむ音に思考を遮さえぎられ、ルナは億おつ劫くうそうに入口を見る。押し開かれた扉とびらの向こうから、一人の子どもが現あらわれた。その姿すがたに、一いつ瞬しゆんだけ言葉を失い、見とれてしまう。

　少年はこの世のものとは思えないほどの美び貌ぼうの持ち主だった。端たん正せいに過すぎる顔のつくりは、まるで神しん経けい質しつな職しよく人にんがこさえた蝋ろう人にん形ぎようのようだ。鮮あざやかな金きん髪ぱつが青白い光を照り返して、暗い教会の中でもくっきりと輪りん郭かくが浮うかび上がる。

　聖せい書しよを小こ脇わきに抱かかえて、漆しつ黒こくの祭服の裾すそをずるずると引きずりながら教会の中央を歩いてくる。

　ぼうっとしていたルナは、雑ざつ念ねんを振ふり払はらうように首を振った。

「メンゲル。いきなり現れないでよ、びっくりする」

「珍めずらしく難むずかしい顔をしているな」

　少年──メンゲル・ヘルツォークは茶化すように含ふくみ笑いをする。その声は、見た目からは想そう像ぞうできないような老成したものであり、笑いのときに口元を隠かくす仕し草ぐさなどは成せい熟じゆくした大人おとなのようだった。

　ルナの片かた眉まゆが、ひくり、と動く。

「珍しいって、どういう意味？　……失礼な子ども」

「汝なれも見た目は子どもだろう」

「私は永えい遠えんの十二歳さいだもんね。あんたは本当に子どもだから、全然違ちがうよ。まあ、どう考えても普ふ通つうの子どもじゃあないけどね」

「くくっ。急ごしらえの隠かくれ家がだが、居い心地ごこちはどうかね？」

　メンゲルの問いに、ルナは顔をしかめる。

「くさいね」

　真っ暗な広い教会の中には饐すえたにおいが漂ただよっている。それは、講こう堂どうの奥にある、告こつ解かい室しつから漏もれ出していた。真っ赤に染そまった床ゆかからもかすかに生なま臭ぐさいにおいが立ちのぼっている。

　その、告解室の閉とざされた扉とびらが、どん、と音を立てた。

　扉の隙すき間まから中年男性の血走った目が覗のぞいている。

「きさ……まら……白しろ十じゆう字じ教きように、こんなことをして……ゆる、されると……思うなよ……」

　声は、今にも死にそうなほど震ふるえていた。額ひたいからは血が流れ、まともに立っていることさえできていない。

「メンゲル。これはいただけないよ」

　ルナは眉まゆを吊つり上げて、メンゲルを睨にらみつける。

「隠かくれ家がを提てい供きようしてくれるのはいいけど、掃そう除じをきちんと済すませてから明け渡わたしてよ」

「おや？　儂わしとしたことが……いやこれは失礼した。すぐに片かたづけるので許ゆるしてくれんか」

　メンゲルはすまなそうに一礼すると、おもむろに聖書を頭上に放り投げた。指先から流れ出した魔ま力りよくが書物を覆おおう。薄うすい膜まくを張はったように、青白い光が包み込む。

　そうしてその場に顕けん現げんしたのは、武ぶ骨こつな装そう甲こうに覆おおわれた機械兵だった。白十字教の天使。だが普通の天使と明らかに様子が違ちがっている。

　白はく銀ぎんではなく、闇やみを塗ぬりたくったかのような、黒の装そう甲こうに身を包んでいるのだ。

「〝書記の天使〟よ。哀あわれな子羊に慈じ悲ひを」

　メンゲルの言葉に呼こ応おうして、〝書記の天使〟は片かた手てにさげていた武ぶ器きを振ふるった。

　無数の刃やいばが連なった、鞭むちのような剣けん──連れん結けつ刃じんが蛇へびのような軌き道どうで中年男性へと迫せまる。

　四方八方からの複ふく雑ざつ怪かい奇きな斬ざん撃げき。

　満まん身しん創そう痍いの男性は、悲鳴をあげることさえ、できない。一いつ瞬しゆんで耳を削そがれ、胸むねを切り裂さかれ、喉のどを抉えぐられた。血しぶきが上がり、息いき絶たえてもなお、全身が削られる。

　まるで本当に無数の蛇に食い散らかされているかのようだった。

　そして、その攻撃の余よ波はは、

　ガッ、カカッ

　と、軽い音を立てて、告こつ解かい室しつのドアをかすめた。

　喜き劇げきのようにあっさりと、木もく製せいのドアはばらばらに破は壊かいされる。

　すると──ほのかに香かおっている程てい度どだった異い臭しゆうが、急きゆう激げきにその存そん在ざい感かんを増ました。

　月光が青白く照らし出した、その部屋の中には、赤黒く汚よごれた肉の塊かたまりが詰つまっていたのだ。それは、もともとこの教会に勤つとめていた司祭達の、なれの果て。

　常じよう人じんならば吐はき気を催もよおすほどの光景を前に、ルナとメンゲルは平然としていた。

　よりいっそう不ふ機き嫌げんな顔になったルナが、メンゲルの脛すねを軽く蹴ける。

「へたくそ。もっとくさくなった」

「いやいやこれまた失礼した。が──」

　丁てい寧ねいに頭をさげたメンゲルは、直後、がらりと表ひよう情じようと声色を変えた。

「この祭服は裏うら地じに金きん糸しを縫ぬい込んだ、オーダーメイドの一品だ。自然に汚よごれるのであれば構かまわんが、なぁ、ルナ・フェルマー……最さい低てい限げんの礼れい儀ぎはわきまえろよクソガキ」

　怒ど気きをはらんだ静かな声でメンゲルが言う。〝書記の天使〟の連結刃がじゃらりと金きん属ぞく音おんを立てて、ルナを射しや程ていに捉とらえた。

「ふぅん？」

　それをルナは余よ裕ゆうの表情で見返した。

　直後、唐とう突とつに生じた灼しやく熱ねつの竜たつ巻まきが〝書記の天使〟を薙なぎ払はらった。連結刃は熱に溶とかされ、黒の装甲も高熱にやられてひしゃげていた。

　一瞬で姿を現あらわしたフェネクスの、黒く塗りつぶしたような目がメンゲルを見下ろしている。

「ぐ……」

「あまり調子に乗らないでよ、メンゲル。あなたは使えるから、あんまり殺したくないの」

　ルナは冷然と告げる。願い、ではない。それは通告だ。

　額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐうと、メンゲルはごくりと喉を鳴らした。待った、と両手を上げて、すぐに〝書記の天使〟の具ぐ象しよう魔ま術じゆつを解といてひっこめた。

「すまない。たわむれが過すぎた」

「わかればいいよ」

　ルナはふんと鼻を鳴らす。

　雇やとわれ祓ふつ魔ま師しを自じ称しようするこのメンゲルという少年とは、実はそれほど知っている仲ではない。ドイツ教区殲せん滅めつ後ごに情じよう報ほう提てい供きよう者しやとして協力を申し出てくれただけだ。

　白しろ十じゆう字じ教きよう徒とでありながら、特定の教会に属ぞくすことなく、フリーで悪あく魔ま祓ばらいの仕事を請うけているのだという。うさんくさい少年だが、きめ細やかでたしかな仕事をしてくれる。それでいて、ルナから見てメンゲルは格かく下しただ。

　メンゲルの契けい約やく霊れい体たいは名無しの下級天使である〝書記の天使〟──ルナは大だい悪あく魔まフェネクス。

　厳げん然ぜんたる力の差を自覚しているからこそ、ルナはメンゲルを使い続けることができた。

「でもメンゲルって変な奴やつ。マメだし神しん経けい質しつだし怒おこりっぽいけど、勝てないとわかれば、すぐに矛ほこを収おさめるもんね」

「……まあ、儂わしはそういう人間だからな」

「そういう人間、ね」

　ルナはメンゲルの言葉を繰くり返す。

「あっ」

　そして、ふと思いついたような顔になった。

「どうした？」

　不思議そうに首をかしげるメンゲルに、ルナは艶つややかな唇くちびるをにいっと歪ゆがめた。

　胸むねの内に浮うかんだ妙みよう案あんにたしかな手ごたえを感じながら、ルナは言う。

「あいつらって、どんな人間なのかな？」






[image: 第三章　不死鳥の攻勢]

　土曜日。

　鳴なる神かみ市中立区画の自然公園の片かた隅すみで、緊きん張ちようした面おも持もちのミトラが深しん呼こ吸きゆうをしていた。

　折りたたみ式テーブルの上にはマイトレヤ教の教典のコピーや、昨夜、パソコンで作成した布ふ教きようチラシなどが山と積まれている。大きな文字と可か愛わいらしいイラストで飾かざられた、工夫の跡あとが見られる紙面だ。宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうとして効こう果か的てきかはともかく、とてもミトラらしい工夫だった。

　現げん在ざいは正午を回った時間。拓たく真ま達のような春休み中の学生だけでなく、多くの一いつ般ぱん人じんにとっての休日だということもあり、自然公園には大おお勢ぜいの人が詰つめかけていた。

　絶ぜつ好こうの勧誘日和びよりである。

　拓真とミトラはマイトレヤ教の布教活動のため、無宗教者の多い中立区画にやってきていた。

「ですが、本当にこんなことをしていて良いのでしょうか。ルナ・フェルマーの件けんはまだ片かた付づいていないのに」

　すこし離はなれた木こ陰かげに座すわっていた拓真へと、ミトラは不安げな眼まな差ざしを向けてきた。

「むしろここに現あらわれてくれたほうがよっぽど都合が良い」

「そうなのですか」

「ああ。この前の戦せん闘とうで気づいたんだが、敵てきの炎ほのおの命めい中ちゆう精せい度どはそれほど高くない。こちらの動きが制せい限げんされる洋館で戦うことになるよりかは、外で戦うほうが俺に有利だ。影かげ縫ぬいが回してくれた戦力も、夜に比くらべると昼は層そうが薄うすいからな」

　拓真はほとんどの聖せい職しよく者しやをあまり信用していない。それは影縫の派は遣けんしてきた祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいに対しても同じ。唯ゆい一いつ、旧ふるい仕事仲間であるサヴァトリィだけは信用していたが、教きよう師しでもある彼女が洋館へ護ご衛えいに来られるのは夜だけだった。

　昼の間にルナに襲しゆう撃げきされるかもしれないと考えれば、室内戦闘の危き険けんがある洋館にこもっているよりは、外に出たほうが安全だ。そこで拓真はミトラのウェブサイトの話を思い出し、布教活動をしてみてはどうかと提てい案あんしたのだった。

「というわけで警けい戒かいは俺に任まかせて、思う存ぞん分ぶん、布教活動に励はげんでくれていい」

　するとミトラはほんのりと頬ほおを染そめ、ドレスワンピの裾すそをつまみ、もじもじと体をゆする。蚊かの鳴くような細い声で恥はずかしげにぽそりと洩もらす。

「で、ですが、こ、こんな大勢の人の前で話すとなると……緊きん張ちようします」

「教きよう祖そ様さまが大勢の前でしゃべれなくてどうするんだ？」

「うう、それはそうなのですが……っ」

　ミトラはまだ何か言いたげに口をもごもごと動かしていたが、拓たく真まは無む視しして本を広げた。それはミトラが乗り越こえるべき問題だと暗に伝えたつもりだった。翠すい花かが知ったら、また冷たい態たい度どだなどと怒おこるかもしれないが。

　うう、と愛あい玩がん動どう物ぶつのように小さく唸うなって、ミトラはぎこちない足取りで通行人のほうへ。

　その姿すがたを視界に収おさめながら拓真は本に左手をかざして〝解析〟した。左ひだり腕うでの紋もん様ようがすみれ色に輝かがやいて、本に記しるされた内ない容ようが情じよう報ほうの塊かたまりとして頭に流れ込こんでくる。

　そこには、いろいろな情報が雑ざつ多たに書かれている。

　拓真は頭の中で、必要な部分だけ整理する。




　生体霊枢核バイオロジカル・コアについて。

　祓ふつ魔ま師しが契けい約やくする霊れい体たいは異い界かいに棲せい息そくする神しん仏ぶつ精せい霊れい天てん使しである。

　霊体の心しん臓ぞうの代だい替たい物ぶつとして霊枢核コアを用意し、その表面を接せつ着ちやく剤ざいのように魔ま力りよくで覆おおい、霊体の存そん在ざいを上からかぶせる。これが、本来この世界に肉体を持たないはずの霊体に血肉を与あたえる、具ぐ象しよう魔ま術じゆつと呼よばれる基き本ほん的てきな魔ま術じゆつである。

　霊枢核として使用できるモノには、原則的に制せい約やくなどはない。この世界に存在するあらゆるモノが、霊枢核になり得るのだ。

　一部の例外的な神しん格かくクラスの霊体の中には特定の霊枢核を介かいさなければ、具象魔術を受けつけない者もいる。しかし、それについてはこの項こう目もくでは扱あつかわないことにする。

　さて、ここでピンときた読者諸しよ兄けいもいるだろうが、霊枢核には当然、人間や動物などの生物を使うことも、不ふ可か能のうではない。

　しかし生物を霊枢核として扱あつかうことは、現げん在ざい、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの定めた法により禁きん止しされている。

　道どう義ぎ的てきな理由だけでは、ない。旧ふるくは口くち寄よせやシャーマニズムとして頻ひん繁ぱんに使用されていた人体を霊枢核とする具象魔術だが、実は当時からある問題点が指し摘てきされていたのだ。

　霊枢核として使用された人体には尋じん常じようではない負ふ荷かがかかる、という点だ。

　実じつ際さいにイタコの現場では毎年、巫み女この死亡や負ふ傷しようが多た数すう報ほう告こくされていたという。

　その事態を深しん刻こくに受け止め、聖職者協会は人体への憑ひよう依い──すなわちシャーマニズム全ぜん般ぱんを、生体霊枢核として定義し、これを禁ずることに決めた。

　だが、生体霊枢核には通常の霊枢核にはない強みがあるのも事実だ。

　契約霊体と祓魔師の間に、常つねにつきまとう問題。

　祓魔師の命令から、霊体が動き出すまでの、タイムラグ。優すぐれた祓魔師ほど、このラグは小さいとはいえ、一秒を争う祓魔師の戦せん闘とうにおいては速度は無む視しできない要よう素そだ。

　生体霊枢核は、この思考から行動までの時間を限かぎりなくゼロに近づけることができる。祓魔師本人が霊枢核となり、考えて、行動するのだから、当然だろう。

　人体への悪あく影えい響きようという問題点さえクリアされれば、生体霊枢核には悪あく魔ま祓ばらい技ぎ術じゆつのさらなる発はつ展てんへの第一歩になるのではないかと──




「長い」

　言い捨すてて、拓たく真まは〝解析アナライズ〟をやめた。本を閉とじて、思考にふける。

　ドイツ教区。生体霊枢核バイオロジカル・コア。大だい悪あく魔まフェネクス。

　ばらばらのキーワードを、頭の中で、数珠じゆずつなぎのように結びつけていく。

　そして思い出す。

　貫つらぬかれた目や、折られた骨ほねが、炎ほのおとともに瞬しゆん時じに回かい復ふくしていく姿すがたを思い出す。

　そしてフェネクスの異い名みようを、関連づける。

　不死鳥。あの大悪魔は死なない鳥という名を授さずかっている。その権けん能のうが契けい約やく霊れい体たいだけでなく、契約者にも及およぶとすれば。

　ルナ・フェルマーは不死身。十二歳さいの外見と、二十歳の実じつ年ねん齢れいを考こう慮りよすれば、不老不死でもあるのだろうか。

「死なない体だとすれば、生体霊枢核の問題点も、クリアできてるな」

　拓真は誰だれに聞かせるわけでもなく、つぶやく。思考を整理するために、声に出す。

「だけど、あいつの具ぐ象しよう魔ま術じゆつはふつうに霊枢核を使用したものだった。どうして、生体霊枢核を使わない？　自覚していないのか？　あるいは、使いたくない理由があるのか？」

　何かがつかめそうで、あと一歩、足りない。

「そのピースをはめるには……ドイツ教区、か」

　ルナはどうしてドイツ教区の殲せん滅めつに及およんだのだろう。

　復ふく讐しゆう、だろうか。だとすれば、いったい何に対する復讐だろうか。

「もうすこし、情じよう報ほうが欲ほしい」

　とつぶやき、拓真は真しん剣けんに考えている自分に気づいて苦笑した。

　いつの間にか、拓真は前向きにミトラの護ご衛えいにつとめている。

　仕事だから？　かもしれない。自分の身も危あぶないから？　それもある。

　しかしそのどちらも正しい答えではないことを、拓真は自覚していた。

　脳のう裏りに言葉がよぎる。

『死とは神に召めさされるということ。神の祝福であって、否ひ定ていするようなことではないよ』

　盲もう目もく的てきな信しん仰こうの笑顔。浮うかび上がったそれを、拓真は軽く首を振ふって、かき消そうとする。右腕の数珠をじゃらりと音を立てて握にぎりしめ、両目を細めてミトラのほうを見み据すえる。

　布ふ教きよう活かつ動どうはお世辞にも順調とはいいづらい。

　声をかけてもほとんどは無む視しされる。たまにチラシを受け取ってもらえても、すぐに捨すてられる。軽けい薄はくそうな男性グループからは逆ぎやくナンパと間ま違ちがえられ、そのたびに拓真が睨にらみつけて追い払はらった。大学生風の若わかい女性グループからはマスコット扱あつかいされる始末。

　一時間が経けい過かし、ミトラはふらふらと拓たく真まに近づいてきた。

　緋ひ色いろの目はすでに涙なみだで潤うるんでいる。

「無む宗しゆう教きよう者しやさん、手て強ごわいです」

「この宗教都市で無宗教やってるということは、かなりの強きよう敵てきだろうな。ミトラだけじゃなくて毎日どこかしらの教きよう団だんの勧かん誘ゆうを受けまくってて、それでも陥かん落らくしてないわけで」

「マイトレヤ教のこと自体、それほど知られてなくて……本気で取り合ってくれる人がそもそもあんまりいないです……」

「大学生のお姉さん達にはおもちゃ扱あつかいだったな」

「うう。わたしなんかに本当に信者を増ふやせるのでしょうか」

　拓真の率そつ直ちよくすぎる言葉に、ミトラは情なさけない声をあげつつ肩かたを落とした。

「今の時代、地道に路上での布ふ教きよう活かつ動どうってのは厳きびしいのかもな。駅前には無む認にん可かの新しん興こう宗しゆう教きように気をつけるようにって張はり紙もあったし」

「マスメディアを使えない、というのは想そう像ぞう以い上じように厳きびしい制せい約やくなのですね……」

「だからこそ、ビラ配りレベルの布教活動は邪じや教きようでも禁きん止ししてないのかもな。この方法で信者を集められるわけがない、と考えているのかもしれん」

「そう、なのかもしれませんね……」

　ミトラが弱々しくうなだれる。

　そんなミトラの姿すがたを眺ながめていた拓真は、ふと、

「ん？」

　脳のう裏りをよぎった考えに、声を洩もらす。

　ミトラはぱちぱちと綺き麗れいなまつげを弾はじいて、小首をかしげた。

「えっと、拓真。どうかしましたか？」

「どうしてルナ・フェルマーはミトラのことを知ってたんだろうな？」

「マイトレヤ教が邪教指定されていることは聖せい職しよく者しやの間では有名です。それに、わたしが祓ふつ魔ま学がく園えんに通うという情じよう報ほうは、聖職者協会を通じて、各教団に通達が行ったと聞いています」

「だが一いつ般ぱん人じんは知らなかったよな？　さっきのお姉さん達みたいに、マイトレヤ教のことなんか知らない人間がほとんどのはずだ」

　ミトラもはっと目を見開く。

「ルナ・フェルマーは聖職者じゃない……ですね」

「そう。悪あく魔ま契けい約やく者しやだ。聖職者協会の内側だけで共有された情報を、どうして知ってる？　どうしてミトラが宗教都市に来ていることを知ってる？　護ご衛えいについた俺のことまで知っていたのは何な故ぜだ？」

　拓真が早口で並ならべ立て、ミトラはごくりと喉のどを鳴らした。

「聖職者協会の中に、ルナに情報を流している者がいる、ということですか」

「ああ」

　拓たく真まはうなずいた。

「内部に悪あく魔ま契けい約やく者しやと通じてる奴やつがいるとなると、これは大問題になるだろうな」

「しかし、本当にそんな人、いるのでしょうか」

　素そ朴ぼくな声でミトラは言う。

「正せい義ぎを重んじて、自分の信じる神を信しん仰こうする。教義こそ違ちがいますが、同じ聖せい職しよく者しやとして、そんな人はいないと信じたいです」

「……あのなぁ」

　純じゆん粋すいすぎるミトラの言葉に、拓真は呆あきれ果てた。

　こいつは、何を言っているんだ。この教きよう祖そ様さまは、どうしてここまで優やさしいんだ。

　拓真は自然と苛いら立だたしげな早口になる。

「お前がそこまで信じられることが、俺には信じられない」

「……拓真？」

「聖職者協会なんてろくなものじゃない。打算、裏うら切ぎり、そんなものは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。故こ郷きようを焼かれたミトラが一番よく知ってるはずだ」

「それは……もちろん、心のどこかではまだ、許ゆるせていません。ですが、神かみ喰くらいの神を怖おそれたという気持ちは、理り解かいできないことは、ないのですよ」

「するなよ」

「え？」

「理解なんてしてやらなくていいだろ」

　右みぎ腕うでの数珠じゆずを握にぎりしめて、吐はき出すような声で言う。

「先に世界から憎にくまれても、お前は世界を憎んだりしないって言った。が、俺から言わせれば、そんなのは現げん実じつを見てないだけだ」

　ミトラの瞳ひとみが困こん惑わくに揺ゆれる。その目をまっすぐに見み据すえて、厳きびしく言い放つ。

「奴やつらはただの人間だ。神様を信しん仰こうしていようが、いなかろうが、同じ人間でしかない。犯はん罪ざいとか、馬ば鹿かとか、誰だれ一人ひとりの例外もなく、やらかす可か能のう性せいがある」

　一ひと息いきにそこまで言い切って、ヒートアップしている自分に気づき、呼こ吸きゆうを落ち着ける。

　言い含ふくめるように、静かに問いかける。

「祓ふつ魔ま師しと悪魔契約者。どう違うのか、説明できるか？」

「悪魔を滅めつする使命を帯びた聖職者と、違い法ほうな悪魔と契約する犯罪者、でしょうか」

　ミトラはおずおずと返答する。

　それに拓真は、あっさりと首を振ふる。

「悪魔と契約するか、それ以外の霊れい体たいと契約するか。違いはそれだけだ。どっちも霊体を駆く使しして戦う魔術師だということは変わらない。もちろん、祓魔師が正義かどうかだって、わかったものじゃない」

「拓たく真まはどうして信じられないのですか」

　唐とう突とつな質しつ問もんだった。

「わたしは、拓真のことが知りたいです」

「教えたくない」

「知りたいです」

「楽しい話じゃない」

「だからこそ、です」

「どうしてもか？」

「どうしても、です」

「……意外と強ごう情じようだな、お前」

　力強い光を帯びた緋ひ色いろの瞳ひとみで見つめられ、拓真は深くため息をついた。

「本当に楽しい話じゃないからな」




　　　　＋　＋　＋




　七年前。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟から第一の分ぶん岐き点てんと予言されていた年。

　逢あい沢ざわ家けの屋や敷しきは、かつてないほど騒そう然ぜんとなっていた。大人おとな達は廊ろう下かを駆かけて、倉庫から武ぶ器きや呪じゆ具ぐの類たぐいを持ち出して、まるで戦いくさ支じ度たくに励はげむ武ぶ士しのようだった。

　その日、拓真は屋敷の裏うら手てにいた。

　十歳さい年上の兄、逢沢隼人はやとに引っ張ぱられてきたのだ。

　白しろ十じゆう字じ教きようの祭さい服ふく姿すがたの隼人は、拓真の肩かたに手を置いて、怖こわい顔でひとつの命令を下した。

　歳が離はなれていることもあり、いつも優やさしい兄だった。呪のろわれた腕うでをいたわってくれて、けっして、拓真に無理な修しゆ行ぎようを押おしつけたりしない人間だった。

　そんな隼人が、その日、初めて拓真に命じたのだ。

　呪われた腕を使え、と。

　拓真はのちに知ることになるのだが、その年は悪あく魔ま崇すう拝はい組そ織しき〝ルネサンス〟が聖せい職しよく者しや協きよう会かいに対して宣せん戦せん布ふ告こくし、大だい規き模ぼな宗教戦争が勃ぼつ発ぱつした年だった。

　逢沢家の大人──当然、隼人も戦争に参加することになっていた。

〝ルネサンス〟は悪魔契約者を主体とした国こく際さいテロ組織だった。神しん格かくクラスの霊れい体たいに匹ひつ敵てきする大悪魔三十体以上との契約を完かん了りようさせ、聖職者協会と対立するに足る戦力を備そなえ、ゲリラ的に活動をしていた組織だ。

　だがこの年、〝ルネサンス〟はこれは聖戦だと謳うたい、真正面から宣せん戦せん布ふ告こくした。

　全世界の宗教の拠きよ点てんが同時に襲おそわれ、特に白十字教の本ほん拠きよ地ちであるヴァチカンには、一教団では対たい処しよしきれないほどの戦力が投入された。

　隼人はやとは、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とだった。

　逢あい沢ざわ家けは一族で特定の信しん仰こうを持たず、各々で好きな教きよう団だんに入信する。

　隼人は自らの意思で白十字教を選んだ。教きよう義ぎに心しん酔すいし、忠ちゆう誠せいを誓ちかうと決めたのだという。

　数日後に迫せまったヴァチカンの危き機きを回かい避ひするために、力を貸かしてほしいと隼人は懇こん願がんした。拓たく真まの左手で、〝解析〟してほしいものがあるのだと、願った。

　優やさしい兄の頼たのみを拓真は叶かなえた。

　家族として、大切な人の頼みは聞くべきだと疑うたがわなかった。

　隼人が望んだのは、古代文字で書かれた禁きん書しよの解かい読どくだった。

　そこには魔ま王おうと呼よばれるレベルの、神しん格かくに匹ひつ敵てきする最上位の悪魔を呼び出す術があった。

　そして──隼人は最強の悪魔と契けい約やくした。

　もともと才さい能のうあふれる祓ふつ魔ま師しだった兄は、悪魔を見事に制せい御ぎよしてみせた。

　一時は陥かん落らく寸すん前ぜんまで追い込こまれたヴァチカンは、逢沢隼人の投入直後、一気に形成を逆転。〝ルネサンス〟の主力部隊を殲せん滅めつし、本ほん拠きよ地ちを制せい圧あつした。

　隼人と、最強の悪魔の功こう績せきだった。

　しかし、

『この者は違い法ほうな悪魔契約に手を出したのではないか』

『一人で〝ルネサンス〟を駆く逐ちくした力が、我われ々われに牙きばを剥むかないとは限かぎるまい』

『彼は悪魔に身を売った背はい教きよう者しやである』

　隼人の忠ちゆう義ぎを、覚かく悟ごを、白十字教は裏うら切ぎった。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいも、隼人を擁よう護ごしなかった。

　そうして、逢沢隼人は処しよ刑けいされた。

　アクリル板の向こう側で隼人が笑いながら残した言葉を、拓真はいまでも憶おぼえている。

『死とは神に召めされるということ。神の祝福であって、否ひ定ていするようなことではないよ』

　死の間ま際ぎわでさえ、隼人は白十字教を信じ続けたのだ。その妄もう信しん的てきな笑顔はいまでも頭の奥おくにこびりついている。

　聖職者は、英えい雄ゆうであるはずの隼人を殺した。

　隼人の契約した悪魔の力を怖おそれ、規き律りつという体てい裁さいを利用して、殺した。

　その記き憶おくが、拓真の聖職者への理解を拒こばませる。歩み寄よることを、ためらわせる。

　聖職者など信用できるわけがない──と。




「って、どうした？」

　話を終えた拓真の鼻先にミトラが両手を差し出していた。神様に供く物もつを捧ささげるような形の手のひらに、ちょこんとのっているのは一枚まいのハンカチだった。

　それは最初に会ったときに、拓たく真まが渡わたしたハンカチだ。どうしていま、このタイミングで返すのだろうか。そう思いかけて拓真は、ようやく自分の目元が熱くなっているのを自覚した。

「な……い、いやいや。うそだろ……高校生にもなって、そん……ぐっ!?」

　首を振ふって言い訳わけする拓真の顔に、ミトラは無言でハンカチを押おしつけた。しっかりと洗せん濯たくしてくれているらしく、柔じゆう軟なん剤ざいの甘あまい香かおりが鼻の奥おくをくすぐった。

　ごしごしと強引に顔を拭ぬぐわれながら、拓真は妙みように安らかな気分になっていた。

　しかしすぐにミトラの手を取り、やんわりと振りほどく。はたから見たら昔語りのすえに泣き出して女の子に慰なぐさめられている情なさけない男でしかない。

「も、もう大だい丈じよう夫ぶだから。これ以上は勘かん弁べんしてくれ」

「絶ぜつ対たいに許ゆるせません」

　それは飾かざることのないまっすぐな言葉だった。冷れい淡たんな、それでいてよく通る声。ハンカチをきつく握にぎりしめたまま、ミトラはその顔に静かな怒いかりを湛たたえている。

　拓真は驚おどろいた。数秒、言葉を失った。

　怒おこった顔も、やはりいつものように変化に乏とぼしい表ひよう情じようだ。それでもその迫はく力りよくは確かつ固こたる力を持つ者特有の重じゆう圧あつを伴ともなった怒りであるように見えた。

「それがもしも聖職者協会のやり方だというのなら、わたしは絶対に許きよ容ようできません」

「なんだよそれ。ミトラは、やっぱり変な奴やつだな」

「……そうですか？」

「マイトレヤ教を迫はく害がいされても憎にくまない、って断だん言げんした奴が、どうして俺の兄あに貴きのことで怒れるんだよ。まったく意味がわからん」

「わたしは八年かけて、自分のことは整理をつけたつもりです。でも、知りませんでした。ずっと一人だったので、知る機会がなかったのかもしれません──自分以外の大切な人が受けた理り不ふ尽じんも、自分のことと同じくらいに、こんなにも腹はら立だたしいものなのですね」

　拓真は目を疑うたがった。

　ミトラの肩かたが小こ刻きざみに震ふるえて、唇くちびるをきつく噛かみしめて、目の端はしに涙なみだまで浮うかべている。演えん技ぎや建たて前まえによるものだとは、拓真には思えなかった。

「変な奴だな、ミトラは」

「変でもいいです。拓真は、怒って当然です。聖職者を嫌きらいになって、当然です」

　毅き然ぜんと背せ筋すじを伸のばして、ミトラは拓真の肩に手を置く。

「約束します。わたしが祓ふつ魔ま学がく園えんを卒業して、七しち聖せい人じんの一人になったら……必ず、聖職者協会の体たい質しつを改かい善ぜんして、拓真のお兄さんへの侮ぶ辱じよくを撤てつ回かいさせます。絶対に。絶対に、です」

「優やさしすぎるだろ、お前。人のために、そこまでしてやる必要なんて、ないだろ」

「あります」

　力強く、断だん言げんする。

　緋ひ色いろの瞳ひとみには強い意思の炎ほのおが揺ゆらめいていた。

「拓たく真まは、拓真の力でわたしを護ご衛えいしてくれてます。だから、わたしもわたしの持てる力で、拓真の役に立ちたいのです。いまはまだ、わたしなんかにはなんの権けん力りよくもありませんけど……それでもいつか、そのときがきたら、きっと……！」

「知らなかったな。まさかお前が他人のことになると、ここまで熱くなる奴やつだったとは」

「わたしも知らなかったです。なにせ、初体験なので」

「その言い回しはどうかと思うが」

「マイトレヤ教の再さい興こうと聖せい職しよく者しや協きよう会かいの体たい質しつ改かい善ぜん。目標が二倍になればパワーも二倍です。わたしたちの明日のためにも、がんばってきますねっ」

　ミトラはからんと祭さい壇だんを鳴らして、その場でくるりと回る。気合一新。片かた手てを天に掲かかげて歩き出した。

　そこまで気合十分ならば当然、事じ態たいも軽く好転する、

「やーん！　この祭壇の子かわいい！」

　はずもなく。

「わわっ、違ちがいますっ。ええとあのその、わたしはマイトレヤ教の──」

「ランドセルしょってるみたい！　ねえねえ小学校何年生？」

「も、もうすぐ高校せ──た、拓真、助けてくだっ──」

　可か愛わいらしい悲鳴をあげるミトラの姿すがたが可お笑かしくて、拓真は思わず笑ってしまった。
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「あらあら。邪じや教きようにも布ふ教きよう活かつ動どうなどという行こう為いが許ゆるされるんですのね」

　性せい格かくの悪い声が聞こえたのは、午後三時すぎ。そろそろ自然公園から撤てつ収しゆうしようと携けい帯たい式しきテーブルを折りたたんでいるときのことだった。

　拓真が顔を上げると、勧かん誘ゆうチラシをまとめていたミトラの周りに女子が一人と、取り巻まきの男女が三人ほどいた。

　服ふく装そうこそ違うが、入学試験のときにミトラにちょっかいをかけてきた修しゆう道どう女じよのグループだ。

「不ふ届とどきな邪教の者がいると聞いたので来てみれば、そういうことでしたの。こんなものまでお作りになって……いったいどの面つらをさげて、人々を悪の道に引きずり込もうとしているのかしらね」

（わざわざそんなことを言いに来たのか？　暇ひまな奴らだ）

　と、拓真が修道女グループを追い払はらうべく口を開こうとすると、

「そ、そんなことありません」

　それよりも早く、ミトラは言った。

「マイトレヤ教は、邪じや教きよう指し定ていされていますが、悪ではないです」

　修しゆう道どう女じよの意地悪な視し線せんを真正面から受け止めて、ミトラは胸むねを張はって反はん論ろんした。主しゆ張ちよう、できていた。入学試験のときは唇くちびるを噛かみしめて、うつむいていることしかできなかったのに。

　しかし、そんな真しん摯しな訴うつたえを、修道女は鼻で笑った。

「悪ではない？　はん、よくもまあそんなことを言えたものね。ならば何な故ぜ、聖せい職しよく者しや協きよう会かいはマイトレヤ教を邪教と定めたのかしら。異い教きようの神を喰くらう邪悪な〝聖霊ミスラ〟を信しん仰こうしているから。そうではなくって？」

「〝聖霊〟には、たしかに神喰らいの力があります……ですが、使ったことはありませんっ。あなたの信仰する神様が健けん在ざいなことが、その証しよう拠こですっ」

「あら。以前に比くらべてずいぶんと反はん抗こう的てきね。お強い彼氏がついててくれるから、強気になってるのかしら」

　修道女が囃はやし立てると、背はい後ごの取り巻まきが声をあげて笑った。

　拓たく真まの名前を出されて、ミトラは唇を噛んだ。それでも、視線は修道女を向いている。助けを求めて拓真を振ふり返ってもいい場面だというのに。

（二倍頑がん張ばれるっていうのは、忍にん耐たい力りよくも含ふくめての話だったのか？）

　ミトラの強い背せ中なかを眺ながめて、思う。そこに背せ負おう祭さい壇だんが、以前よりも大きく見える気がした。

　しかし、そんなミトラの強きよう硬こうな姿し勢せいを修道女のグループはさらに嘲あざ笑わらう。

　邪教の教きよう祖そが虚きよ勢せいを張はっているぞ、と。

　あまりにもくだらない光景に、拓真は呆あきれ返って息を吐つく。

　うつむいているミトラの肩かたをたたいて、後ろに下がらせて、修道女へずいと顔を寄よせる。

「入学試験のことをもう忘わすれたのかよ。あんたらの誰だれよりもミトラは強い。お前らみたいな奴やつが見下せるような相手じゃない」

　ありったけの皮肉を込こめた。

　修道女は一いつ瞬しゆんだけ青あお筋すじをたてかけて、すぐに笑顔を取り繕つくろう。

「強い？　わたくし達が何も知らないとでも思っているのかしら。ミトラルカ・シルヴェスタには〝聖霊〟の使用が禁止されている──」

「神喰らいの力を、です」

　ミトラが小声で訂てい正せいすると、修道女はつまらなさそうに鼻を鳴らす。

「同じことでしょう。べつに、怒いかりのままに力を使っても、わたくしは一向に構かまわなくってよ。そのときはあなたが聖職者協会から処しよ刑けいされるだけだもの」

「お前……」

　拓真は、頭の奥おくがすっと冷えていくのを自覚した。

　拳こぶしを強く握りこみ、護ご衛えいとしての仕事を果たそうと右みぎ腕うでを振るう。

　その、直前。

「散れ、ゴミども」

　声がした。拓たく真まの声ではない。

　自信に満ち溢あふれた、迷まよいのない罵ののしり。その声に、修しゆう道どう女じよ達の顔がぱぁっと華はなやぐ。

「ああッ、暁あきら様！」

　取り巻まき達が左右に割われる。その間を悠ゆう々ゆうと歩いてくると、玖く珂が暁は拓真とミトラの目の前で立ち止まった。

　あごをしゃくって背はい後ごを示しめしながら、

「このゴミどもはミトラルカ・シルヴェスタを積極的に貶おとしめよと、おそらくは教きよう団だんに言われている。反マイトレヤ派はの奴らは、そいつを徹てつ底てい的てきに追い詰つめて、あわよくば〝聖霊ミスラ〟を使ってしまえば良いと考えている。まともに対たい応おうするだけ、無む駄だだ」

「……まあ、なんとなくそんなところだろうとは思ってたよ」

　拓真は肩かたをすくめて答えた。
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「しかし同じ教団の人間をゴミ呼よばわりってのは、ずいぶんだな？」

「知らん。オレはこいつらを同類と考えたことなどない」

　修道女達が不服そうに暁と拓真を交こう互ごに見る。

「どうして暁様があのような無む宗しゆう教きよう者しやと親しげに会話を？」「邪じや教きようの護ご衛えいごときが暁様と対等に口を利きくなどと」

　しかも不満は、ゴミと罵ののしってきた暁あきらではなく、暁と話している拓たく真まに向けられているらしい。

　暁は、修しゆう道どう女じよ達を億おつ劫くうそうに振ふり返り、冷めた目で命令した。

「散れと言ったはずだ、クズ。オレはこいつと話をしたいんだ。それとも、あれか。貴き様さまらには他人の話を盗ぬすみ聞きする悪あく癖へきでもあるのか？」

「い、いえ……かしこまりました。わたくしどもはこれにて失礼いたします」

　恭うやうやしく礼をして、修道女達は素す直なおに引き下がった。

　取り巻まきを引き連れて、彼女達が公園の外に出ていくのを見送ると、暁が、ふんと嘲ちよう笑しようする。

「学生にくだらん行こう為いを推すい奨しようするとは、白しろ十じゆう字じ教きようの反マイトレヤ派はは、救えないクズだな」

「お前は何の用だ、玖く珂が。連絡先を渡わたしといて、そっちから会いに来るか？　普ふ通つう」

「あの行動は必要だった」

　拓真がからかうように言うと、暁は無む表ひよう情じようのまま断だん言げんする。

「オレの声と、存そん在ざいを、貴様の中に刻きざんでおく必要があった。そうでなければ、この場で、たとえオレが間に入ったとしても、貴様はその拳こぶしを引っ込こめることはなかった」

　修道女を殴なぐるために固めた拳を、暁がまっすぐに見み据すえる。

「白十字教徒だが、白十字教に肩かた入いれしているわけではない──という、オレのスタンスを、貴様には知っておいてもらう必要があったということだ」

「その、何でも見通しているような言い方。気に入らないな」

「いいや、何でもは見通せない。貴様の性せい格かくについては、見み誤あやまっていた」

　暁はすっと目を細める。

「冷れい静せい沈ちん着ちやく。常つねに的てき確かくに思考し行動する。目的や合理的な判はん断だんのためならば、自分以外のゴミクズのことなどいつでも切り捨すてられる。そういう奴やつだと、思っていた。すこしばかりオレと似にているかもしれないと、そうも思った」

「そんな最さい低てい野や郎ろうと一いつ緒しよにするな」

　拓真が唇くちびるを曲げて文もん句くをつけると、暁はくくっと喉のどを鳴らした。

「ああそうだな。貴様は違ちがった。他人に冷たい態たい度どを装よそおっているが、どうやら貴様はかなりの甘あまちゃんのようだ」

「……」

　拓真の片かた眉まゆがぴくりと動く。正直に言えば、すこしばかりむっとしていた。

　暁は超ちよう然ぜんとした態度で拓真を見下ろす。

「あの修道女を殴って貴様に何のメリットがある？　護ご衛えいの仕事としても、ナンセンスだ。つまり貴様は激げき情じようのままにあの女を殴ろうとした──ひどく感情的な、男だ」

「詳しよう細さいな分析をどうも。ＦＢＩにでも就しゆう職しよくしたらどうだ？」

「気が向いたらな」

　拓真の皮肉を、本気なのか冗じよう談だんなのかわからない無表情で、暁はさらりと返した。

「貴き様さまは、冷れい血けつ漢かんにはなれない。このままでは〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいに食われるぞ」

「玖く珂が……どこまで知っているんだ、お前は」

　拓たく真まは、紋もん様ようの浮うかぶ右みぎ腕うでを押おさえながら警けい戒かいの顔で問う。

「〝叡智の悪魔〟がかけた賢かしこき者の呪いは、感かん情じようの高ぶりに連動して知ち識しき欲よくを際さい限げんなく高める。その欲よつ求きゆうに囚とらわれれば、貴様は欲望のままにすべてを理り解かいし、破は壊かいしたくなるだろう」

　滔とう々とうと語る暁あきらの顔を、拓真は強く歯を噛かんで睨にらみつける。

　その形相を目まの当たりにしたミトラが、不安げに拓真の服をつかんだ。

「拓真……？」

「本当のことだ」

　拓真は苦々しい表情でうなずく。

「〝解析アナライズ〟と〝分解ブレイク〟の能のう力りよくはあくまで呪いの副産物だ。本ほん質しつは、知識欲の増ぞう幅ふく」

　紋様の刻きざまれた右腕を差し出す。紫色むらさきの数珠じゆずがじゃらりと音を立てた。

「ふだんはこの封ふう印いんの数珠で呪いの進行を止めてる。呪じゆ術じゆつの専せん門もん家か、蓮れん教きよう徒とのサヴァトリィと知り合ったのもそれがきっかけだ。あいつでも解呪はできなくて、現げん状じよう維い持じが限げん界かいらしい。しかも感情を大きく動かすと、抑おさえきれなくなる」

　拓真の告白に、ミトラは大きく目を見開いた。諦あきらめにも似にた吐と息いきが拓真の口から洩もれる。

　もともと隠かくすようなことではなかった。護衛対象のミトラを必要以上に怖こわがらせるのは得とく策さくではないと判はん断だんしたから、黙だまっていたに過すぎない。

　だというのに、胸むねのうちに靄もやのように不安がくすぶる。

　不安。そう。怖がられることを、怖おそれてしまっている。

「おしゃべりだな」

　拓真は怒いかりを押おしこめた静かな声で言った。

「滅めつ亡ぼう論ろんやら未み来らい視しを得意げに語るのは楽しいか？　占うらない師しでもやればいい」

「無理だな」

「どうして？　未来がわかるんだろ？」

「オレが知れるのは、オレ自身のことだけだ。貴様やシルヴェスタはそこに登場している、言わばサブキャラだ。貴様らがどんな筋すじ書がきで生きるのかは知らん。もっとも、知識欲にとりつかれた化物の人生など、たかが知れてるがな」

　暁はふと言葉を止めた。ミトラが両腕をいっぱいに広げて拓真の前に立っていた。

「面白い顔をして、どうした？　銀ぎん髪ぱつ」

「拓真が、つらそうな顔を、してます。それ以上は、やめてください」

　ミトラを冷たい目で見下ろして、暁はふんと鼻を鳴らす。

「まあいい。すぐにわかる」

　そう言い残して暁は踵きびすを返した。

　雑ざつ踏とうにまぎれていく気き障ざな男の背せ中なかを見送り、拓たく真まは小さく舌した打うちした。

　突つき放すような冷たい声で言う。

「俺達も、帰るか」

　ミトラがうなずいたのが、足元の影かげの動きでわかった。
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（拓真とミトラちゃん……大だい丈じよう夫ぶかな）

　比ひ良ら坂さか翠すい花かはぼんやりとそう思った。

　鳴なる神かみ市し北端。日に本ほん神しん道とう区画の学がく生せい寮りようで、翠花は神楽かぐらを舞まっている。

　学生寮の中庭に設しつらえられた舞ぶ台たいの上で巫み女こ装しよう束ぞくをまとった翠花が、扇おうぎを片かた手てに優ゆう雅がに回り、回って、回り返す。しだれ桜ざくらから舞い散る花が、背はい景けいを桃もも色いろに彩いろどっていた。

　音を置き去りにしているかのような足運び。風流な太たい鼓こや笛の囃はや子しの中で、翠花の存そん在ざいはただひたすらに上品で、静せい謐ひつだった。

　見学していた数人の巫女は、うっとりとその見事な巫女神楽に見み惚ほれている。

　祓ふつ魔ま学がく園えんの日本神道女子寮では毎年、入学前に首席の新入生による神楽が披ひ露ろうされる。今年度は最さい優ゆう秀しゆうの成せい績せきで入学試験を突とつ破ぱした翠花が選ばれたのだ。

　自然界の神を信しん仰こうする日本神道の祓ふつ魔ま師しにとって、自然への感かん謝しやと祈き祷とうは欠かせない。神道にかかわる契けい約やく霊れい体たいの加か護ごを強く受けるためにも、これは必要な儀ぎ式しきだ。

　と、翠花も理り解かいしている。

（まさか入学前に悪あく魔ま契けい約やく者しやに目をつけられちゃうなんて……ホント、昔っからトラブルメーカーなんだから）

　翠花が拓真と出会ったのは小学生の頃ころだ。当時、拓真は問もん題だい児じと呼よばれるくらいに荒あれた少年で、翠花は絶ぜつ世せいの美少女と謳うたわれるほどの大和やまと撫子なでしこだった──と、彼女は記き憶おくしている。

　拓真が現げん在ざいみたいにドライな感じになってきたのは、何年前のことだったか。

（追い抜ぬかれちゃったのも、それくらいだったなー……って、こんなにあいつのことばっかり考えてたら、また誤ご解かいされちゃう）

　翠花は拓真を恋れん愛あい対たい象しようとして見ているわけではない。彼は超こえるべき目標でありライバルだ。どんなメニューで修しゆ行ぎようをしているのかとか次はどんな霊体と契けい約やくして組手してやろうとか。いつもそんなことばかり考えている。

　嫌きらいではないのだが、顔を合わせるとスカした態たい度どが鼻について、ついつい辛しん辣らつに当たってしまう。拓真の場合は言動に結果がついてきているので余よ計けいに反発したくなる。サヴァトリィはこの現げん象しように「ツンデレ」などと意味不明な名めい称しようをつけていたが、いまだに語ご源げんはわからない。

（にしてもホント。あたしのこと頼たよらなくなったわよね、あいつ）

　翠すい花かはなんとなく寂さびしい気持ちになった。翠花が努力と結果にこだわる理由のひとつはそれだった。拓たく真まに追いつき、追い越こし、頼たよられる存そん在ざいになりたい。そのためには立ち止まったり、失敗している暇ひまはないのだ。

「あっ」

　翠花は、裾すそを踏ふんだことに気づいて声をあげる。踏み止とどまろうとバランスを取るもむなしく、盛せい大だいに転んでしまった。

　静せい謐ひつな空間に、ぴきりと亀き裂れつが入る。同級生となるであろう巫み女こ達や、寮りよう監かんの教きよう師しが、困こん惑わく顔で翠花を見た。

　首席が。日に本ほん神しん道とう女じよ子し寮りようの代表が。なんて醜しゆう態たいをさらすのかと。

　どこか白しらけたような空気が充みちていく。

　翠花の背せ筋すじにすっと冷たい感かん触しよくが伝う。

　いますぐにでも逃にげ出したい。そんな気持ちに襲おそわれる。

　その、直後。

　中庭のしだれ桜さくらが一いつ斉せいに燃もえ上がった。

「何事!?」「祟たたり？　神楽かぐらを失敗したから？」「そんな馬ば鹿かな前例はないわよっ」「いやああああああっ！　火っ、火がっ！」

　混こん乱らんはあっという間に巫女達の間に伝でん播ぱしていく。

　何が起きたのかを瞬しゆん時じに判はん断だんできていたのは、翠花と、寮監の教師だけだった。翠花の呼よび出した風ふう神じん雷らい神じんと、教師が玉たま串ぐしを使って具ぐ現げん化かした九きゆう尾びの狐きつねが寮の門へと吠ほえかかる。

「いい勘かんしてるね。感心、感心」

　からからと笑ったのは、炎ほのおの霊れい鳥ちようを背はい後ごに従したがえた、妖よう艶えんなる金きん髪ぱつの幼女。

　悪あく魔ま契けい約やく者しやルナ・フェルマーだった。

「大悪魔フェネクス……あなたが報ほう告こくにあった白しろ十じゆう字じ教きようドイツ教区襲しゆう撃げき犯はんですね」

　巫女服の寮監が呪じゆ言ごんの刻きざまれた鉄てつ剣けんを構かまえる。正せい眼がんの構え。自然体に見えて、その実、一いち分ぶの隙すきもない。日本神道の祓ふつ魔ま師しは具ぐ象しよう魔ま術じゆつの他にひとつ、何らかの武ぶ道どうを修おさめていることが多いが、この寮監もまた、剣道の達人だった。

「そうだけど。あなたに興きよう味みはないんだー。ごめんね」

　無む邪じや気きに小首をかしげながら、ルナがなんの警けい戒かいもなく剣の間合いに踏ふみ入った。

「──疾しつッ！」

　高速の太た刀ちが頭上から振ふり下ろされる。フェネクスが灼しやく熱ねつの風を起こし、鉄剣にぶつけた。あらゆる金きん属ぞくを一いつ瞬しゆんで溶とかし尽つくすほどの炎を浴あびて、寮監の剣はあっさりとひしゃげる。

　かと思えた。

　だが、刀身に刻まれた防ぼう熱ねつの術じゆつが反はん応のうし、迫せまりくる炎を打ち払はらった。

　それは彼女の契けい約やく霊れい体たいである九尾の狐が持つ熱ねつ操そう作さの能力だった。フェネクスと同じ自然界に干かん渉しようして熱を操あやる、高位の霊れい体たいである。

　あらかじめ降こう魔まの術じゆつをかけてある鉄てつ剣けんに、さらに九きゆう尾びの力を上乗せしたのだ。

　斬ざん撃げきは容よう赦しやなくルナの片かた腕うでを斬きり飛ばした。寮りよう監かんの顔に返り血が降ふり注ぐ。

「ぐぅっ……私としたことが……油ゆ断だんした……」

　ルナはふらりとよろめいて、か弱い乙おと女めのように地面にくずおれる。傷きず口ぐちから炎ほのおが噴ふき出して、徐じよ々じよに傷きずを塞ふさいでいくが、その回かい復ふくの速度はとても遅おそい。

　鉄剣に刻まれた対たい悪あく魔ま戦せん闘とう用ようの呪じゆ詛そがルナの能のう力りよくを妨ぼう害がいしているのだ。

「なーんて、ね」

　ルナの唇くちびるが、妖あやしく歪ゆがんだ。

　そのとき、寮監の顔に付着していた血けつ液えきに火がついた。炎はあっという間に大きくなって、寮監の顔全体を覆おおい尽つくしていく。

「ぎゃあああああああああああああああああああ！」

　獣けもののような絶ぜつ叫きようをあげて、寮監は地面を転げまわった。

「顔がっ……顔がぁっ！」

「ごめんね。言い忘わすれてたけど、フェネクスは私の体液を自由に燃もやせるの。体の外に出ちゃっても、ね。傷きずつけるときはくれぐれも気をつけてね」

　ぱちん、と愛らしくウインクなどしてみせる。

　魔力の供きよう給きゆう源げんたる祓ふつ魔ま師しが倒たおれたことで、鉄剣の呪じゆ言ごんが力を失った。ルナの右腕から勢いきおいよく炎が噴き出して、たちまち傷を塞いでいく。

　場は騒そう然ぜんとなった。この場で最強の実力者であり、拠より所でもあった寮監があっさり倒されて、生徒達は悲鳴をあげて逃にげ惑まどった。もはや誰だれ一人ひとりとして、戦意を残していない。

　比ひ良ら坂さか翠すい花か、ただ一人を除のぞいては。

（どうしてルナ・フェルマーが神しん道とう区く画かくに……いや、ここであたしが倒してしまえば、拓たく真ま達に危き険けんが及およぶこともないはずっ）

　判はん断だんにかかった時間は二秒もない。

「行け！」

　風ふう神じんと雷らい神じんが地を駆かける。猛もう烈れつな風の刃と紫し電でんの閃ひらめきが、左右からルナとフェネクスを襲おそう。

　その攻こう撃げきの大きさはふだんの倍に膨ふくれ上がっている。そのことに驚おどろいたのは翠花自身。巫み女こ神楽かぐらの自然への感かん謝しやが翠花の魔力に一時的な神しん性せいを与あたえたことに、気づいていなかったのだ。

　フェネクスの放った灼しやく熱ねつの風を風神の竜たつ巻まきがやすやすと散らした。熱気が四散し、そこに生じた隙すき間まを雷光の矢が貫つらぬいていく。

　霊れい鳥ちようの甲かん高だかい悲鳴が上がった。ルナも顔をしかめて、一歩、あとずさる。

「神道の自し然ぜん界かい干かん渉しよう、ね。大気の操そう作さと……電気のほうは空気中の粒りゆう子しを操作、かな」

（拓真が言うには、ルナは回復能力を持ってる。倒すのは不ふ可か能のう。だったらっ）

　翠すい花かは大量の魔ま力りよくを雷らい神じんへと注ぎ込こんだ。

　黄色の体毛から、スパークが弾はじけ、迸ほとばしる。

　全身に高こう電でん圧あつの電流をまとった狛こま犬いぬが四し肢しを深く折り曲げて、勢いきおいよく地面を蹴けりつけた。

　百万ボルトを超こえる高電圧の塊かたまりによる、体当たり。それは言わば超ちよう速そくで迫せまるスタンガンだ。

（どれだけ回かい復ふく力りよくがあっても、一いつ瞬しゆんで気き絶ぜつしたら対たい応おうできないでしょっ）

　翠花の狙ねらいは、その一点だ。倒たおせないなら、無力化して捕とらえるだけ。

「……っ」

　ルナの顔に初めて焦しよう燥そうが浮うかぶ。眼がん前ぜんに炎の壁かべを展てん開かい。雷神の攻こう撃げきを防ふせごうとする。しかし、その壁はすぐさま風ふう神じんの風によって引き裂さかれた。

　翠花は、ひゅん、と風の裂さける音を聞いた。風神の放った風の刃やいばがフェネクスを刻きざんだ音かと思ったが、すぐにそうではないと気づく。とっさに振ふり返り、背はい後ごから襲おそいくる連れん結けつ刃じんを扇おうぎの一いつ閃せんで打ち払はらう。金きん属ぞくの衝しよう突とつ音おんが響ひびき、刃を弾き返すことに成功する。

　しかし、連結刃はすぐさま巻まき尺じやくを戻もどすような動きを見せ、ふたたび翠花を襲おそう。扇を振りぬいていた翠花は、その変へん則そく的てきな動きに対たい応おうできない。刃は扇をかいくぐり、脇わき腹ばらを切り裂いた。

「──ッ!?」

　激げき痛つうに翠花の顔が歪ゆがむ。装しよう束ぞくが裂さかれ、傷きず口ぐちからは血が噴ふき出す。翠花がその場に倒れると、攻こう撃げき体たい勢せいに入っていた風神と雷神も魔力の供きよう給きゆうを絶たたれて消失した。

「優ゆう秀しゆうな祓ふつ魔ま師しだが背後への警けい戒かいが足りない。空くう間かん把は握あく能のう力りよくに乏とぼしいな」

　連結刃を収おさめた漆しつ黒こくの装そう甲こう兵へい──天使を背せに、ひどく端たん正せいな顔立ちの少年が歩み寄よる。その姿すがたを見上げて、翠花は悔くやしげに唇くちびるを噛かんだ。

（もう一人いたんだ……不覚。ルナ・フェルマーに仲間がいたなんて）

　翠花を見下ろして、ルナがむっと唇を曲げる。

「ちょーっと危あぶなかったかな。逢あい沢ざわ拓たく真まといい、この比ひ良ら坂さか翠花といい、祓魔学園には厄やつ介かいな祓魔師志し望ぼうが多いね、メンゲル」

「どうだろうな。他の学生は蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていったが」

「この子たちが例外ってこと？　ま、なんでもいっか。目的は達成したし」

　ルナは乱らん暴ぼうに翠花の体を起こすと、後ろ手に手て錠じようをかけた。

「神しん道とうの学がく生せい寮りようを狙ねらうなんて……あんた達、日本神道に喧けん嘩かを売るつもり？」

「あはっ、挑ちよう戦せん的てきな目。いいね、嫌きらいじゃないよ」

「世せ界かい三さん大だい宗しゆう教きように数えられてなくても、日本国内では最さい大だい派は閥ばつよ。無事で済すむと思わないで」

　翠花は自由にならない体を必死に揺ゆらしながら、気き丈じように睨にらみつけた。

「どうでもいいよ。どうせ私には勝てないし」

　ルナは平然とその視し線せんを受け流し、艶つややかな唇くちびるを薄く開いて、かぷりと自らの指を噛かんだ。血の珠たまがぷくりと浮うき上がる。その指が翠花の頬ほおをそっとなぞった。傷口を塞ふさぐためにルナの指に生じた火の塊かたまりが、頬ほおに触ふれ、じりじりとした痛いたみに翠すい花かは目を閉とじる。

　翠花の顔に血の化け粧しようを施ほどこすと、ルナは満足げに微ほほ笑えんだ。

「うん。いい出来栄え」

「くっ……」

　翠花は絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちで空を仰あおぐ。

　寮りように炎ほのおが燃もえ移うつり、青みがかった空を赤く染そめている。

　木の爆はぜる音と焦こげ臭くさいにおいが漂ただよっていた。

　終末のような光景を前に翠花は力なくうなだれて、二人の襲しゆう撃げき者しやの横顔を見る。

　平然とした幼おさない容よう姿しの二人組。

　その光景の異い様ようさに翠花は、ぶるり、と背せ筋すじを震ふるわせた。




　　　　＋　＋　＋




　小学生だった頃ころの記き憶おくは、あまり残っていない。

　しかし、粘ねばつくような視し線せんと、耳の奥おくでエコーする声だけは、いまでも憶おぼえている。

　逢あい沢ざわ隼人はやとが処しよ刑けいされてから一年あまり、拓たく真まはずっと荒あれていた。

　通っていた小学校でも、問題行動が多いとされて、何度も両親を呼よび出された。聖せい職しよく者しやを両親に持つ同級生には、悪あく魔まに身を売った男の弟も悪魔じみてるなどと、後ろ指をさされた。

　そのときには、すでにサヴァトリィから封ふう印いんを施ほどこされて、呪のろいの進行は止まっていた。

　しかし、兄のことを馬ば鹿かにされ、拓真が怒いかり狂くるうと、紫むらさきの数珠じゆずはあっさりと割われてしまった。

　とたんに目に映うつるすべての物を理り解かいしたくて、破は壊かいしたくて、仕方なくなった。

　片かたっ端ぱしから触れて、壊こわした。馬鹿にする奴やつがこっそり学校に持ってきていたゲーム機も、逢沢隼人の悪あく魔ま契けい約やく事じ件けんを大げさに報ほう道どうする家電屋のテレビモニタも。

　周囲の人間は、拓真を悪魔の子と呼よび、怖おそれた。

　拓真はそれでもいいと思っていた。

　怖こわがらせてやればいい。怖いか。ざま見ろ。怯えていればいい。お前らなんかいつでも壊せるんだ。せいぜい粋いきがっていればいい。

　そう、思っていた。

　しかし、何か問題を起こすたびに、逢沢の家の者は拓真を叱しかりつけた。

　そして、力を振ふるうことを禁きんじた。

『感かん情じようを制せい御ぎよし、冷静に振る舞まえるようになるまでは、絶ぜつ対たいにこの力は使うな』

　逢沢家の当主でもあり拓真の父親でもある男は、低い声でそう命じた。

『だけど、先に攻こう撃げきしてくるのは、あいつらだ。俺に、やられるままになれってのかよ』

　いじけたように言う幼い拓真に、父親は目元にしわを刻きざんで、言った。

『拓たく真まよ。もしもお前に危き害がいを加えようとする輩やからがいたら、この子を頼たよれ』

　父親が指を鳴らし、屏風びようぶの裏うらから一人の幼おさない少女が現あらわれた。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみを一本に結んだ、拓真と同年代の少女だ。その黒目がちな瞳ひとみは、数年後の快かい活かつさからは想そう像ぞうできないほどに、静かな色を湛たたえている。

　凪なぎのような少女だった。

『比ひ良ら坂さか翠すい花かと申します。以後、どうぞお見知りおきくださいませ』

　そう言って、翠花はぴんと背せ筋すじを伸のばして正せい座ざした姿すがたのまま、丁てい寧ねいに頭をさげた。

『この子は近くにある比良坂神社の娘むすめさんだ。拓真と同い年だが、すでに巫み女この洗せん礼れいを受けていて、名無しの下か級きゆう霊れい体たいならば具ぐ象しよう魔ま術じゆつで呼よび出せる。それに、比良坂家は合気道の一いち流りゆう派は。この子もまた有ゆう段だん者しや並なみの実力を有している』

『女の子……い、嫌いやだ。女の子に頼るなんて、情なさけないじゃないか』

『悔くやしいか？』

『悔しいよ！』

『ならば早く修しゆ行ぎようを積み、自分を制せい御ぎよできるようになれ。比良坂の娘さんは、いまのお前よりもずっと強い。この子よりも強くなり、感かん情じようを抑よく制せいできれば、そのとき護ご衛えいも解とかせよう』

　厳きびしく言いつけると父親は、今度は優やさしい眼まな差ざしを翠花へ向けた。

『不ふ肖しようの息子ですまないが──学校で、こいつを護まもってやってほしい』

『はい……お任まかせください、おじさま』

　それからは、翠花に守られる日々を過すごした。

　翠花は、陰かげ口ぐちをたたく女子を投げ飛ばし、いたずらを仕し掛かけた男子を蹴けり飛ばし、囲まれそうになれば拓真の手を引いて、走った。

　もともと翠花は生き真ま面じ目めな子で、任にん務むをまっとうしているうちに、どんどんたくましくなっていった。気づけば最初のころのしおらしさなど、どこかに消えてしまっていた。

　そんな日々が、しばらく続いた。

　やがて拓真が、修しゆう練れんの果てに翠花よりも遥はるかに強くなる、その日まで。

　そうして拓真は、長い年月をかけて、何事にも動じない精せい神しん力りよくと屈くつ強きような肉体を手に入れた。

　手に入れたと、思っていた。




　がしゃん、がしゃん、と一定のリズムで、祭さい壇だんの飾かざりが音を立てる。

（ただの護ご衛えい対たい象しよう。しかも、こいつは聖せい職しよく者しやだ）

　半歩うしろを歩くミトラを意い識しきしながら、拓真は思う。

（なのに、必要以上に肩かた入いれしている……重ね、すぎている）

　修しゆう道どう女じよに対して激げつ昂こうしていたのは、そして、呪のろいによる無む尽じん蔵ぞうの知ち識しき欲よくのことを知られて、怖こわがられるのではないかと怖おそれたのは、どうしてなのか。宗しゆう教きようを嫌きらい、聖職者を嫌いながら、嫌きらわれることを怖おそれるなんて。

　洋館へと続く街路は虫の声さえ聞こえないほど静かだった。足音と祭さい壇だんの音だけが耳のすぐ近くで聞こえている。

　拓たく真まは言葉が見つからずに沈ちん黙もくを続けた。冷たく突つき放したのは自分だというのに、ミトラがどんな顔をしているのか、想そう像ぞうすることさえ怖ろしかった。

「あの」

　沈黙を破やぶったのはミトラだった。

　意を決したように、拓真の服を軽く引っ張ぱる。

「わたしは、怖こわがったりしませんよ」

　拓真は救われたような気持ちになった。しかし、それでもホッとしたのは一いつ瞬しゆんで、すぐさま表ひよう情じようを引き締しめる。

「……無理する必要はないぞ。怖がって当然だ」

「わたしの〝聖霊ミスラ〟も怖がられて当然です」

　純じゆん粋すいな宝ほう石せきのような瞳ひとみがまっすぐに拓真を見上げている。くもりも揺ゆらぎもそこにはない。

「わたしは信者ゼロ人の教きよう祖そで、拓真は信しん仰こう心しんゼロの祓ふつ魔ま師しです。そして、どっちもとっても怖いです。つまり、わたしたちはとっても似にた者同士、なのですよ」

　ぎゅっと小さな拳こぶしを握にぎって、訴うつたえかけるようにミトラは言う。

　拓真は思わず笑ってしまった。

　それで慰なぐさめているつもりなのか。それで元気が出ると思っているのか。などという、意地悪な考えが頭に浮うかぶよりも先に、拓真の頬ほおが反はん応のうしていたのだ。

　ミトラの言葉には威い厳げんなどない。教祖様として大おお勢ぜいの信者を煽せん動どうするカリスマにあふれているとも、思えない。ただただ素す直なおでまっすぐな言葉。それでもたった一人の心は動く。

「……俺もまだまだ修行が足りないな。玖く珂がの奴に、反はん論ろんできやしない」

　拓真はミトラの銀色の髪かみに軽く触ふれた。その何気ない手つきに、何の抵てい抗こうもなく身を委ゆだねていたミトラだったが、ふいにはっとして身を引いた。

　その頬をかぁぁっと火ほ照てらせて、唇くちびるをもぞもぞと動かす。

　拓真はあっと声を洩もらして、すまなそうに面おもてを伏ふせた。

「悪い。調子に乗りすぎた」

「い、いえ。嫌いやというわけではないのですが。その、なんでしょう。道みち端ばたで恥はずかしいと言いますか、〝聖霊〟の使い手として、無む防ぼう備びに過すぎたと反はん省せいしたと言いますか」

「いや、本当に悪かった。ただ、礼を言いたかっただけなんだ」

「お礼、ですか？」

「ちょっとだけ、気が楽になった」

　素直に口にすると、ミトラの表情も、ほわっとやわらいだ。

「それなら、よかったです」

　そして、何な故ぜだか偉えらぶったように胸むねを張はって、

「感かん謝しやの証あかしとして、ぜひマイトレヤ教の信者第一号に！」

「それは無理」

「はう……じょ、冗じよう談だんだったとはいえ、そこまできっぱり言われると傷きずつきます」

「ミトラ個こ人じんが気に入ってるかどうかと、主しゆ義ぎ主しゆ張ちようはまた別の話だ。それにまだ、お前が権けん力りよくを手に入れたときに同じことが言えるかどうか、信用しきれてるわけでもないしな」

「うう。相変わらずドライです」

　涙なみだ目めで唸うなるミトラの横顔を眺ながめて拓たく真まはふたたび笑った。そうしているうちに洋館の屋根が見えてくる。道みち端ばたに停まっている軍用車は影かげ縫ぬいの派は遣けんした祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいのものだろう。

　拓真はわずかに顔をしかめた。見知らぬ祓魔師と挨あい拶さつをかわすことになるかもしれない。それはあまり歓かん迎げいできるイベントではない。

　洋館の門を開けて中に入ったところで、拓真は硬こう直ちよくした。祓魔師部隊の人間と鉢はち合あわせたわけではない。もっと最悪な光景がそこにはあった。

　見み慣なれたはずの中庭が異い様ような様相を呈ていしている。武ぶ装そうした数人の男女──祓魔師部隊の人間が血を流して倒たおれていた。全身を無残に切り裂さかれた祓魔師達はぴくりとも動かない。

　地じ獄ごくのような光景の中心には巨きよ大だいな黒い影かげ。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ機械兵──天使が悠ゆう然ぜんと立ち尽つくしている。その手には返り血にまみれた連れん結けつ刃じんが握にぎられていた。

「あっ。おっかえりなさーい。おにーさん」

　漆黒の天使の肩かたに優ゆう美びに腰こしかけていた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が鼻にかかった甘あまえ声を出した。

「しっかし私も舐なめられたもんだよね。十人程てい度どで私を止められると思ったの？　ばかなの？　護ご衛えいのつもりなら一いつ個こ師し団だんぐらい連れてくればいいのに」

　ルナ・フェルマーは小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「よく言う。汝なれは何もしておらんではないか」

　ふいにもう一人の声がした。天使の足元の死角から歩み出てきたのは、拓真の知らない人物だった。目が醒さめるような金髪の美少年だ。身に着けた黒い祭服はまるでサイズが合っておらず、地面に裾すそを引きずっている。

「水を差さないでくれる？　メンゲル」

「真実ではないかルナ・フェルマー」

　メンゲルと呼よばれた少年は親しげに答えた。外見に似につかわしくない老成した口調だ。

「天使はあんたの契けい約やく霊れい体たいか？」

　拓真は低い声で訊きいた。

「そうだが？」

　メンゲルは平然と答えた。

「天使使いってことは白しろ十じゆう字じ教きよう徒となんだろうが……どうして悪あく魔ま契けい約やく者しやと手を組んでる？　白十字教は悪魔契約者を悪だと断だんじて、忌いみ嫌きらってるはずだろ」

「教きよう団だん全体の意思と個こ人じんの意思を混こん同どうするな。ヴァチカンの意思は知らん。儂わしは儂だ」

「そうか。で、あんたは一体なんなんだ？」

　メンゲルの外見は十一、二歳さいほどの幼おさない少年だ。祓ふつ魔ま師しの力は血ち筋すじや才さい能のうも大きく関係するとはいえ、十人ものプロの祓魔師をたった一人で殲せん滅めつするのは並なみ大たい抵ていではない。

　しかしメンゲルは「さてね」と肩かたをすくめて、答えを口にすることはなかった。

「まあいい。あんたが何者かは調べればわかることだ」

　拓たく真まは左手をかかげてルナとメンゲルに対たい峙じした。冷静に場を見極めて頭の中で戦せん略りやくを練りあげていく。

「あっ、ごめんねー。今回はおにーさんの強さに敬けい意いを表ひようして、まともに戦わないことに決めてるの」

　ルナがふざけたようにからから笑った。

「〝書記の天使〟」

　メンゲルが名を呼ぶと、漆しつ黒こくの天使が細長い柄えを軽く振ふるった。無数に連結した刃やいばが鈍にぶい音を立て、体のうしろに隠かくしていた何かを吊つり上げた。

　刃に絡からめ取られた何かが眼がん前ぜんにさらされて、拓真とミトラは顔面を蒼そう白はくにした。

「翠すい花か……っ」

　比ひ良ら坂さか翠花だった。祭事用の装そう飾しよくつきの巫み女こ装しよう束ぞくは無残に切り裂さかれ、全身は血ち塗ぬられたように真っ赤に染そまっていた。鞭むちのような刃に絡め取られたままぐったりとしている。

　胸むねの内で急きゆう激げきに暴あばれ狂くるいそうな怒いかりを拓真は唇くちびるを噛かんで必死に堪こらえた。有事に冷静な判はん断だん力りよくは不ふ可か欠けつだ。自分は長年の修しゆ行ぎようを経へて何事にも動じない精せい神しん力りよくを手に入れた。だから、動じるな。焦あせるな。拓真は震ふるえる右みぎ腕うでを強く握にぎりしめて自分に言い聞かせる。

　拓真の反はん応のうを面白がるようにルナは嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「心配しなくても殺してないよ。おにーさんとの交こう渉しよう材ざい料りように使おうと思ってね。ちょっとでも反はん抗こう的てきな態たい度どを取ったら、連れん結けつ刃じんがきゅっと締しまって、この巫女さんの体はばーらばら。それでもいいって言うならどーぞご自由にぞんぶんに戦っていいからね」

「くっ」

　拓真は歯を食いしばり、ルナを睨にらみつける。

　ルナは飄ひよう々ひようと肩をすくめて、からすのぬいぐるみを指の上でぐるりと回転させた。

「私の要求はただひとつ。〝聖霊ミスラ〟のおねーさんを貸かしてくれればいい。そうすれば、べつにおにーさんも殺さないし、この巫女さんも解かい放ほうしてあげる。どうかな？」

　拓真は背はい後ごのミトラを振り返る。ドレスワンピの胸むな元もとを握り、瞳ひとみを揺ゆらがせている。いまにも顔をあげて前へと踏ふみ出そうという姿し勢せいだ。

「待て」

　ミトラが口を開こうとするのを、拓たく真まは片かた腕うでで制せいした。そして、ルナのほうに向きなおる。

「翠すい花かは本当に生きてるんだろうな？　もし死んでいたら取引が成立しない。調べさせろ」

「この状じよう況きようでいい度ど胸きようだね？」

「ミトラを渡わたして、翠花も死んでいたとなれば両りよう損ぞんだ。翠花が死んでるなら、ミトラを守るためだけに全力を注げる」

　言葉は強いが声は震ふるえた。〝翠花の死の可か能のう性せい〟をカードにすることに、どうしても忌き避ひ感かんが生まれてしまう。

　それでも拓真は心を鬼おににして声を張はった。

「さあどうする。翠花に人ひと質じちとしての価か値ちが残っていると確かく認にんさせてくれるのか、どうか？」

「……」

　ルナは訝いぶかしげに目を細めている。腹はらを探さぐるような眼まな差ざしで拓真を眺ながめる。やがて、ふうと細い息を吐はいて、観念したように肩かたをすくめた。

「仕方ないね。方法は、どうする？　目覚めさせればいい？」

「いや、俺に調べさせろ。悪あく魔まの中には死し霊りよう術じゆつが使える奴やつもいる。俺にはそういう小細工抜ぬきに生死を正確に読み取るすべがある。一番信しん憑ぴよう性せいの高いその手しゆ段だんを使わせないなら、取引には応おうじない」

「注文多いなぁ……ほんとに立場わかってんのかな。まあいいや、ただし変な挙動を見せたら殺すからね」

〝書記の天使〟は連れん結けつ刃じんを動かして、翠花の体を拓真の目の前に横たえた。拓真は膝ひざを折り、痛いたましく、真っ赤に濡ぬれた翠花の頬ほおに左手をかざした。本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか。見た目にはあきらかに致ち死し量りようだが。

　拓真は〝解析アナライズ〟を使いながら、心の中で戦せん略りやくを組み立てる。

（翠花の自由は取り戻もどした。が、ここからどうする？　敵てきは二人。不老不死の悪魔契けい約やく者しやと実力が不ふ透とう明めいな祓ふつ魔ま師しの二人だ。能のう力りよくの全ぜん容ようがわからない以上、相手の力を過か小しよう評ひよう価かするのは危き険けん。しかし、ミトラと翠花を連れて逃にげ切れるか？）

　などと考える。拓真は素す直なおに取引するつもりなどなかった。翠花を助けて、ミトラも助ける。最初からそのことしか考えていない。

　左腕に輝かがやきが充じゆう満まんし〝解析〟の完かん了りようを伝えた。

　翠花のパーソナルデータが拓真の頭の中に流れこむ。

「え？」

　拓真は思わず声をもらした。

「傷きずは一ヶ所のみ。出血量も僅きん少しよう。そんなわけ……」

　予想外の診しん断だん結けつ果かだ。その結果が意味するところを考えて、拓真はある正せい解かいにたどりついた。

　この血は──比ひ良ら坂さか翠すい花かの血ではない。

「しまっ……」

　自分の手にこびりついた血を拓たく真まはとっさに拭ぬぐおうとした。しかしそれよりも早く、左手が猛もう烈れつに燃もえあがった。

　骨ほねの髄ずいまで焼けるような激げき痛つうに瞼まぶたの裏うらで火花が散り、膝ひざをつく。その一いつ瞬しゆんの間かん隙げきをルナ達は見み逃のがさなかった。連れん結けつ刃じんが、獲え物ものに跳とびかかる蛇へびのごとく、うずくまる拓真に飛来する。

　鈍にび色いろの一いつ閃せんは拓真の腕うでを浅く削けずり、鮮せん血けつが飛び散った。熱ねつ傷しようと裂れつ傷しようが交こう互ごに痛いたみを呼よび起こし、拓真の口からくぐもった悲鳴が洩もれる。

「拓真っ」

　ミトラの悲鳴と足音が聞こえる。

「来るな！」

「ですがっ」

　拓真は鋭するどい声でミトラを制せい止しする。

　くすくす、と、頭の上で笑い声がした。苦しみながら顔をあげると、ルナが笑みを浮うかべて拓真を見下ろしている。

「うふふっ、おにーさんの性せい格かくなら小こ賢ざかしい取引をしてくるだろうって思ってたんだぁ。賢かしこすぎるっていうのも困こまりもの、かな」

「翠花に浴あびさせるためにわざと自分の体を切り裂さいたのか？　……正気かよ」

「正気だよ。能のう力りよくは生かさなくちゃ。私は不死身である特とつ権けんをとことんまで使い果たすよ」

「痛みはあるんだろ」

「うん。おにーさんの目め潰つぶしと骨ほね砕くだき、すっごく痛かったよ。正直、ここで殺しちゃいたいくらい──でもまあ、慣なれてるよ。ドイツ教区との戦争でも、〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟の実験でも、何度も殺されてるしね」

「実験……？」

「……はい、おしゃべりはここまでー」

　しゃべりすぎたと言いたげにルナは話を打ち切った。拓真の体を蹴けりつけて、ミトラのほうへと顔を向ける。

「ミトラおねーさん。大切なことだからよーく聞いてね」

　ルナはからすのぬいぐるみを振ふり回し、大おお仰ぎような仕草で話し始めた。

「さっきのメンゲルの連結刃には私の血が塗ぬられてたの。しびれ薬をナイフにつけるのと同じで、傷きず口ぐちから血に混まじって、いまごろおにーさんの全身に巡めぐってるんじゃないかな」

（噓うそ、じゃない）

　拓真は自分自身に〝解析アナライズ〟を使ってすでに確かく認にんしていた。拓真の体内にはルナの血がある。体内を焼かれる呪のろいが、かかっている。〝分解ブレイク〟は使えない。呪いにじかに触ふれられれば話は別だが、体の上から〝分解〟しようとすれば、拓たく真まの全身が粉々になってしまう。

「おねーさん。回答を間ま違ちがえると、拓真おにーさんと巫み女このおねーさんが二人仲良く焼かれ死んじゃうから、そこのところよーく理り解かいして、私の質しつ問もんに答えてね」

「……はい」

　ミトラは神しん妙みような顔でうなずいた。

　ルナは満足げに微ほほ笑えむと、あざとく小首をかしげた。

「私に協力してくれる？」

「あなたの狙ねらいはドイツの教区長ですか？」

　ミトラが小声で訊たずねる。拓真と影かげ縫ぬいの話をミトラもきちんと憶おぼえていたのだろう。

「話が早くていいね。そう、標的は教区長。奴やつの契けい約やく霊れい体たいは私のフェネクスだと絶ぜつ対たいに突とつ破ぱできない。だから、おねーさんの〝聖霊ミスラ〟の力が必要なの」

「こんな奴の言うことを聞く必要はない！　逃にげろミトラ！」

「うるさいよ」

　ルナの足が後頭部に刺ささる。顔を地面にたたきつけられ、口の中に土の味が広がる。

　ミトラが悲鳴のような声をあげた。

「や、やめてくださいっ。わかりましたっ。わかりましたからっ……」

　泣きそうな声で訴うつたえる。

「従したがいます。だから、拓真とスイカを傷きずつけるのをやめてください」

　腹はらの底で渦うず巻まく何かを吐はき出すようにミトラは言った。緋ひ色いろの瞳ひとみを潤うるませて、しかし毅き然ぜんとルナの顔を見み据すえている。それは戦地に赴おもむく覚かく悟ごを決めた戦士の表ひよう情じようだった。

　拓真は愕がく然ぜんとした。

　何を言っているのか、理解しているのか？　自分の枷かせを忘わすれているのか？

　神かみ喰くらいの力を使えば、ミトラの夢ゆめは断たたれるかもしれない。それどころか、処しよ刑けいされるかもしれない。本当にそれでいいと思っているのか？

　アクリル板の向こうの兄の姿すがたを思い出す。自分を犠ぎ牲せいにしてまで白しろ十じゆう字じ教きようの、他人のために殉じゆんじた者の姿。それが目の前のミトラと重なって、頭の奥おくがかっと熱くなる。

「ふざけるなよ……ふざけるなよミトラ！　マイトレヤ教を立て直すんだろ!?」

「やります。ですから、二人を解かい放ほうしてください」

「ミトラ！」

　ミトラは答えない。拓真には一いち瞥べつさえくれず、毅然とした足取りでルナへと近づいていく。その小さな体がまとうのはかつてないほどの威い圧あつ感かんだった。圧あつ倒とう的てきな量の魔ま力りよくが濃のう厚こうな膜まくとなってミトラの体を覆おおっている。

　警けい戒かいすべきと判はん断だんしたのか、ルナも顔から余よ裕ゆうの色を消した。拓真と翠すい花かを指さして、言う。

「悪いけど、呪のろいを解とくのは教区長を殺してからだからね。その前に裏うら切ぎったりしたら、刺し違ちがえてでもそこの二人を殺す。いい？」

「わかりました。あなたの言うとおりにします」

　ミトラは無む表ひよう情じようでルナの命令にうなずいた。

　拓たく真まは唇くちびるを強く噛かみしめた。熱に悲鳴をあげる左手を握にぎりこみ、斬きりつけられた腕うでをもう片方の手で強くつかむことで強引に止血し、両りよう脚あしで強く地面を踏ふみしめた。

　認みとめられない。ミトラに兄と同じ結末を迎むかえさせるわけにはいかない。

　その感情のままに拓真は疾しつ駆くした。体内の組そ織しきを焼き尽つくされても構かまわない。引き換かえにルナだけでも倒す。

　拓真は一気に彼ひ我がの距きよ離りを詰つめた。

「〝聖霊ミスラ〟」

　拓真の攻こう撃げきを遮さえぎったのは、ミトラの静かな声だった。

　具ぐ象しよう魔ま術じゆつ。いっさいの時間的なラグを挟はさまない一いつ瞬しゆんの事象だ。手足を動かすように、呼こ吸きゆうのように、よどみなく。あらゆる祓ふつ魔ま師しを凌りよう駕がする速度で、最強の霊れい体たいが顕けん現げんした。

　同時に拓真の視し界かいを極ごく彩さい色しきの光が埋うめ尽つくしていく。

「大だい丈じよう夫ぶですから」

　ミトラはおだやかな笑顔を浮うかべた。

　直後、拓真は前後左右に揺ゆられるような、えも言われぬ酩めい酊てい感かんに襲おそわれる。

　そして、極彩色の空間が弾はじけたかと思えば、急きゆう激げきに強い風が吹ふきつけた。目を細めてかろうじて眼がん前ぜんを確かく認にんすると、そこにミトラの姿すがたはなかった。ルナもメンゲルもいない。

　ただただ紅べにに染そまる空が広がっている。そして視し界かいの下方には、ミニチュアのように小さな鳴なる神かみ市しの街まち並なみ。

　振ふり返れば、登山列車の駅。布ふ教きよう活かつ動どうをしていたらしい聖せい職しよく者しや達が、唖あ然ぜんとして拓真のほうを見ていた。「何もない場所からいきなり」「奇き跡せきか」「神か」「こら、安あん易いに神を語るな」などと動どう揺ようが広がっている。

　すこし離はなれたところに翠すい花かが倒たおれているのを見て、拓真は何が起きたのかを理り解かいした。

　空くう間かん制せい御ぎよ。入学試験のときに〝聖霊〟が使っていた能のう力りよくだ。空間を捻ねじ曲げて、対たい象しようを別の場所に強きよう制せい的てきに転てん移いする魔ま術じゆつ。

「くそったれ……！」

　胸きよう中ちゆうでくすぶる怒いかりを吐はき出すような声が風にまぎれて消えていく。

　怒りを伝えるべき相手はもうここにはいない。

　封ふう印いんの数珠じゆずのひと粒つぷが、ばきり、と、虚うつろな音を鳴らした。
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「ノウマクサマンダ　バザラダン　センダンマカロシャダ　ソワタヤ　ウンタラタ　カンマン喝かあああああああああつ!!」

　念ねん仏ぶつとともに仏ぶつ像ぞうの大きな手のひらが拓たく真まの横面を殴なぐった。首がもげそうなほどの一いち撃げきに吹ふき飛ばされて、床ゆかに腰こしを打ちつける。

　契けい約やく霊れい体たいたる仏ほとけを背はい後ごにしたがえたサヴァトリィがふうと息をつき額ひたいの汗あせをぬぐった。

「これで拓真君の体に流れてた〝起き爆ばく装そう置ちの血〟は解かい呪じゆしたよ。やっぱりフェネクスの本ほん懐かいは自し然ぜん干かん渉しようだね。呪のろいは下げの下。厄やつ介かいな技わざではあるけど、平へい均きん的てきな蓮れん教きよう徒とでも対たい応おう可か能のうだね」

「……そんなに余よ裕ゆうならもっと痛いたくないようにできなかったのかよ」

　拓真が不服そうに唇くちびるをとがらせた。

　ここは洋館の大食堂だ。ルナ・フェルマーの呪いを解といてほしいと依い頼らいされると、呪じゆ術じゆつの専せん門もん家かたる蓮教徒のサヴァトリィは嬉き々きとして対たい応おうしてくれた。

　ちなみに仏による一いち打だは男女平等である。ルナの血にまみれていた翠すい花かも解呪してもらったが、容よう赦しやのない一いち撃げきが見み舞まわれた。翠花はいま、氷ひよう嚢のうで腫はれた頬ほおを冷やしている。

「うう……サヴァちゃんの愛が痛い」

「蓮教徒は肩かたを棒ぼうでぶったたく習しゆう慣かんとかあるよな……マゾなのか？」

「打つ側がサディストという可か能のう性せいもあるよねぇ」

　サヴァトリィは悪びれずに言った。

　解呪の儀ぎ式しきを終えて、拓真は左手で自分の胸むねに触ふれ、次に翠花へと手を伸のばす。いつもなら手を振ふり払って、「なに触さわろうとしてんのよ変へん態たい」などと罵ののしりそうなものだが、今回はびくりと身をすくませるだけで、おとなしいものだった。

　拓真が頭に触れて十秒のカウントを心の中で刻きざんでいると、翠花は気まずそうに口を開いた。

「ごめん。あたしが捕つかまったりしたせいで」

「謝あやまらなくていい。むしろ巻まきこんで悪かった」

「でも」

「うん、正せい常じようだ。助かった、サヴァトリィ」

　まだ何か言いたそうにしている翠花をあえて無む視しして拓真は左手を離はなした。抱かかえ込こみがちな翠花には、慰なぐさめるよりも冷たくあしらったほうが効こう果か的てきだと拓真は知っていた。

「冷たい奴やつ」

　翠花は不満げに唇をとがらせる。それから窓まどの外へと視し線せんを向けた。

「ミトラちゃん、大だい丈じよう夫ぶかしら」

　外には夜の闇やみがあった。ミトラが連れ去られてからだいぶ時間が経たっている。

「教区長とやらを殺すのが目的としたら、白しろ十じゆう字じ教きよう鳴なる神かみ教きよう区くのどこかだと思うけど。あいつら最さい大だい派は閥ばつだからって調子に乗ってるんだよねぇ。何度もつついてるんだけど、まったく情じよう報ほうを開かい示じしてくれないし」

　サヴァトリィはいつものようにおどけた調子で言う。しかしこめかみからはじっとりと汗あせを流しているし、法衣の裾すそを頻ひん繁ぱんにいじっていた。

「白十字教徒の教員を拷ごう問もんしても口くち割わらなかったしなぁ」

「拷問て。さらりととんでもないこと言ったわね」

　サヴァトリィの怖おそろしい発言に翠すい花かが苦笑まじりにつっこんだ。

　翠花は唇くちびるに指を当てて小さく唸うなる。

「こういうとき、聖せい職しよく者しやの教きよう団だんへの忠ちゆう誠せい心しんは厄やつ介かいよね。どっかに簡かん単たんに裏うら切ぎってくれるような善人イイヒトがいればいいんだけど」

「それ善人っていうのかな」

　今度はサヴァトリィがつっこみをいれる。

　女二人の会話を聞いていた拓たく真まははっとして顔をあげた。

「忠誠心のない白十字教徒、か」

　拓真はポケットの中から一枚まいの紙を取り出した。ショッピングモールにて、玖く珂が暁あきらから渡わたされた住所のメモである。くしゃくしゃに丸められたそれを広げて、軽く舌したを打つ。

　頼たよるのか？　聖職者を。それも、教きよう皇こうの血ち筋すじだという生きつ粋すいの白十字教徒を。

　それに拓真にはもうひとつの懸け念ねんがある。

（玖珂暁……あいつが、タダで情じよう報ほうを提てい供きようするわけがない。仲間になれと言うに決まってる）

「拓真、どうかしたの？　その紙は？」

　紙を見つめたまま黙だまってしまった拓真に、翠花が心配そうに訊きいた。そんな翠花の顔を見て、それから、視し線せんを下のほうへ移い動どうさせる。切り裂さかれた巫み女こ装しよう束ぞくの内側に包帯が巻まかれた肌はだが覗のぞいている。

　がん、と大きな音が鳴った。拓真がテーブルに拳こぶしを落とした音だ。

「拓真……？」

「馬ば鹿かだったな、俺は」

　感かん情じようを押し殺したような低い声を拓真は吐はき出す。

「幼おさなじみを傷きずつけられて、ミトラも連れ去られた。奴やつらが目的を達成したら、ミトラは処しよ刑けいされるかもしれない──こんな状じよう況きようだっていうのに『それは避さけたい』だと？　馬鹿か俺は」

　拓真が弾はじかれるように立ちあがると、その腕うでをサヴァトリィがつかんだ。

「なにをするつもりだい？」

　拓たく真まはその腕うでを振ふり払はらって、言った。

「神様に泣きついてくる」
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　拓真は夜の街を駆かけていた。

　冷たい夜や気きを裂さくように低てい姿し勢せいのままに石いし畳だたみの街道を走っていく。筋きん肉にくの収しゆう縮しゆくに合わせて魔ま力りよくをポンプのように放出し、人にん間げん離ばなれした走行を見せている。

　通行人の合間を縫ぬうようにして教会の密みつ集しゆうした白しろ十じゆう字じ教きよう区を走る。

　通りすがりの司し祭さいが驚おどろいた顔で振ふり返るが、拓真はそちらを一いち瞥べつすることもなく、ただひたすらに目的地を目指していた。

　やがてその場所が視し界かいに入ってくる。

　鳴なる神かみ市しを横おう断だんする河川かせんにほど近い、ゆるやかな傾けい斜しやの坂道のわきに、三階建ての修しゆう道どう院いんが建っていた。煉れん瓦がづくりの壁かべとやたらと多い窓まどに、鉄てつ製せいの外そと階かい段だん。全体的にレトロだが、よく手入れがされているために、それほど古びた印象は抱いだかせない。

　着いた。門もん扉ぴには『白十字教第だい一いち学がく生せい寮りよう』と書かれている。間ま違ちがいなさそうだ。

　寮りよう監かんはいなかった。拓真は靴くつを脱ぬぐのももどかしく、土足のままで寮の階段を駆かけ上がる。三階に入ってすぐの扉の前に立って、拓真はノックしつつ声をかけた。

「玖く珂が！　いるか！」

「入れ」

　短い返事。拓真はあわただしくドアを開けた。

　二十畳じようほどの広い部屋だった。しかし壁かべ際ぎわは本ほん棚だなが埋うめ尽つくしていて、あふれた古書の数々が山のように床ゆかに積まれている。

　拓真は父親の書庫を思い出していた。まぎれもなく蔵書狂ビブリオマニアの部屋だ。

　正面に執しつ務む机づくえが置かれているが、本が積まれていて反対側は見えない。

「くると思っていた」

　その向こう側から男の声が聞こえた。落ち着き払はらった、鼻につくような声だ。

　椅い子すの鳴る音の後、机の横から姿すがたを現あらわしたのは長身の女性だった。しかも、メイドだった。すらっとした肢し体たいに本ほん格かく的てきなメイド服を着き込こんでいる。鮮あざやかな金髪の持ち主だがその顔にはいっさいの表ひよう情じようがない。雪のように冷たい雰ふん囲い気きをまとった女性だ。

「え……？」

　てっきり玖珂暁あきらが現れると考えていた拓真は、間の抜ぬけた声を出してしまう。目を丸くする拓真の目の前でメイドが深々と頭をさげた。

「失礼。わたくしはご主人様からメッセンジャーを仰おおせつかった者です──では本題に入る」

　メイドの口から言葉が朗ろう々ろうと紡つむがれる。神しん経けい質しつそうな声も口調も暁あきらとまったく同じだった。暁もそれほど低い声ではないとはいえ、ここまで完かん璧ぺきな声こわ色いろはなかなか扱あつかえない。彼女の技ぎ量りように驚きよう嘆たんしつつも、伝言に声を真ま似ねる必要はあるのだろうかと拓たく真まは心の中で冷静につっこんだ。

「この女は人間ではない。下級天使である〝言こと伝づての天使〟だ」

「天使……人型の？」

　拓真は驚おどろいて目を見開いた。

　白十字教の天使は甲かつ冑ちゆうをまとった機械兵の姿すがたが多い。例外もあるだろうが、少なくとも拓真は人間とまったく同じ姿の天使なんてこれまでに見たことがなかった。

「こいつを〝解析〟すれば、記録された言葉をすべて読み取れる。口頭で情じよう報ほうを伝えるよりもずっと早い」

「まだ用よう件けんを言ってないんだけどな」

「ここに記録されているのは、ドイツ教区襲しゆう撃げき事じ件けんの情報だ。『まだ用件を言っていない』などと疑ぎ問もんを持つかもしれないから、あらかじめ教えておく」

「……本当になんでもお見通しなんだな」

　メイドが拓真のそばに寄より添そった。カチューシャをつけた頭がすぐ目の前に差し出される。触さわれ、ということらしい。

　本物の女性と何も変わらない甘あまやかな香かおりが漂ただよい、拓真は微び妙みような気持ちになる。

「……趣しゆ味みの悪い奴やつ」

　罵ののしりつつ、拓真はメイドの頭に触ふれた。

　左ひだり腕うでの紋もん様ようがすみれ色に輝かがやいた。〝解析アナライズ〟の力が〝言伝の天使〟に記録された玖く珂が暁の伝言を脳のう内ないに流しこんでくる。断だん片ぺん的てきな単語が、一つ、また一つ。刻きざみつけられていく。

「な……!?　これは、本当なのか……!?」

　そうして知らされた事実に拓真は愕がく然ぜんとした。

「〝言伝の天使〟は痛いたみを訴うつたえます」

「……すまない」

　拓真は湧わきだした怒いかりのままに力を込こめていた手をさっと離はなした。

　たしかに、口頭で説明するにはあまりにも長すぎる話だった。

　そして、許ゆるされざる話だった。

「本当なのか、玖珂？」

　閉とざされた奥おくの部屋の扉とびらに向けて拓真は声をかける。その向こう側にずっと人の気け配はいがあったことに、すこし前から気づいていた。

　扉を開けて姿を現あらわしたのは今度こそ玖珂暁だった。

「本当だ」

　暁は真顔でうなずく。

「というか、いるならどうして隠かくれてたんだよ」

「自分の声を聴きくのは恥はずかしいだろう」

　冗じよう談だんなのか本気なのかわからない感かん情じように乏とぼしい声で暁あきらは言った。その憎にくらしい態たい度どが、このときばかりは逆ぎやくに今回の事じ件けんへの怒いかりをやわらげる鎮ちん静せい剤ざいのような役やく割わりをはたしてくれた。

　呼こ吸きゆうを落ち着けて、拓真はふたたび気き障ざな白しろ十じゆう字じ教きよう徒とに問う。

「玖く珂が。お前はこの後、俺がどう動けばどういう結末になるのか全部わかってるのか？　だったら教えてくれ。このクソみたいなシナリオをぶち壊こわす方法を」

　右みぎ腕うでの数珠じゆずに軋きしむ音が響ひびくのにも構かまわず、拓真は声を震ふるわせた。

「返答はＮＯだ。オレにはこれから先、何が起こるのかまったくわからん」

「ふざけるな。もったいぶってないで出せよ。お前には未み来らい視しの能のう力りよくがあるんだろ！」

　拓真は声を荒あらげながら暁の肩かたをつかんだ。細身ながらに鍛きたえているらしく、拓真の力で押おされても微び動どうだにしない。

　暁が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめ、拓真の手を乱らん暴ぼうに振ふり払はらう。

「喧けん嘩かをしている時間などないはずだ」

「そうだ。だから教えろ。この後、何をすればいい？」

　拓真がせかすように訊きくと、暁は猛もう禽きんのような双そう眸ぼうを細めた。

「オレの能力は未来視ではない。完全な過か去こ視しだ」

「完全な……過去視？」

　意外な言葉に拓真は思わず同じ言葉を繰くり返した。

「観かん測そく者しや視し点てんでの時じ系けい列れつにおける〝厳げん密みつな意味での過去〟を視し認にんできる」

「観測者視点での厳密な……なんだって？」

　暁の言葉が一ミリも理り解かいできず、拓真はしかめ面つらになる。

「チッ。これもメッセンジャーに記き憶おくさせておくべきだったか。オレとしたことが、失しつ策さくだ」

　暁は苛いら立だたしげに舌した打うちする。

「たとえば世界が何度も繰くり返されていると仮か定ていしたとき──リセットされる前をリセット後の現げん在ざいから見て過去と判はん断だんし、過去視できるということだ」

「リセット……？　世界が繰り返されてる、って言いたいのか？　そんなばかな」

「オレもばかだと思うし、実のところ自分の力を完かん璧ぺきに把は握あくしているわけではない。が、見えている未来にいくつものパターンがあって、それ以外のものは何も見えない。だから、世界には繰り返された痕こん跡せきがあり、オレはそこでの記憶を見ているのではないかと仮説を立てた」

　意味のわからないことを暁は淡たん々たんと口にする。

「今回は〝過去〟の失敗をすべて回かい避ひする選せん択たくを取った。あの銀ぎん髪ぱつを死なせないためにな」

「ミトラは……前のパターンでは死ぬのか？」

「そうだ」

　暁あきらはうなずいた。

「オレはそれを防ふせぐための布ふ石せきを打ってきた。だがいまここで貴き様さまに説明したこの瞬しゆん間かんから、初めてのルートに入る。正せい解かいなどわかるはずもない」

「ルナの襲しゆう撃げきをあらかじめ防ぐことはできなかったのか？」

「それを試みたパターンもあった。だが、奴やつは狡こう猾かつだ。こちらが対たい応おうすればそれ以上の動きを見せてきた。結果的にオレは情じよう報ほう提てい供きように徹てつするのが最さい善ぜんのルートだった」

「そうかよ。役立たずだな」

　拓たく真まは心の底から言った。

　暁はつまらなさそうに鼻を鳴らしたが、

「生き残ったら襤ぼ褸ろのように使い倒たおしてやる。覚かく悟ごしておけ」

　その声には怒いかりを押おしこめるような響ひびきがあった。

　細さい剣けんを抜ぬいて部屋を出ようとする暁の背せ中なかを拓真は呼よび止めた。

「玖く珂がも来るのか？」

「いいや。オレはこっちのゴミ掃そう除じを引き受ける」

　拓真はメッセンジャーから読み取った情じよう報ほうを思い出す。

　その内ない容ようが本当であれば、たしかに暁には別の仕事を頼たのみたいところだ。

　ふと立ち止まり、暁は生き真ま面じ目めな顔で細剣の切っ先を拓真に向けた。

「貴き様さまも油ゆ断だんするな。祓ふつ魔ま師しとしては貴様のほうが格かく上うえかもしれんが、敵てきには霊れい体たい以外の武ぶ器きがある」

「メッセンジャーにもあった、アレのことだな？」

「そうだ」

「オーケー。肝きもに銘めいじておく」

　そう言って、拓真は暁の部屋を飛び出した。

　ルナ・フェルマーの目的地──迷めい宮きゆう結けつ界かいを目指して。
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　薄うす墨ずみ色いろの墓ぼ石せきが立ち並ならぶ鳴なる神かみ市し第だい三さん墓ぼ園えんには、創そう設せつ以来、ただの一人も埋まい葬そうされていない。上空から眺ながめると墓石は魔ま法ほう陣じんの形に配置されていた。ここは表向きは墓園だが、実じつ際さいには、白しろ十じゆう字じ教きようの一いち派は閥ばつが独どく自じに地下空間を改かい造ぞうし、構こう築ちくした迷宮結界の入口でしかなかった。

　結界内には対霊体用迎げい撃げきシステムや無人の具ぐ象しよう魔ま術じゆつによる守しゆ護ご天てん使しなどが配はい備びされている。避ひ難なん民みんの生活空間に至いたるまでには、何なん層そうもの隔かく壁へきを突とつ破ぱしなければならない。

　まさしく難なん攻こう不ふ落らくの地下シェルターだった。

　今日この日までは。

　侵しん入にゆう者しやは三人。幼おさない容よう姿しの少年少女と、祭さい壇だんを背せ負おった儚はかない印象の少女だ。

　フェネクスの炎ほのおと〝書記の天使〟の連れん結けつ刃じんが、あらゆる結界内の防ぼう護ごシステムを薙なぎ払はらう。生活空間へとつながる最後の隔かく壁へきも不死鳥の灼しやく熱ねつが熔とかした。

「ルナ・フェルマー」

　空あけたばかりの隔壁の穴あなを乗り越こえようとするルナの背中に、ミトラが声をかけた。

「この行いには、あなたなりの正せい義ぎがあるのですか」

「正義ぃ？」

　ルナは小こ馬ば鹿かにしたように語ご尾びを上げた。

「悪あく魔ま契けい約やく者しやにそゆこと聞く？　ないよ、ないない。おねーさん達が掲かかげるような、ご立りつ派ぱな正義なんてなーんにもないよ」

「世間的に立派じゃなくていいです。わたしの正義も世間的には立派じゃないですし。ここまで強い執しゆう念ねんを持って行動するというのは並なみ大たい抵ていのことじゃありません。きっと理由があるはずです」

「……ふぅん」

　ルナは感かん情じようの読めない表情で相あい槌づちを打つ。

　フェネクスの炎が薄うす暗ぐらい空間を照らす。

「ま。おねーさんには作戦の中ちゆう核かくを担になってもらうんだし、知っといてもらおうかな」

　ぼんやりと照らし出されたルナの横顔は、ほのかな憂うれいを帯びていた。

「私さ、白しろ十じゆう字じ教きようドイツ教区の連中に誘ゆう拐かいされたんだよね。七歳さいのとき」

　艶つややかな唇くちびるから紡つむがれるのは、一人の少女の顛てん末まつだった。




　農村の出身だった少女は自然の中で駆かけ回るのが好きだった。

　ある日、森に遊びに行ったとき、少女は動物の声が聞こえないことに気づいた。

　はっと周囲を見み渡わたすと、黒ずくめの怪あやしい男達が少女を囲んでいた。

　注ちゆう射しやを打たれて気を失い、次に意い識しきを取り戻もどしたとき、少女は冷たい檻おりの中にいた。

　下着みたいな薄い服ふくを着せられて、鎖くさりにつながれたまま天てん井じようから下げられた。

　そして無む抵てい抗こうな肉体にむりやり天使を挿そう入にゆうされた。

　泣いても叫さけんでも誰だれも助けてくれなかった。

　繰くり返し繰り返し、過か度どな負ふ荷かがかかる生体霊枢核バイオロジカル・コアとしての扱あつかいを受けて、少女は心身ともにぼろぼろになっていき──




「十二歳になって、体力の限げん界かいがきた。魔ま力りよくの神しん性せいが衰おとろえ始めると、奴らは私を親元に戻もどそうとした……だけど、どーしてかな。たぶん、めぐりあわせっていうか、たまたまだと思うんだけど……私の実験が終わる直前に、教区長が思いつきで新しいコトを始めたの」

「新しいこと、ですか」

「大だい悪あく魔まフェネクスと契けい約やくし、不老不死の肉体を獲かく得とくさせること」

　ルナが冷え切った声で言う。

「悪魔は他の霊れい体たいと違ちがって、契約すると代だい償しようと引き換かえに人間に権けん能のうを与あたえるの。フェネクスの場合は不老不死の肉体だった──それから八年間ぐらい、ずっと〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟の実験体として、繰くり返し繰り返し、天使を憑ひよう依いさせられたよ。それこそ、死んでもね」

　ルナが遠い目をして語った。

　想そう像ぞうを絶ぜつする日々だったのだろう、とミトラは思う。自分は故こ郷きようを滅ほろぼされたあとに、優やさしい人に拾ってもらえたからよかった。八年間も責せめ苦を受け続けるのはどれだけの苦く痛つうなのか。

「八年間も我が慢まんできたのですね」

「我慢したよ。白しろ十じゆう字じ教きようは憎にくかったけど、大好きな人が愛していたのも白十字教だったから」

　ルナは泣き出しそうな笑みを浮うかべていた。これまでの余よ裕ゆうの表ひよう情じようが消えて、胸むねの底からこみ上げるものを押おしこめるように肩かたを震ふるわせる。

「私の世話役だったシスターがいるの。白十字教徒なんてみんなみんな嫌きらいだったけど、あの人だけはいつも私の味方になってくれた。おしゃべりしてくれたり、わがままもいっぱい聞いてくれた。歳としなんてもう取らないのに、誕たん生じよう日びプレゼントも、くれた。白十字教の天使なんていつでも倒たおせたけど、シスター・クラウディアのためだけに、私は耐たえてきた。なのにっ」

　浸ひたるような声がどんどん熱を帯びていき、ついには叫さけびのようになる。金きん髪ぱつを強く振ふり乱みだし、碧あおく澄すんだ瞳ひとみに憎ぞう悪おの色を浮かべる。

「たった一度、私を外に出しただけで処しよ刑けいされた。シスターはただ、私に星を見せてくれただけだったのに。悪あく魔ま契けい約やく者しやの脱だつ走そうをほう助した罪つみだってさ。自分達で悪魔を植えつけたくせに、笑っちゃうでしょ」

　ルナの純じゆん粋すいな怒いかりに触ふれて、ミトラはドレスワンピの裾すそを強く握にぎりしめる。

　──許ゆるせない。という、その気持ちは痛いたいほどにわかる。

　だが、わかってはいけない、とも思う。憎悪を復ふく讐しゆうという形で発散することが正しいとも思えない。それにルナは拓たく真ま達を盾たてにミトラをおどしているのだ。同情したい気持ちと、そうでない気持ちがせめぎ合う。

「……昔話が過すぎたね」

　ルナは顔をしかめて話を打ち切った。前を歩くメンゲルの背せ中なかをつつく。

「にしてもここ、本当に白十字教の建物なの？　宗しゆう教きようっていうより軍ぐん用よう施し設せつみたい」

　回かい廊ろうは鈍にび色いろの金きん属ぞくでできていた。隔かく壁へきにも電でん子し認にん証しようが導どう入にゆうされているし、天てん井じようや壁かべにはケーブルやパイプが無数に走っている。

　メンゲルは可お笑かしそうに肩を揺ゆらして答えた。

「白十字教の中には科か学がく技ぎ術じゆつと祓ふつ魔ま技ぎ術じゆつを組み合わせようとする派は閥ばつがあってな。教きよう皇こう派はとは対立しているが、それなりに大きい勢せい力りよくだ」

「ふぅん。教区長がここに逃にげたってことは奴やつもその勢力の一人ってこと？」

「うむ。ヴァチカンに逃げず、あえてここまで来たのも縁えんがあるからだろうな」

「〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟の実験とか、平気で違い法ほうに手を染そめる奴やつだもんね。まあ納なつ得とく──っと」

　ルナが掛かけ声とともにフェネクスをけしかけた。通路の先から現れた守しゆ護ご天てん使しが炎ほのおにまかれて消えていく。しつこいな、とルナは口の中でつぶやいた。

「無人で具ぐ象しよう魔ま術じゆつを発動させてるのも、その派は閥ばつの〝技ぎ術じゆつ〟ってやつ？」

「結界の中心部にある〝魔ま力りよく炉ろ〟は七しち聖せい人じんに匹ひつ敵てきする質しつと量の魔力を生み出せる出力機関だ。守護天使のような下級霊体であれば操あやつるのは造ぞう作さもない」

「詳くわしいね」

「これでも白しろ十じゆう字じ教きよう徒とのはしくれだからな」

　ふいに足音が止まった。

　メンゲルが振ふり返り、くくと笑う。

「さあ着いたぞ。この先が終着点。迷めい宮きゆう結けつ界かいの心しん臓ぞうだ」

　薄うす闇やみの中にぼんやりと浮うかび上がったのは地じ獄ごくの門を彷ほう彿ふつとさせるまがまがしい門もん扉ぴだった。メンゲルが認にん証しようパネルに手をあてる。淡あわい光が行き交い、パネル上部のランプに緑の光が灯る。

　軽い電子音の後、迷宮結界の最さい奥おう部ぶへとつながる鉄てつ扉ぴが、ゆっくりと開かれていく。金きん属ぞくが擦こすれる重じゆう厚こうな音が体の内側を揺ゆさぶった。

　扉とびらの隙すき間まから強い風が流れ出し、三人の侵しん入にゆう者しやの髪かみをなびかせる。

「これは……？」

　ミトラは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　部屋の中央には巨きよ大だいな筒つつ状じようの機械があった。表面は鈍にび色いろの金属。半はん透とう明めいのガラスの向こう側で淡い光が縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐり、無数の魔ま法ほう陣じんを描えがき出している。機械から生えた無数のケーブルが壁かべや天てん井じようにのびている。

　それだけではない。

　カプセルのような筐きよう体たいがいくつも並ならんでいて、中には奇き妙みような機械が眠ねむっていた。

　外見は、節せつ足そく動どう物ぶつ。蜘く蛛ものような八本の脚あしを折りたたみ、胎たい児じのような格かつ好こうで収まっている。首の部分にくぼみがあり、そこにケーブルがつながっている。

　シェルターの居きよ住じゆう区く域いきという様子ではない。まるで生産工場のようだ。

「不気味な場所ね……まあいいや。教区長はどこ？」

　そう言って、ルナは室内に足を踏ふみ出した。

　そのとき、空気の唸うなるような音をミトラは聞いた。

　はっと顔をあげた瞬しゆん間かん──目の前でルナの体が四散した。肩かたからもげた腕うでが吹ふき飛び、胴どう体たいは真っ二つに裂さけて首が断たたれた。赤黒い血が噴ふん出しゆつし、できあがった血だまりの上に肉にく塊かいと化したルナの体が粘ねん着ちやく質しつな音を立てて落ちる。その顔は驚きよう愕がくに歪ゆがみ、「なんで」の「な」を口にする直前で硬こう直ちよくしていた。

　激はげしく燃もえ上がった炎ほのおがルナの体を包み込み、血や肉にく片へんが徐じよ々じよに集まっていく。ようやく元の人の形を取り戻もどし、小こ刻きざみに痙けい攣れんしながらもルナが立ち上がろとする。

　が、宙ちゆうを踊おどっていた連れん結けつ刃じんがすぐさま軌き道どうを修しゆう正せいし、ふたたびルナを襲おそった。胸むねに追い打ちのように刃やいばが突つき立ち、ルナの体はそのまま壁かべに縫ぬいつけられた。

「え……？」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。ミトラは何が起きたのかわからずに茫ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかなかった。

　あまりにも突とつ然ぜんのことに思考が追いついていかなかった。

　すこし遅おくれて、どうして？　という疑ぎ問もんが、脳のう裏りをよぎる。

　ルナを攻こう撃げきしたのは〝書記の天使〟──メンゲル・ヘルツォークの契けい約やく霊れい体たいだった。

　メンゲルはミトラを振ふり返り、凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべる。

「さあ、最後の仕上げといこうか」
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「あなたは……ルナ・フェルマーの仲間ではなかったのですか」

　混こん乱らんしつつもミトラはかろうじて訊きいた。

　メンゲルはかすかに肩かたをゆらす。

「仲間？　ふむ、そうだな。たしかに、シスター・クラウディアを処しよ刑けいされた恨うらみで暴ぼう走そうしていた彼女に道を示しめしてやったのは儂わしだ」

「それなら、どうして……」

「だが、彼女が殺そうとしていた相手もまた、儂なのだよ」

「どういう……ことですか？」

　ミトラは困こん惑わくの声を出す。

「〝書記の天使〟は下か級きゆう霊れい体たいだが、力ある者が扱あつかえば、こんなことができる」

　メンゲルは漆しつ黒こくの天使を仰あおいだ。〝書記の天使〟が一冊さつの分ぶ厚あつい本を眼がん前ぜんに浮かべると、空あいた左手の人さし指でそっと紙面をなぞる。黒字の情じよう報ほうが消し去られていき、そして、新たな文字が綴つづられる。

　次の瞬間、少年のおぞましいほどの美び貌ぼうがノイズのようにブレた。小こ柄がらなシルエットは見る間に膨ふくれていき、でっぷりとした腹はらが出て、綺き麗れいな金きん髪ぱつがごっそりと抜ぬけ落ちる。妖よう気きさえ感じさせた美び貌ぼうは影かげも残らず、醜みにくい容よう貌ぼうの男に成り果てた。

　その顔はミトラには見覚えがなかったが、壁に縫いつけられていたルナが声を絞しぼり出した。

「教区……長……ッ!?」

　その顔ははっきりと動どう揺ようしていた。

「そんなばかなことが……なにこれ、どうなってるの……!?」

　血ち反へ吐どとともに言葉を吐はき出し、うろたえる。

「察しが悪すぎるな、ルナ・フェルマー。〝書記の天使〟は人間の魂たましいの情じよう報ほうを司つかさどる下級天使だ。ならば、魂の情報を書き換かえればどうなる？」

「別人に、なれる……？　そんな……じゃあ、私は。ずっと……」

「儂わしの書いた脚きやく本ほんどおりに動いてくれた、というわけだ」

　メンゲルはつまらなさそうに言うと筐きよう体たいのひとつに歩み寄よった。パネルに指を這はわせると、〝魔ま力りよく炉ろ〟が振しん動どうし、ケーブルを通じて筐体へと光が流れ込こむ。

　空気の抜ぬける音とともに筐体の上部が開き、ばちん、とコネクタのはずれる音が鳴った。

　蜘く蛛も型がたの機械が八本の脚あしを蠢うごめかせて地面に降おり立つ。

「寄生装置パラサイト・デバイス。ミトラルカを捕とらえよ」

　メンゲルが低い声で命じると、寄生装置は八本の脚を曲げ、すばやく跳ちよう躍やくした。

　それはミトラの腹はらにがっしりとしがみつくと脚の先せん端たんについた小さな針はりを肌はだに刺さす。
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「あっ……」

　ちくり、と、かすかに走った痛いたみにミトラが声をあげる。

　寄生装置の単たん眼がんに赤い光が点灯し、機体全体が強い熱を帯びた。

　直後──ミトラの全身から青い魔ま力りよくの光があふれだした。体内に循じゆん環かんしていた魔力を強引に放出させられて、ミトラは小さな悲鳴をあげる。

「魔力が勝手に……これはいったいなんなのですか!?」

「くくっ。これは我わが白しろ十じゆう字じ教きよう反はん教きよう皇こう派はに完全なる権けん威いを与あたえる──兵器だ」

「兵器……？」

「寄生装置パラサイト・デバイスと呼よばれる機械でな。祓ふつ魔ま師しに取りつき、具ぐ象しよう魔ま術じゆつをむりやり実行させることができる。現げん段だん階かいでは七しち聖せい人じん級きゆうの魔ま力りよく供きよう給きゆうをし続けなければ動かないが……迷めい宮きゆう結けつ界かいには七聖人の魔力を再さい現げんした魔ま力りよく炉ろがある」

「むりやり具象魔術を使わせる……？　そんなことが可か能のうなのですか？」

「可能だ。聖人級の魔力を出力する〝魔力炉〟──そして祓魔師を無力化し、その力を奪うばい取る寄生装置。我われ々われは長年の研究のすえにようやく、ようやく完成させたのだ」

「まさか……あなたの狙ねらいは……」

　考えたくもない可能性に唇くちびるを震ふるわせるミトラを、メンゲルは小こ馬ば鹿かにしたように嘲あざ笑わらった。

「冷静に考えればわかるだろうに、冷静さを欠かくと人は盲もう目もくになるものだな。おいで、智ち天てん使しヘルヴィム」

　メンゲルの手にしていた十じゆう字じ架かが魔力を帯びて、その場にもう一体の天使が現あらわれた。赤熱したような深しん紅くの装そう甲こうをまとった、二メートルほどの機械兵だ。

「たしかにヘルヴィムは炎ほのおへの強い耐たい性せいを持つ。並なみの霊れい体たいではどうにもならない上位天使だ。が、〝聖霊ミスラ〟などという大物でなければ倒たおせないほどではない。十二歳さいで成長の止まった小こ娘むすめには、その程てい度どの疑ぎ問もんさえ抱いだけなかったようだがな」

　くく、とメンゲルが喉のどを鳴らす。

「〝聖霊〟でなければ完全に倒せないのは、そちらのほうだ。大だい悪あく魔まフェネクス。そして不老不死の悪あく魔ま契けい約やく者しや、ルナ・フェルマー」

「メンゲル……ううっ、くそっ、くそぉっ……うわああああああああああああ!!」

　ルナが、喉が裂さけんばかりの憎ぞう悪おの叫さけびをあげる。

　メンゲルはむしろ心ここ地ちよさそうにその音色を聞きながら、ミトラへと振ふり返った。

「儂わしの本当の依い頼らい主ぬしはルナではない。白十字教鳴なる神かみ教きよう区くの反教皇派であり、反マイトレヤ派でもある連中だ」

「それでは、ルナ・フェルマーをこの街に誘ゆう導どうしたのも、わたしをここに連れてきたのも、彼らの意思だというのですか？」

「宗しゆう教きよう都と市しに常じよう駐ちゆうする反マイトレヤ派は邪じや教きようの教きよう祖そがこの街で暮くらすことを快こころよく思っていない。祓ふつ魔ま学がく園えんに入学し、卒業し、祓魔師になろうなどもってのほかだ。ルナ・フェルマーを始末したいドイツ教区とミトラルカ・シルヴェスタを始末したい鳴神教区の一派閥──両者の利害が一いつ致ちし、ならば同時に片かたづけてしまえばいい、という話になった。〝聖霊〟の神かみ喰くらいを利用して不死身の悪あく魔まを葬ほうむり、神かみ喰くらいを使った汝なれは聖せい職しよく者しや協きよう会かいに処しよ刑けいされる」

　メンゲルが一歩、近づく。ミトラはあとずさろうとして、しかし、膝ひざをついてしまう。唐とう突とつな気けだるさに襲おそわれる。視し界かいがぐらりと揺ゆれる。

　魔力を強引に制せい御ぎよされている影えい響きようが、肉体にまで及およんでいたのだ。

　その場にうずくまりながらミトラは涙なみだでにじむ目を精せい一いつ杯ぱいに開いて、メンゲルを見上げた。

「どうして、ですか……？　わたしが道を踏ふみ外してしまったのであれば、処刑も仕方ないと思います。でも、わたしは何もしていないです。むりやりなんて酷ひどすぎます」

「どうして？　知れたこと。我われ々われにとって邪じや魔まだから。それ以外に理由があると思うか？」

　メンゲルは哄こう笑しようすると、うずくまって悶もだえているミトラの脇わき腹ばらを蹴けりつけた。ブーツのつま先がめりこみ、地面に転がされる。肺はい腑ふから息がもれだし、鈍どん痛つうが腹ふく部ぶを襲おそった。

　ミトラの髪かみがぐいとつかまれ、乱らん暴ぼうに顔を動かされる。メンゲルの声が耳元でささやく。

「さあ〝聖霊ミスラ〟を使え。ルナ・フェルマーを殺せ」

「いやです……！」

「汝の意思は関係ない。寄生装置パラサイト・デバイスは汝に代わって〝聖霊〟を支し配はいする」

「ああっ!!」

　体の内側をかき回されるような激げき痛つうにミトラの口から悲鳴がもれた。頬ほおは紅こう潮ちようし肌はだが汗あせばむ。

　雷らい光こうの弾はじける音とともに祭さい壇だんを青白い膜まくが覆おおった。寄生装置が細かく振しん動どうし、〝聖霊〟を呼よび出さんとミトラから奪うばった魔力を注いでいく。

「いやですっ……いやですっ……わたしは誰だれも殺したくない……死にたくも、ないっ」

〝聖霊〟の姿すがたが顕けん現げんされていくのを目まの当たりにしながら、ミトラは泣きそうな声で叫さけんだ。

　胸むねの中の殻からが割われる音を聞いた。真っ暗な空間に、放り出された気がした。

　ある程てい度どは、覚かく悟ごしていた。

　邪じや教きようだと罵ののしられて、馬ば鹿かにされて、時には身の危き険けんもあるかもしれないと覚悟していた。

　それでも──三年間、真ま面じ目めに祓ふつ魔ま学がく園えんで過すごせたら、きっとわかってもらえる。

　こつこつとやっていけば、マイトレヤ教の旗はたをもう一度、掲かかげることができる。

　そう信じていたからこそ、ひとりぼっちの山での生活にも、厳きびしい祓ふつ魔ま師しの修しゆ行ぎようにも耐たえた。

　敵てきしかいない学園で頑がん張ばっていこうと思えた。

　それなのに。入学もしないうちに。

　努力とは全然関係のないところで。

　頑張るチャンスさえ与あたえてもらえずに、終わってしまう。

　いや。もう、とっくに終わっていたのかもしれない。

　世界から否ひ定ていされた宗しゆう教きようをよみがえらせようなんて、無理な話だったのかもしれない。

　拓たく真ま達も巻まきこんでしまった。

　自分の、マイトレヤ教を再さい興こうさせたいという、わがままのせいで。

　そう思った瞬しゆん間かんに目の前に見えていた道が黒く塗ぬりつぶされた。消えた。

　そして、

「……えぐっ……」

　ぼろぼろと、目の奥おくから熱いものがあふれだした。

　真っ暗な世界でたった一人、ミトラはみっともなく泣いた。

「ううっ……もう、いやです……こんなの……いやです……う……ああああああっ!!」

　引き裂さかれるほどの激げき痛つうに絶ぜつ叫きようをあげる。と、群ぐん青じよう色いろの峻しゆん烈れつな輝かがやきが祭さい壇だんから迸ほとばしった。

　幾いく重えにも組み合わさった魔ま法ほう陣じんが展てん開かいし、祭壇に巨きよ大だいな怪かい物ぶつの影かげが重なる。

　獅し子しの頭。

　漆しつ黒こくの鴉からすの翼つばさ。

　猛もう虎この胴どう体たい。

　竜りゆう麟りんに覆おおわれた四足。

　双そう頭とうの蛇へびの尾お。

　全長十メートルに及およぶ威い容よう。古今東西の獣けものを繋つなぎ合わせたような、混こん淆こうの獣だ。

　瞬しゆん間かん、凄すさまじい魔力の奔ほん流りゆうが突とつ風ぷうとなって迷めい宮きゆう結けつ界かいの中を蹂じゆう躙りんした。計器が弾はじけ、天てん井じようや壁かべを根こそぎ削けずり取った。

　大だい悪あく魔またるフェネクスが怯おびえたように身をすくませ、〝書記の天使〟と〝智ち天てん使し〟ヘルヴィムも気け圧おされるように数歩、あとずさった。




（これは……耐たえられるか？）

　メンゲルは〝聖霊ミスラ〟の放つ圧あつ倒とう的てきな覇は気きに気圧されていた。

　表向きは余よ裕ゆうの笑みを保たもちながらも、心中はおだやかではない。

　迷めい宮きゆう結けつ界かいや魔ま力りよく炉ろ、寄生装置パラサイト・デバイスなどは白しろ十じゆう字じ教きようドイツ教区と鳴なる神かみ教きよう区くの一いち派は閥ばつが共同作業で造つくり上げたものだが、実のところ実験が十分だとは言い難がたい。

　持てる科学力と予算のすべてを注ぎ込んだ力作であることには間ま違ちがいないのだが、一点だけ、どうしてもテストできなかったことがあるのだ。

　寄生装置はその高いパフォーマンスゆえに聖せい人じん級きゆうの魔力がなければ使用できない。そこで、疑ぎ似じ的てきに七聖人に匹ひつ敵てきする魔力を出力する魔力炉をあてがうことでその問題を解かい決けつした。

　しかし──本物の聖人の魔力とぶつかったとき、どのような現げん象しようが起こるのかは未知数だった。何な故ぜなら、彼らの中に聖人級の魔力を備そなえた祓ふつ魔ま師しなど一人もいないのだから。試すことなど、できるはずもない。

（耐たえてもらわねば困こまる……ルナ・フェルマーを殺し、ミトラルカ・シルヴェスタの処しよ刑けいを確かく定ていさせねばならんのだ……！）

　聖せい職しよく者しや協きよう会かいは現げん在ざい、マイトレヤ擁よう護ご派はと反マイトレヤ派で真っ二つに割われている。

　七しち聖せい人じんの中でも意見が分かれているために、制せい裁さいには細心の注意を払はらわねばならない。

　事後に聖せい職しよく者しや協きよう会かいでの立場が危あやうくならないように。

　ゆえに建たて前まえが必要なのだ。鳴なる神かみ市しに混こん乱らんをもたらした悪あく魔ま契けい約やく者しやルナ・フェルマーに対して、ミトラが〝聖霊ミスラ〟を使用した──という、建前が。

（それに……急がなければ）

　メンゲルの懸け念ねんはもうひとつあった。

　それは逢あい沢ざわ拓たく真まの存そん在ざいだ。ルナ・フェルマーには教えなかったが、メンゲルは拓真の存在を正せい確かくに認にん知ちしている。

〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタの呪のろいを授さずかった無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎの祓ふつ魔ま師し。この世界に存在する、あらゆる物を理り解かいし破は壊かいする異い能のうの持ち主。彼に嗅かぎつけられれば、魔ま力りよく炉ろや寄生装置パラサイト・デバイスといった努力の結けつ晶しようが〝分解〟されてしまう。

（なるべくなら、その前に終わらせたい）




　一方、ミトラは歯を食いしばって寄生装置に抗あらがっていた。

　遠えん慮りよなしに放出されようとする魔力を必死で体内に押おしこめようとする。

　すでに顕けん現げんされた〝聖霊〟を消し去ろうと命令を送ろうとする──しかし、うまくいかない。寄生装置の信号が意識の狭間はざまに入り込んで、ミトラの命令を遮しや断だんする。

　体が震ふるえる。膝ひざが震える。

　意い識しきに靄もやがかかる──

「拓真……」

　薄うすれゆく意識の中で頭に浮うかんだのは出会ったばかりの少年の姿すがただった。

　ドライで冷たくて強くて、マイトレヤ教を他の宗教と同じように嫌ってくれた人。

　故こ郷きようを焼かれてから初めて同どう居きよ生せい活かつを送ることになった相手。

　ミトラは思う。あの人と一いつ緒しよに無事に祓魔学園に入学して、学園生活を送れたなら、どれだけ楽しかっただろうと。

　しかし、それはもう叶かなわないのだ。〝聖霊〟がフェネクスを噛かみ砕くだき、ミトラは聖職者協会によって罰ばつせられるのだから──。




　そのとき──天てん井じようが崩ほう落らくした。




「なんだ!?」

　メンゲルが驚きよう愕がくして頭上を見上げた。

　粉々になった金きん属ぞくが豪ごう雨うのごとく天井から降ふり注ぐ。

　きらきらと輝かがやく金属の粉にまぎれて、滑すべるように人ひと影かげが落ちてきた。

　その人ひと影かげは、その背せ中なかは、ミトラのよく知る人間のものだった。

[image: ]

「悪い、待たせた」

　拓たく真まはミトラを振ふり返ると、いつものドライな調子でそう言った。




　　　　＋　＋　＋




　迷めい宮きゆう結けつ界かいに降おり立った拓真は即そく座ざに状じよう況きようを理り解かいした。

　壁かべに突つき刺ささったルナ、機械に拘こう束そくされたミトラ、そして二体の天使を従したがえる老ろう齢れいの司祭。

　ドイツ教区と迷宮結界、そこで研究されていた兵器について、拓真は暁あきらの〝言こと伝づての天使〟を通して知っていた。

　拓真はミトラのそばに腰こしを下ろし、寄生装置パラサイト・デバイスに左手を当てた。

　十秒が経けい過かしたあと、拓真は軽く舌した打うちした。

「これは、困こまったな」

「……どうしました？」

　ミトラが心配そうにまつ毛げをふるわせた。腹ふく部ぶに張はりつく寄生装置に触ふれていた手を銀色の髪かみに持っていき、不安をやわらげるように軽く撫なでる。

「どうやらこの蜘く蛛もみたいな機械は寄き生せい対たい象しようと同一の存そん在ざいになる機き能のうがあるらしい」

「同一の存そん在ざい、ですか？」

「そうだ。こいつは今、ミトラと同じパーソナルデータをもってる」

　寄生装置パラサイト・デバイスは肯こう定ていするように赤い単たん眼がんを点てん滅めつさせた。

「無理に〝分解〟するとミトラの体も粉々になるかもしれん。装置そのものを止めればどうにかなるだろうが……」

「〝魔ま力りよく炉ろ〟がなければ動かないとメンゲルが言っていました」

　そう言って、ミトラは部屋の中心にそびえる筒つつ状じようの機械を指さした。

　しかしその前には障しよう害がい物ぶつがある。

「奴やつの天使が二体……か」

「突とつ破ぱは難むずかしい、ですね」

「心配するな。あいつを倒たおして、すぐに自由にしてやる」

　拓たく真まが力強く断だん言げんし、ミトラはこくりとうなずいた。

「というわけでなるべく早く終わらせるぞ、おっさん」

「おっさん……？」

　でっぷりとした老ろう齢れいの司祭が顔をしかめた。探さぐるような手つきで醜みにくい顔をべたりべたりとあらためて、おおう、おおう、と荒あらい鼻息を洩もらす。

「失礼した。元に戻もどるのを忘れておったよ。ああ、こんなものが儂わしの顔であるものか」

　醜い司祭が〝書記の天使〟のかかとを軽く蹴ける。天使は左手に広げた本を宙ちゆうに浮うかべ、細長い指で紙面をなぞっていく。文字列が急きゆう激げきに書き換かわっていく。

　脂あぶらぎった司祭の顔がぶれた。モザイクのように、顔全体を曖あい昧まい模も糊ことした何かが覆おおう。ざらざら、という雑ざつ音おんの後、ふたたび実じつ像ぞうが結ばれると、そこにはまったくの別人がいた。

　ぞっとするような美び貌ぼうの少年である。

「メンゲル……やっぱり、あんたか。趣しゆ味みが悪いな」

「この美貌に嫉しつ妬としているのかね。そうだろうそうだろう。想そう像ぞうしうる究極の美を体たい現げんしたからな。涎よだれを垂たれ流してぞんぶんに羨うらやむといい」

　メンゲルは恍こう惚こつとした表ひよう情じようで己おのれの端たん正せいな顔を撫なで回した。

　すると拓真は小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「小こ奇ぎ麗れいな羊の皮をかぶったところで、中身は卑ひ屈くつな豚ぶたのままだな」

「……」

　びきり、と人じん造ぞうの美貌がひび割われた。

「価か値ちのわからぬ子羊が儂のこの顔を貶けなしてしまうだけなら無知を哀あわれむものだが──人ひと様さまの性せい格かくにケチつけてんじゃねえぞクソガキ」

「ああ、やっぱりそういう奴か」

　メンゲルの唐とう突とつな怒いかりに萎い縮しゆくも動どう揺ようもせず、拓真はただ納なつ得とくとばかりにうなずいた。

「魂たましいの情じよう報ほうを好き勝手に書き換かえられるのに、なんでまた三さん下したの悪役みたいな性せい格かくのまんまなんだろうなと不思議だったんだが。そうかそうか。自分の性格が好きなのか、あんた」

「……ああ？」

「誘ゆう拐かいした幼よう児じに人体実験、自分も幼おさない美少年に。とんだ変へん態たいだな、あんた。さらにタチの悪いことにその性格に誇ほこりなんざ持ってる。恥はずかしくないのか？　豚ぶた」

「……………………………………………………………………………………ぶち殺す！」

　緊きん張ちようの糸が、ぷつりと切れた。




　先手を取ったのは、拓たく真まだ。

　鍛きたえ抜ぬかれた脚きやく部ぶによる凄せい烈れつな踏ふみ込こみから繰くり出される拳こぶしの一いつ閃せんが大気を裂さく。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ〝書記の天使〟がこれを迎むかえた。ルナを貫つらぬいていた刃やいばのみを切り離はなし、連れん結けつ刃じんのうねる斬ざん撃げきが拓真を襲おそう。

　天使の武ぶ器きは、形けい状じようこそ人の武ぶ器きに似にていても人間には使えない。高こう密みつ度どな金きん属ぞくの塊かたまりだ。

　一枚まい一枚が重い連結刃は、鞭むちのような軽けい快かいさからは想そう像ぞうできないほどの破は壊かい力りよくを秘ひめている。それは白しろ十じゆう字じ教きようの天使の重じゆう装そう甲こうを打ち砕くだき、結界を施ほどこされた壁かべをも深く抉えぐる。

　複ふく雑ざつ怪かい奇きな螺ら旋せん軌き道どうに相手を取り込こみ、肉につ塊かいへと変える大だい蛇じやのような斬ざん撃げき。

　それに対して、拓真は手のひらで剣けんの腹はらを撫なでつけた。軌き道どうにさからわずに払はらわれた剣は、力の行き先を見失い、いたずらに床ゆかを蹂じゆう躙りんしていく。

　流れのままに甲かつ冑ちゆうに包まれた太い腕うでをかいくぐり、拓真は敵てきのふところに身を滑すべらせた。左手の掌しよう底ていが突つき刺ささり、装甲全体を震ふるわせる。

　洗せん練れんされた肉体と高こう純じゆん度どの魔ま力りよくを重ね合わせた一いち撃げきに〝書記の天使〟はたまらず膝ひざをついた。

　拓真の左腕が濃のう厚こうなすみれ色の光を放っていた。その光はすぐに右腕にも移い動どう。〝解析アナライズ〟はすでに完かん了りようしていて、拓真の頭には〝書記の天使〟に関するあらゆる情じよう報ほうがデータとしてインプットされている。

　初しよ撃げきから立ち直れていない〝書記の天使〟へと紫むらさきの一いつ閃せんが尾おを引いた。触ふれただけで、神しん仏ぶつ精せい霊れいと言えども瞬しゆん時じに滅めつする攻撃が天使の装甲を襲おそう。

　しかし、拳こぶしは硬こう質しつな感かん触しよくに阻はばまれた。いん、と金属音が空気を震わせる。

　反発に仰のけ反ぞりながら、破は壊かいを約束された攻撃を弾はじかれた拓真は大きく目を見開いた。

「〝分解ブレイク〟が……効かない？」

　困こん惑わくの隙すきをついて連結刃が横よこ薙なぎにひと振ふり。曲芸じみた宙ちゆう返がえりで刃をひらりと躱かわし、拓真はひと跳とびで射しや程ていの外へと逃れた。一瞬、瞑めい目もくする。

「契けい約やく者しやだけでなく、自分自身の魂の情報を書き換えられる……か」

　脳内にストックされていた〝書記の天使〟の情報を汲み上げ、

「やっぱり〝解析〟はそれを読み取ってるのか……」

　拓たく真まは確かく信しんとともに苦々しくつぶやいた。

〝書記の天使〟は拓真の〝解析アナライズ〟使用後、〝分解ブレイク〟を使うよりも早くに自らの情じよう報ほうを書き換かえたのだろう。

　各かく宗しゆう教きようごとに霊れい体たいの得意不得意があり、それらはまるでじゃんけんのような関かん係けい性せいにある。接せつ近きんできない、触ふれられない、これらを満たしていない相手で明めい確かくに相あい性しようが悪いと呼よべる敵てきと遭そう遇ぐうしたのは拓真には初めてのことだった。

「ヘルヴィィィィム！」

　メンゲルが甲かん高だかい叫さけびをあげるとともに腕うでを振ふり上げる。

　赤しやく銅どう色いろの天使が横合いから拓真に襲おそいかかった。その両手には、豪ごう炎えんをまとう二本の長刀。交差した紅ぐ蓮れんの双そう剣けんが、水平に振ふり抜ぬかれた。拓真はこれを、腰こしを落として回かい避ひ。頭上を通り過すぎる斬ざん撃げきが異い様ような熱を髪かみ先さきに伝える。

　ぐぎゃ、と金きん属ぞくのひしゃげる間ま抜ぬけな音。空ぶった刃が鉄てつ製せいの厚あつい壁かべを深々とえぐっていた。溶よう断だんされた壁から双剣を引き抜くと、赤せき熱ねつする剣先をふたたび拓真へと向ける。

　ヘルヴィムの周囲に蜃しん気き楼ろうのゆらめきを見て、拓真はすばやく後こう退たいした。

（厚い壁をやすやすと……おそらくは熱で金属の軟なん化かを促そく進しんし、刃を入れたんだろうが……まいったな。あの剣の温度、千度を軽く超こえてる）

　灼しやく熱ねつを帯おびた双剣は、白しろ十じゆう字じ教きようの天使の重じゆう装そう甲こうでさえ溶断して見せるだろう。生身の拓真では触ふれただけで骨ほねまで焼かれてしまう。

　連れん結けつ刃じんの縦じゆう横おう無む尽じんな斬ざん撃げきと、命めい中ちゆう即そく死しの紅蓮の双剣。怒ど涛とうの連れん携けい攻こう撃げきに、拓真は器用に立ち回ってこれらを捌さばいた。

　しかし、だんだんと追い詰つめられていき、ついに拓真のかかとが壁に触ふれる。

「〝書記の天使〟、ヘルヴィム、殺せ！」

　メンゲルが二体の天使をけしかける。

　紅蓮の双剣が左右から挟はさみ撃うつように迫せまる。重装甲の巨きよ体たいが、圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくで迫せまる。

　前と、左右は塞ふさがれている。ならば、上か？　頭上を見上げて、拓真は舌した打うちする。上からは連結刃がうねりながら降こう下かしてきている。

　ならば、〝解析〟と〝分解〟を使うべきか？　両りよう腕うでを見下ろして、かぶりを振ふる。

「能のう力りよくは使えまい。〝解析〟から〝分解〟に至いたるまでに十秒前後のタイムラグが生じることは、すでに調ちよう査さ済ずみだ。潰つぶれろ、クソガキ！」

「覚かく悟ごはできてたんだけどな」

　拓真が、ぽそりとつぶやいた。

　美び貌ぼうをゆがめて、メンゲルが哄こう笑しようする。

「ならば祈いのりの時間も必要あるまい。すぐに死ね」

「拓真っ」

　ミトラの悲ひ痛つうな叫さけびが室内に響ひびき渡わたる。

　情なさけない泣き顔をさらすミトラへと、拓たく真まは安心させるようにおだやかな笑みを浮うかべた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。本気でやる覚悟はできてる」

　そう言って、拓真は右みぎ腕うでに巻まかれた数珠じゆずを思い切りむしり取った。

　瞬しゆん間かん、すみれ色の光が溢あふれだした。

　両腕に刻きざまれた紋もん様ようが強く輝かがやき、うごめいた。

　うぞうぞと、まるで生きているかのように、紋様が拓真の体を侵しん蝕しよくしていく。

　蓮れん教きよう徒との強固な封ふう印いんから解とき放たれて、〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいが喜び勇んで拓真の身を喰くらい尽つくそうとしていた。

　心の奥おく底そこから湧わき上がる無む尽じん蔵ぞうな知ち識しき欲よくが、頭をきりきりと締しめつける。あらゆる物を知りつくし、解き明かし、分ぶん解かいしたいという欲よつ求きゆうが膨ふくれ上がっていく。

　拓真はおもむろに両腕を左右に突つき出した。

　鉄の壁かべをも溶よう断だんする灼しやく熱ねつの剣けんは、しかし、拓真の両手に触ふれた瞬しゆん間かんに跡あと形かたもなく消し飛んだ。

「なんだと!?」

　メンゲルが驚きよう愕がくする。

「なんで……どうしてだ……!?〝解析アナライズ〟を使う暇ひまさえなかったではないかっ。どうしてっ」

「悪あく魔まは代だい償しようと引き換かえに権けん能のうを与あたえる──俺は魂たましいの情じよう報ほうを知れる力を授さずかった。が、理解した瞬間にそれを破は壊かいしてしまう代償と、何もかもをこの手で調べずにはいられなくなる呪いがかかったんだ」

　頭上から降ふり注ぐ連れん結けつ刃じんも、拓真の手が触れた瞬間──衝しよう撃げきが伝わるよりも早く粉ふん砕さいされた。

「サヴァトリィに封ふう印いんしてもらったのは呪いの部分だったんだが、呪いの力があまりにも強すぎて、意い識しきすれば〝分解ブレイク〟できるっていう中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいになったんだよ。知識欲も抑よく制せいされるから、〝解析〟にも十秒近くかかるってのが困こまったところだ」

　能力が二つに分かれたのは、封印の副産物。

　もともとは一つの能力だったのだ。

　すみれ色に輝く腕を掲かかげて拓真は一歩を踏ふみ出した。

「さあ行くぞ、メンゲル。いろいろと知りたいことがあるからな」

「ぬぅ……ヘルヴィム！」

　赤しやく銅どう色いろの甲かつ冑ちゆうが赤みを増ましていく。双そう剣けんを破壊されて空になった両手を構かまえ直し、腰こしを落とすと、ヘルヴィムは爆ばく発はつ的てきな推すい進しん力りよくとともに突とつ進しんした。

　まるで相撲すもうだ。灼熱の炎ほのおの鎧よろいで覆おおわれた巨きよ体たいで拓真を押おし潰つぶそうとする。

　溶よう岩がんの塊かたまりに等しい大だい質しつ量りようの攻撃。とはいえ、拓真の〝分解〟ならば、これもまた触れた瞬間に粉砕することなど難むずかしくもない。

　しかし、拓真はヘルヴィムの突進をまともに迎むかえなかった。後ろ手に背はい後ごの壁に触れると、華か麗れいな身のこなしでヘルヴィムの股また下したを滑すべり抜ぬける。

　直後、鉄てつ製せいの壁かべが瞬しゆん時じに溶とけ崩くずれた。そこに現あらわれたのは迷めい宮きゆう結けつ界かいの内ない部ぶ構こう造ぞう。金きん属ぞくや管くだがむき出しになり、ぞっとするような空くう洞どうが口を開けている。

　天使の巨きよ体たいが突とつ進しんの勢いきおいのままに内部構造に突つっ込こんだ。炎ほのおは柱やケーブルを燃もやして、どんどんと燃もえ広がっていく。ヘルヴィムもまた狭せまい空間にはまったまま抜ぬけ出せずにいた。

　動きを止めた天使を振ふり返らず、拓たく真まは駆かけた。

　迎げい撃げきに応おうじたのは〝書記の天使〟だが、自身が灼しやく熱ねつの装そう甲こうを持つヘルヴィムと違ちがって、こちらは武ぶ器きを失えば拓真の敵てきではない。蹴けりの一いち撃げきで吹ふき飛ばす。

　凄すさまじい速さで迫せまる拓真の姿すがたに、メンゲルはたじろぎ、逃にげ出そうとした。しかし何かに足を滑すべらせたかのように、ずるりと転てん倒とうしてしまう。

「チィィッ！　こんなときに……なんだこれは!?」

　祭服に、頬ほおに、手に、べったりとこびりついたそれを見下ろしてメンゲルが叫さけんだ。

　そこは赤黒い液えき体たいの水たまりだった。ぴたり、ぴたりと、新たに赤いしずくが滴したたっている。

「よくも殺し続けてくれたね……メンゲルっ」

　頭上からの声に顔を上げて、メンゲルは絶ぜつ句くした。勝ち誇ほこったような薄うすら笑いを浮うかべているのは、妖よう艶えんなる金きん髪ぱつの幼よう女じよ。壁かべに縫ぬい止められた姿すがたで、蒼そう海かいのような碧へき眼がんに凶きよう悪あくな光を宿らせたルナ・フェルマーだ。

　赤黒い液体の正体は、血液。殺され続けたことによって、致ち死し量りようをはるかに超こえた大量の血が床ゆかを汚よごし、メンゲルの足をすくう罠わなとなったのだ。

「目には目を、って言うしね。教きよう義ぎ違ちがうけどさ。だからさ──死には死を……くれてやる！」

　ルナが笑った。血けつ塊かいを吐はきながらの壮そう絶ぜつな笑みだ。

　同時に、血だまりは燃えた。噴ふき上がった炎が、メンゲルの全身を呑のみ込んだ。

「ぐあああああっ!!」

　顔を押おさえ、服を押さえ、苦鳴をあげながらのたうち回る。

　拓真は逃げ出そうとしたメンゲルの前に回り込んだ。

「卑ひ怯きようにこそこそ動き回って、危あぶなくなったら逃げようってのか？　──ふざけんな。そんなこと、許ゆるされるわけないだろうが！」

「ぐはっ」

　怒ど声せいとともに放った鋭するどい蹴けりがメンゲルの顔に突つき刺ささった。美び貌ぼうを醜みにくくゆがめて、小こ柄がらな体が回転しながら吹ふき飛んでいく。床ゆかに何度も体を打ちつけ、壁にぶつかって動きを止めた。

「く……そ……このままで終われるわけが……」

　メンゲルは拓真のほうへと震ふるえる腕うでを持ち上げて、やがて脱だつ力りよくしたようにうなだれた。

　具ぐ象しよう魔ま術じゆつを解とかれた二体の天使が煙けむりのように消えていき、十じゆう字じ架かと聖せい書しよが力なく地に落ちる。




　　　　＋　＋　＋




　あらためて見回すと迷めい宮きゆう結けつ界かいの中はひどい有り様になっていた。

　拓たく真まがぶち抜ぬいた天てん井じようの穴あなの向こうから、サイレンの音。大おお勢ぜいの魔ま力りよくの気け配はいもそこにある。

　サヴァトリィ達からの連れん絡らくを受けて警けい察さつと祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいが到とう着ちやくしたのだろう。いまごろはきっと暁あきらがメンゲルの裏うらにいた白十字教の反はん教きよう皇こう派はを粛しゆく清せいしている。これで事じ件けんにかかわった奴やつらは一いち網もう打だ尽じんか──と、拓真はホッと息をつく。

「拓真ーっ！　無事!?」

　頭上から快かい活かつな少女の声がした。

　穴の向こうから一匹の白毛の狛こま犬いぬがやってくる。風ふう神じんだ。風神は四本の脚あしに上じよう昇しよう気き流りゆうを生じさせながら、そこに階かい段だんがあるかのごとく軽やかな足取りで降おりてくる。

「うっわ、ひどい有り様。これかなり苦戦したんじゃないの？　やっぱりあたしも来ればよかった……怪け我がしてたからって人のことハブにして！」

「言われたとおりに警察と祓魔師部隊は手て配はいしといたよん」

　風神の背せ中なかにまたがっていたのは翠すい花かとサヴァトリィだった。

「手間をかけさせたな。こっちは大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫じゃないよねぇ。こんなに呪のろいを進行させちゃってまぁ。新しい数珠じゆずが必要かなぁ」

　紋もん様ように侵しん蝕しよくされた拓真の両りよう腕うでに目をとめて、サヴァトリィは呆あきれたように頬ほおを掻かいた。新たな数珠を取り出してふたたび封ふう印いんの術じゆつを施ほどこそうとする。それに、拓真は待ったをかけた。

「後にしてくれ。ミトラの寄生装置パラサイト・デバイスをはずすのが先だ」

　そう言って、拓真は寄生装置へ魔ま力りよくを注いでいる魔ま力りよく炉ろへと駆かけ寄よろうとした。




　そのとき、凄すさまじい突とつ風ぷうが吹きつけた。




　　　　＋　＋　＋




　そこには強きよう烈れつな魔力を発散させる〝聖霊ミスラ〟と、うつろにたたずむミトラの姿すがたがあった。精せい緻ちな人形のような顔は病的なまでに白くなり、緋ひ色いろの瞳ひとみはくすんでいる。

　腹ふく部ぶに取りつけられた寄生装置からは魔力が流れ出し、ミトラの銀ぎん髪ぱつを薄うす青あおに照らした。

〝聖霊〟は獅し子しの牙きばからとめどなく唾だ液えきを垂たれ流し、獲え物ものを選別するかのように、大きな目をぐるりと動かしている。

「〝聖霊〟の支し配はい権けんを完全に奪うばわれたのか……これは、まずいな」

　拓真が苦い顔で言う。

　翠花はポニーテールを揺ゆらして叫さけんだ。

「なにあれ!?　すごい殺気なんだけど!?」

「翠すい花かちゃん、風ふう神じんをひっこめて！　このままだと〝聖霊ミスラ〟に喰くわれる！」

「わ、わかったわ」

　サヴァトリィの迅じん速そくな判はん断だんで翠花はすぐさま風神を消す。

　ところが、〝聖霊〟の興きよう味みはそちらにはなかった。その目はある一体の霊体を視し界かいに収おさめていた。

　磔はりつけにされたルナ・フェルマーのそばで指し示じを仰あおいだまま滞たい空くうしていた、炎ほのおの霊れい鳥ちよう。不死鳥の異い名みようをとる大だい悪あく魔まフェネクスだ。

　ルナは心しん臓ぞうを貫つらぬかれたまま動けない。不死身ゆえに魔ま力りよくは途と絶だえていない。しかし具ぐ象しよう魔ま術じゆつを解とくだけの余よ裕ゆうもない。主の指示を仰げないフェネクスは〝聖霊〟に睨まれながらも、ただあたふたと滞空し続けるしかなかった。

　どうする、と、拓たく真まは考える。

　魔ま力りよく炉ろの位置は……遠い。寄生装置パラサイト・デバイスを停止させ、ミトラを助け出すには十秒以上かかるだろう。〝聖霊〟の速さを思えば間に合うはずもない。

「拓真君！　これは、選ばなくちゃいけないかもね」

〝聖霊〟の起こす豪ごう風ふうの向こうからサヴァトリィの声が聞こえる。

「封ふう印いんを解いたいまの拓真君ならたとえ〝聖霊〟でも倒たおせる。どれだけ強い霊体だろうと、殺してしまえる力がある！」

　サヴァトリィの言葉の意味を理解して、その残ざん酷こくさを理り解かいして、拓真は歯ぎしりした。

「たしかにいまの俺なら〝聖霊〟に勝てるかもしれない。だけど」

　自じ我がを感じさせない瞳ひとみでたたずむミトラを見つめる。

　拓真は血を吐はくような感かん情じようを押おしこめて拳こぶしを震ふるわせた。

「崇すう拝はい対たい象しようの神様を奪うばったら、あいつはどうなるんだよ。マイトレヤ教を再さい興こうさせることだけを考えて八年間、頑がん張ばってきたあいつが、〝聖霊〟を失くしたら……」

「やらなくちゃ、ミトラちゃんが死ぬんだよ？」

　サヴァトリィが冷れい淡たんに言う。

「どうするの、拓真……？」

　翠花も不安げに続ける。

「〝聖霊〟を殺すってのは、あいつから生きる目的を奪うばうのと同じじゃないのか……？」

　拳が、震える。

　脳のう裏りをよぎるのは、この五日間で見せてきたミトラのいろいろな姿すがた。

　怯おびえた瞳。小動物めいた仕し草ぐさ。

　修しゆう道どう女じよ達の責せめ苦くをじっと耐たえて。信しん者じや獲かく得とくのために努力して。拓真の兄、隼人はやとの受けた仕打ちに冷たい怒いかりをあらわにして。そして拓真のために二倍頑張るのだと宣せん言げんして。

　だから。そう、だからだ。拓真はもう自覚している。

　誰だれよりも不ふ遇ぐうで誰よりもひたむきで誰よりも素す直なおな邪じや教きようの教きよう祖そ様に、どうしようもなく肩かた入いれしてしまっているのだと。

「ああ。できるわけない。あいつから〝聖霊ミスラ〟を奪うばうなんて、そんな残ざん酷こくなこと、できるわけないだろ……できるわけないんだよっ……」

　魂たましいを震ふるわせるような咆ほう哮こうをあげて〝聖霊〟が疾しつ駆くする。

　閃せん光こうを放ちながら、膨ぼう大だいな魔ま力りよくと気の遠くなるような大だい質しつ量りようを兼かね備そなえた、混こん淆こうの獣けものが、その凶きよう悪あくな牙きばをむきだしにして地を駆かける。

「だけど……それでもっ」

　ふいに、すみれ色の少女──〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の予言が脳のう裏りをよぎる。

『きみには運命を変えるチャンスがくるけど……きみの呪のろいは、その大切な出会いを壊こわすことになるかもしれない』

「ああそうだろうな。こんなことして、ミトラが許ゆるしてくれるはずもないだろうな。でも、それでも、だとしてもっ」

　拓たく真まの敵てき意いを感じ取ったのか、〝聖霊〟が矛ほこ先さきを拓真へと変えた。

　文明的魔ま術じゆつ的てきを問わずあらゆる攻こう撃げきを跳はね除のける強きよう靭じんな肉体。神しん仏ぶつ精せい霊れいを貫つらぬき、砕くだく、牙。暴ぼう力りよくの塊かたまりのような〝聖霊〟が怒ど涛とうの勢いきおいで突とつ進しんしてくる。

　拓真もまた、裂れつ帛ぱくの気合いとともに〝聖霊〟の眉み間けんへと拳こぶしを突つき出した。




「生きてくれ……ミトラっ！」




　身を裂さかれそうなほどの重じゆう圧あつを振ふり切って、びりびりと肌はだを裂さく魔力の奔ほん流りゆうにさからって、拓真は腕うでを伸のばす。拳を突き出す。

　その瞬しゆん間かん、凄すさまじい光と音の洪こう水ずいが拓真の体を呑のみ込んだ。

　遠くかすかに聞こえてくるのは翠すい花かの声か、サヴァトリィの声か。

　あるいはミトラの声だったのだろうか。

　しかしそれらの声は〝聖霊〟の断だん末まつ魔まにも似にた長く高い咆ほう哮こうにかき消されてしまう。

　ミトラの色のない瞳ひとみから一ひと筋すじ、涙なみだがこぼれたように見えた。

　そして、〝聖霊〟のシルエットが。

　彼女の愛したマイトレヤ教の信しん仰こうする神様の姿すがたが。




　弾はじけて、消えた。






[image: 終章]

　ミトラルカ・シルヴェスタは夜の寝しん室しつで祭さい壇だんを磨みがいていた。

　扉とびらの中に収しゆう納のうしてある神具を取り出して、ワックス剤ざいを染しみ込こませた布ぬので軽く拭ふいていく。金きん箔ぱくの部分を避さけて、埃ほこりのたまりやすい隙すき間ままで入念に掃そう除じする。

　寝室には他に誰だれもいない。しんと静まり返った一人きりの部屋は、ミトラに山やま暮ぐらしの頃ころの記き憶おくを否いや応おうなく呼よび起こさせた。どこか上の空で金かな具ぐを磨く。

　あれだけ部屋を埋うめていた荷物はもうない。片かたづけを終えると思っていたよりもずっと広々とした空間が現あらわれたので驚おどろいてしまった。

　ここで暮らした期間は一週間にも満たない。しかし、やはりどこか物もの寂さびしい気持ちになる。

　ルナ・フェルマーとメンゲル・ヘルツォークの起こした襲しゆう撃げき事じ件けんから、丸一日が経けい過かしていた。メンゲルは祓ふつ魔ま師し部ぶ隊たいに逮たい捕ほされたが、ルナは行方ゆくえ不ふ明めいになっているらしい。拓たく真まと〝聖霊ミスラ〟が衝しよう突とつした混こん乱らんに乗じて、どこかへ逃にげてしまったのだろう。

　おそらく自分は罰ばつせられるのだろう、とミトラは思った。

　神かみ喰くらいの力を使っていないとはいえ、街中や迷めい宮きゆう結けつ界かい内ないでの〝聖霊〟の使用。そして拓真に向けて〝聖霊〟をけしかけてしまった。問題行動と判はん定ていされる可か能のう性せいは高かった。

　ミトラにはもう祓魔学園で祓魔師を目指す資し格かくなどないかもしれない。

　いつでも部屋を去れるように、身辺整理だけは済すませてある。

　しかし、いざその時が近づいてくると、心しん臓ぞうが嫌いやな音を立ててしまう。

　胸むねを押おさえて、すうはあ、と息を整えていると、いきなり部屋のドアがノックされた。

「は、はいっ」

　びくりと飛び上がり、あわててドアへと駆かけ寄よる。

「夜遅くに悪いな。いま、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ドアの外に立っていたのは拓真だった。相変わらずのすこし怖こわいところのある無ぶ愛あい想そう顔がおで、困こまったように頬ほおを掻かいている。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、首くび筋すじまでかっと熱くなった気がしてミトラは頬を押さえた。

　先日の事件の後、何な故ぜか拓真の顔をまともに見られない。体が熱くなって、息が苦しくなって、逃げ出したくなる。メンゲルに追いつめられていたからとはいえ、恥はずかしいくらいに拓真のことを考えてしまったため、微び妙みように照れ臭くさい気持ちが残っていた。

「だっ、大丈夫、ですよっ」

「……本当か？　迷めい惑わくなら明日にするけど」

　ミトラの反はん応のうに拓たく真まは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「迷めい惑わくだなんて、そんなこと……あっ」

　ふいに拓真の右みぎ腕うでに目をとめて、ミトラは声を洩もらした。

　視し線せんを辿たどって、拓真も「ああこれ？」と腕を掲かかげてみせる。真新しい数珠じゆずが紫むらさき色いろに輝かがやいた。

「サヴァトリィに新調してもらったんだ。前の封ふう印いんより強力な奴やつをな」

　ミトラははっとして、軽くうつむく。

「ごめんなさい。わたしを助けるために〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいが……」

「あほ。気にするな」

　拓真は微び妙みような苦笑を浮うかべてミトラの頭に手を置いた。

「封印を解とかずに奴やつを倒たおせなかったのは俺の実力が足りなかったからだ。護ご衛えいをまっとうするだけの力が足りなかったからだ。お前のせいなんかじゃない」

「拓真……」

　胸むねの内に、じゅん、と不思議な感覚が満ちる。

　すると今度は拓真のほうが頭をさげた。

「俺のほうこそ、〝聖霊ミスラ〟を殺そうとした……悪い」

「それこそ何も悪くないですっ」

　ぴょん、と跳とび上がり、ミトラは激はげしく両手を振ふって否ひ定ていの意を示しめす。

「〝聖霊〟は無事だったんですから、結果おーらい、というものですよ」

　そう。結論から言えば〝聖霊〟は拓真の〝分解ブレイク〟で消されることはなかった。衝しよう突とつの寸すん前ぜんに寄生装置パラサイト・デバイスが壊こわれ、支し配はい権けんを取り戻もどしたミトラが〝聖霊〟の具ぐ象しよう魔ま術じゆつを解といたのだ。

　後になってサヴァトリィが検けん証しようしたところによると、寄生装置が〝聖霊〟の力に耐たえきれなかったのではないか、ということだった。

　ミトラの魔力を奪うばってもハードが耐えきれなかったのだ。

　とはいえ、あの場面で意い識しきを取り戻もどすことができたのは、拓真の呼よびかけがあったからだ。

　生きろ、という拓真の言葉が嬉うれしくもあり、照れ臭くさくもあり、それもまたミトラの気まずさを後あと押おししている。

「いちゃいちゃするのはいーんだけどさ、おにーさん。おねーさん。話、進めてくれる？」

「えっ」

　拓真の背はい後ごから聞こえてきたのは、あどけなくも艶あでやかな声。

「る、ルナ・フェルマー、ですか。どうして彼女がここに？」

「メディアの発表だと行方ゆくえ不ふ明めいになってるんだが、影かげ縫ぬい理事長の計はからいで保ほ護ご観かん察さつ処しよ分ぶんにとどめることにしたんだとさ。これ内ない緒しよな。俺達以外は宗しゆう教きよう都と市しの誰だれも知らない話だから」

　思うところがあるのだろうか、拓真はむすっとした顔と声で言う。

「騙だまされてたとはいえ、どうしてこんな危き険けん人じん物ぶつを救きゆう済さいするんだかな」

「へぇ。そゆこと言っちゃう？　おにーさんだって私のかわいいお顔に目つぶしくれちゃったり骨ほねをばっきばきに折ってくれたりしたよね？」

「テロリストに温おん情じようなんてないんだよ」

「私は誰だれも殺してないもん。あれは全部メンゲルのしわざだもん」

「放火の罪つみって、殺しより重いはずなんだけど」

　駄だ々だっ子のように言うルナと、呆あきれたようにつっこみを入れる拓たく真ま。

　そして、

「黙だまれ金きん髪ぱつ。保ほ護ご観かん察さつ中ちゆうならしおらしくしていろ」

　拓真よりもさらに冷たく、すこしばかり気き障ざっぽい声。

　直後、そのルナのお腹なかをさっくりと貫つらぬいて、細さい剣けんの切っ先が覗のぞいた。血が噴ふき出す。

「い……いったぁぁぁぁぁい!!　痛いたい！　痛いってのばかああああああっ！」

「喚わめくな金髪」

　そう言って、姿すがたを現あらわしたのは金きん髪ぱつ長ちよう身しんの祭服の男子。

　何度も拓真をスカウトしていた、玖く珂が暁あきらと名乗った白しろ十じゆう字じ教きよう徒とだ。暁が、ぐりぐりと細剣をねじこんでいき、ルナはぎゃあぎゃあ悲鳴をあげながら悶もん絶ぜつする。

「こ、こんの人殺しいいいいいいっ！　鬼おにっ！　悪あく魔まっ！」

「人殺し？　何を言っている。貴き様さまは、死なないのだろう？」

「死なないけど痛いモンは痛いの！　フェネクスでその気障ったらしい顔をこんがりこってり焼いちゃおうかっ!?」

「保護観察官にさからう気か？　だいたい、何時だと思ってる。ガキはうるさくて敵かなわない」

「くっ……実じつ年ねん齢れいは私のがおねーさんなんだよっ？」

　などというやりとりを見て、ミトラの目がぱっくりと見開かれる。

「どういうことですか？」

「まあ見てのとおりなんだけどな。影かげ縫ぬいが保護観察官に玖珂を選んだんだとさ」

「なるほど……」

「しかし玖珂……さすがに剣で刺さすのはやり過すぎだろ」

「フン。オレはスパルタ主しゆ義ぎなんだ」

「あ、あのさ」

　ルナが真っ赤な顔でもじもじと体を揺ゆらす。胸むねの前に抱だいたからすのぬいぐるみをぎゅっと抱きしめて、絞しぼり出すような声を出す。

　なんですか、とミトラが首をかしげると、ルナは金髪のテールをぴょんと跳はねさせて、勢いきおいよく頭をさげた。

「今回は迷めい惑わくをかけてごめんなさい。本当に、ごめんなさい」

「あ、頭を上げてください。ルナは、メンゲルに利用されていたんですし」

「だとしても、私のやったことは変わらないし。〝聖霊ミスラ〟を使えばどうなるのかって、わかってたはずなのに……だから、ごめんなさい」

　しおらしい声で謝あやまると、ルナは顔を上げた。

　あどけなくも艶あでやかな笑みを浮うかべ、小さな手を差し出した。

「罪つみ滅ほろぼしってわけでもないけど……マイトレヤ教の教典、もらってもいいかな？」

「えっ」

「教きよう義ぎの内ない容よう次し第だいで信者になろうかなって……それとも、悪あく魔ま契けい約やく者しやはだめかな」

　上うわ目め遣づかいになりながら、不安げにルナが訊きく。

　ミトラは激はげしく首を振ふる。胸むねの内側から熱がこみ上げてくるような妙みような昂こう揚よう感かんに、ほんのりと頬ほおを染そめた。

「そんなことないですっ。悪魔契約もむりやりだったという話ですし。マイトレヤ教は、善よい人なら喜んで入信を受けつけますよっ」

　ホッと胸を撫なで下ろし、そしてルナはその幼おさない顔に艶のある妖あやしい笑みをのせた。からすのぬいぐるみの丸い翼つばさの先せん端たんを、びしっとミトラの鼻先に突つきつける。

「私が入信したら、おねーさんをつけ狙ねらう羽虫はばったばったと燃もやしちゃうからね」




　教典を受け取ると、ルナは「ばいばーい」と元気に手を振りながら洋館を後にした。暁あきらのほうは無言だったが、去り際ぎわに拓たく真まの耳元に何かをささやいていた。

　二人の背せ中なかを見送り、しん、と静まり返った洋館の玄げん関かん先さきで、ミトラがふいに口を開く。

「あの人になんて言われてたのですか？」

「ああ……」

　すると拓真は、ほんのすこし、嫌いやそうな顔をする。

「今回の件けんで情じよう報ほう提てい供きようをしてもらってな。まあ、弱みを握にぎられたみたいだ」

「弱み、ですか？」

「学園生活の中でもちょっかい出してくるだろうな……うざったい」

　うへえ、と舌したを出している拓真の姿すがたに、ふいに胸のあたりが痛いたんでミトラは顔をしかめる。

　拓真が敏びん感かんに気づいて、ミトラの顔を覗のぞき込んだ。

「具合が悪いようなら診しん断だんするぞ？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ただ、羨うらやましいなと、思っただけですので」

「羨ましい？」

「拓真の送る学園生活は楽しいものになりそうだなと。そう思ったのですよ。わたしはきっともう、通うことは許ゆるされないでしょうし」

「あー……」

　どこかとぼけたように中空を見上げて、拓真が呻うめく。その不思議な反はん応のうに、しんみりとしていたミトラの顔がきょとんとしたものになった。

　すると拓たく真まは両手を合わせて、ひくひくと頬ほおをひきつらせた。

「すまん。すっかり忘わすれてた」

「……え？」

「実はさっき影かげ縫ぬいからもうひとつ通達を受けててさ」

　やや強引にぐいとミトラの腕うでを引き、拓真は洋館の中に引き返した。大食堂へと連れて行かれる。

　食卓には一通の書しよ簡かんとビニールに包まれた四角の物体があった。

「開けてみ」

　そう言われてミトラは、おずおずと書簡を手に取った。丁てい寧ねいに折りたたまれたそれは時じ代だい遅おくれなことに和紙でできていた。しかも毛筆による直筆だ。

　そこには、こう書かれている。




『今回のミトラルカ・シルヴェスタの〝聖霊ミスラ〟使用は、違い反はんに該がい当とうしないものとする。以後も祓ふつ魔ま学がく園えんの生徒として切せつ磋さ琢たく磨まし、魔を滅めつする立りつ派ぱな祓ふつ魔ま師しを目指し精しよう進じんすること』




「えっと、これはつまり……お咎とがめなし、ということですか？」

「影縫理事長のお墨すみ付つきだ。神かみ喰くらいの力さえ使わなければ、とりあえずは聖せい職しよく者しや協きよう会かいも黙だまらせられるってことだろうな」

　嬉うれしいことのはずなのに、どこか現げん実じつ感かんに乏とぼしく、ミトラはふわふわした気持ちになった。拓真に笑いかけられてもすぐに反はん応のうできない。

「それと、そっちも開けてみな」

「は、はい」

　言われるままに、ミトラは書簡の隣となりに置かれていたビニールの包みを解といた。中に入っていたものを目の前に広げて、そして今度こそ目の奥からじわりと熱いものがあふれた。

　そこにあったのは、学園に注文して到とう着ちやくを待っていた品物。

　卸おろし立ての祓魔学園の制せい服ふくだった。




　　　　＋　＋　＋




　入学式の当日。

　桜さくらの花に美しく彩いろどられた通学路に、醜みにくい声が充みちている。

「ねえ見て。マイトレヤ教の生き残りが登校してるわよ」

「魔まを滅めつする我わが学園に通うなんてどういうつもりかしらね」

「むしろあの子のほうが悪あく魔まに近いのに」

「一いつ緒しよに歩いてるアレ、護ご衛えい？」

「あいつ無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎ者しやだぜ。契けい約やく霊れい体たいも使えない雑ざ魚こじゃん」

「なんだよ、邪じや教きようと無宗教者って、最低の組み合わせだな」

「よく恥はずかしげもなく学園に来られるな」

　隠かくす意思もない、むき出しの敵てき意いと悪意を一身に浴びて、拓たく真まとミトラは歩いていた。縮ちぢこまるミトラの背せ中なかを押おして、拓真が、周囲を睨にらみつけながら、堂々と校門へと続く橋を渡わたる。

「胸むねを張はれ。ミトラ」

　と、拓真は毅き然ぜんとミトラに言う。世界最強の祓ふつ魔ま師しの足元にも及およばない、祓魔師見習いごときが粋いきがる姿すがたを見て、拓真は心の中でせせら笑う。

「教きよう祖そ様ってのは世間の批ひ判はんも受ける立場だろ？　あんなくだらない連中に、萎い縮しゆくする必要なんてない」

「そ、そうですよね……がんばりますっ」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて、決意をあらたにするミトラ。

　その後頭部をめがけて、石が飛んできた。拳こぶし大だいの石が、遠えん慮りよもなしに投げつけられた。それが視し界かいに入り、拓真はとっさに手を出した。

　しかし、拓真が受け止めるよりも先に、フードを目ま深ぶかにかぶった人物が間に入り込んだ。石はストレートに後頭部を直ちよく撃げきし、その人物は、

「痛いたッ！」

　などと可愛らしい声をあげて、前のめりに転んでしまう。石を投げた生徒を拓真が睨む。と、関係ない人間を負ふ傷しようさせたことに慄おののいて、その生徒は転がるように逃にげ出した。

「いたたたた。聖せい職しよく者しやって、もっと品行方正じゃないの？　私じゃなかったら死んでるよ」

　そう言いながら、顔を隠かくした姿すがたのルナ・フェルマーが立ちあがる。

「ウチの教祖様に手ぇ出すとか、いただけない生徒が多いね、この学園。説せつ教きようしたいよ」

「調子に乗るな金きん髪ぱつ。用務員のアルバイトごときに説教の権けん利りなどない」

　細さい剣けんの先っぽでルナの肩かたをつつきながら、玖く珂が暁あきらまで現あらわれる。

「また俺のことストーカーしてたのか？　玖珂」

「貴き様さまと銀髪には学園でオレのチームに入ってもらうことになるからな。オレの所有物に手を出すような生徒は、容赦しない」

「学園でのチームって……ああ、実戦形式の授じゆ業ぎようとかでか。なんだ玖珂、もしかして、白しろ十じゆう字じ教きようの友達がいないんじゃないのか？」

「雑魚と組むわけにいかない。それだけだ」

　暁と会話する拓真の姿に、他の生徒達が騒そう然ぜんとなる。教きよう皇こうの親しん戚せき筋すじの意思を尊そん重ちようすべきか、邪教の糾きゆう弾だんを徹てつ底ていすべきかで、迷まよっている。エリートへの崇すう拝はいも、邪教への軽けい侮ぶも、己おのれ自身の価か値ち観かんで判はん断だんしていないのだから当然だ。

「こらーっ！　いまあたし見てたからねっ。ミトラちゃんに石投げた奴やつ、出てきなさいよ！　文もん句くがあるならこのあたしが相手になってあげるわっ」

　そしてポニーテールを揺ゆらして駆かけつけてきた翠すい花かが、挑ちよう戦せん的てきな瞳ひとみでぎらりと周囲を見み渡わたして、正せい義ぎを盾たてに啖たん呵かを切る。

　日に本ほん神しん道とうの首席新入生まで加わって、いよいよ生徒達は混こん乱らんした。隣となりの生徒と、ひそひそと談義を交わして、どうすべきかなどと話し合ったりしている。

　呆あきれたように翠花がふんと鼻を鳴らす。

「まったく。弱い奴ほど他人にしか目が向かないのよね」

「お前もすぐ俺に突つっかかってくるよな。弱いってことか」

「拓たく真まァ……あんた絶ぜつ対たいいつか倒たおすからねっ。っていうかミトラちゃんの護ご衛えい代われっ、あたしがやるっ」

　拓真から取り上げるように、翠花がミトラに抱だきつく。ミトラは目をぱっちりと開きながらも、どこか照れ臭くさそうに苦笑いする。

　しかしその瞳の中に、どこか期待するような色を見出して、拓真は軽く肩かたをすくめた。

「護衛は俺の仕事だよ」

　そう言って、ぐいとミトラの体を引いて翠花の腕うでから取り上げる。

「不ふ審しん者しやは近ちか寄よるな」

「不審者って扱あつかいひどくない!?」

　むきーっ、と怒いかり狂くるう翠花とそれを軽くいなす拓真の姿に、

「えへへ」

　ミトラがくすぐったそうに笑みをこぼした。

　無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎ者しやの祓ふつ魔ま師しと、世界最強の邪じや教きようの教きよう祖そ。

　宗教都市のつまはじき者である二人は、しかし賑にぎやかな面々に囲まれていた。学園の門を通り過すぎると、眼がん前ぜんには祓魔師を育てる学び舎やがそびえている。

〝聖霊ミスラ〟の制せい約やく。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の所しよ在ざい。

　反マイトレヤ派はの工作。

　前ぜん途と多た難なんな未来を予感しながらも、拓真はどこか楽しみになっている自分に気づいた。

　祭さい壇だんの飾かざりが小さな鈴すずの音を立てる。

　それは、背はい教きよう者しや達の物語が、始まりを告げる音──。
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　　　あとがき




　皆みな様さま、こんにちは。三み河かわごーすとです。

　新シリーズ。新シリーズでございます。

　今回はあらゆる宗しゆう教きようの集まる都市と学園を舞ぶ台たいに、契けい約やく霊れい体たいのいない無宗教者でありながら人間やめてるレベルで強い拓たく真まと、力の使用を禁きんじられた最強の祓ふつ魔ま師しであり心こころ優やさしい教きよう祖そ様さまでもあるミトラが、陰いん謀ぼうに巻まき込こまれつつ祓魔学園の卒業を目指す！　あとなんか世界がやばいらしい……というお話になっています。（意味不明かもしれない。でも読んでいってもらえたらきっとわかるようになっているので、ぜひぜひお付き合いくださいませ）




　さて、ここからはすでに本ほん編ぺんを読んでいただいている、という前ぜん提ていでお話ししていきますね。

　祭さい壇だんを背せ負おった美少女、絶ぜつ賛さん信しん者じや募ぼ集しゆう中ちゆうの邪じや教きようの教祖様、さらには世界最強の祓魔師という凄すさまじいニューヒロイン──ミトラルカ・シルヴェスタは、気に入っていただけたでしょうか。

　絶ぜつ望ぼうして暴ぼう走そうして世界を滅ほろぼしてしまっても人類が文もん句くを言えないくらいにひどい目にあってきた彼女ですが、それでも前を向いて、正々堂々と世界に自分の居い場ば所しよを作ろうと頑がん張ばっているのです。とても健けな気げな女の子です。よろしければぜひ、信者になってあげてくださいね。

　他にもドライで一見すると冷たいけれど、厳きびしい行動の裏うらには優しさがあったりする主人公の拓真や、勝ち気で勝負好きな幼おさななじみ巫み女この翠すい花か、いいかげんな女教師サヴァトリィなど、個こ性せい豊ゆたかな仲間たちが大だい活かつ躍やくします。お楽しみに！




　それでは謝しや辞じです。新作をどうしようか右う往おう左さ往おうしている三河に根気強く付き合ってくださった担たん当とうさん、ありがとうございました。「好きなもん書いてええんやで（意い訳やく）」と言ってくださってすごく助かりました。宗教関連の取材を受けてくれた出身大学のＮ教きよう授じゆ、感謝しています。そしてイラストのukyo_rstさん、『祓魔学園の背教者ミトラルカ』の世界やキャラクターを素す敵てきに描かいてくださり、本当にありがとうございます。つ、次からはもっとわかりやすい指定をできるように頑張りますので、これからもよろしくお願いしますね。




　次回のキーワードは「学園生活開始！」「霧きりの街にご用心」「あんなことをしておいて本当にタダで許ゆるされると思っていたのか？」──と、そんな感じの話になる予定です。これらのキーワードが一本の長編の中でどう絡からみ合うのか……お楽しみに！

　このシリーズが長く楽しんでもらえるものになることを祈いのりつつ。

　ここまで読んでいただきありがとうございました。三河ごーすとでした。
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三み河かわごーすと

１９８８年生まれ。所属宗教なしの小説家。

このペンネームでデビューしたとき、私は一つの誓いを立てました。

「幽霊とか霊体とか扱った作品は書けないよねぇ」と。

デビュー二年目で破ることになりましたごめんなさい。
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ukyo_rst

構図が思いつかず、眠気も限界だったので仮眠を取ったら良い画面が浮かび、格好良いラフが出来て、大喜びした所で目が覚めました。真っ白な画面が眩しかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三河ごーすと先生」係

「ukyo_rst先生」係











本書は書き下ろしです。
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祓ふつ魔ま学がく園えんの背教者ミトラルカ




─祭さい壇だんの聖せい女じょ─
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